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は じ め に

ここに報告する中野遺跡は、石川西岸の河

岸段丘上 に位置 し、金剛・葛城・二上の山々

を東に眺望で きる景】券の地 にあります。

過去 4年間国庫補助 を受け、富田林市教育

委員会が中心 となり発掘調査 を実施 してまい

りました。その結果、遺跡の範囲確認 をはじ

め、従来から言われていた弥生時代中期の集

落址 としての性格 を解明する貴重な資料 を提

供 してきました。

本書は、弥生時代中期の一括 した貴重な土

器 を中心に報告するものであります。また、

本書が南河内における弥生土器研究の一助 と

なり得 ることを期待するものです。

最後 に、調査および本書作成にあたりご協

力賜わりました方々に厚 くお礼申し上げます。

日召不日59年 3月

富田林市教育委員会

教育長 福 田 治 平
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本書は、富田林市教育委員会が昭和58年

度 に国庫 および府費の補助 を受け、発掘

調査 を実施 した大阪府富田林市所在の中

野遺跡の調査概要報告書である。

調査 は、富田林市教育委員会社会教育課

中辻亘 を担当者 とし、昭和58年 4月 1日

に着手 し、昭和59年 3月 31日 に終 了 した。

調査 を実施するにあたり、下記の諸氏か

ら格別の助言や援助 を受けた。記 して感

謝の意を表 します。

北野耕平 (神戸商船大学教授 。富田林市

文化財調査会委員)・ 玉井功・山本彰・

小林義孝 (以上、大阪府教育委員会)。

竹谷俊夫 (天理大学附属天理参考館)

本書の執筆は、遺物については忍薫、遺

構 については中辻亘が行なった。

本書の編集は中辻が中心に行なった。ま

た、製図については、遺物 を忍薫、遺構

を自江和弘が行なった。

巻末 には、個人住宅建設予定に伴 う事前

調査 を実施 し、新規発見 した古墳時代前

期の宮林古墳墳丘実測図を載せた。

調査参加者

忍 薫・白江和弘・岡本武司・高橋修美

村井正幸 ,大石 聡・杉山泰敏・木村泰

雄・池田雅俊 。打田雅彦・堀 智子・田

川友美 。大橋圭子・本並俊哉 。本並宏介

浅野隆志・北野 昇・奥田正己・畠山秀

夫・山田道司・岡鳴智美・仲井和代
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挿図 1 中野遺跡周辺地形図
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挿図 2 中野遺跡発掘調査地点地域図
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I 調査に至る経過及び概要

83- I区

富田林市若松町 5丁目 1417-1番地先 において、個人店舗建設に伴い昭和関年 4月 7日付け

で発掘届出書が提出 された。これを受けてIIB和 58年 6月 18日 に調査を実施することとなった。

調査は南北約 lm、 東西約 2mの トレンチ掘 りで実施 した。その結果、地表下絢 80翻が盛土

で、盛上下 には旧耕土 (約 20翻 )、 潤黄灰青色粘質土 (約 10翻 )の順に堆積する。遺構は認 め

られず、遺物 は濁黄灰青色粘質土中に弥生土器片 1点が 出上 したのみである。

83-■区

富田林市中野町 1丁 目1473-1番地先において、TEl人住宅建設に伴い昭和5877月 25日 付け

で発掘届出書が提出された。これを受けて昭和 58年 9月 7日 に調査に着手し、昭和 弼年 9月 9

日に調査を終了 した。

調査は 2mX2mの トレンチ掘 りとした。表上下約 60印で地山を確認 した。地山は東に傾斜

しており、周辺がゆるやかな谷地形であった ことが推測される。遺構は認められず、整地層か

らサヌカイト片、弥生土器、土師器、須恵器、土師質土器、羽釜、瓦が出土 した。

83 -]正優【

富田林市若松町 5丁目1438-1番地先において、個人住宅建設に伴い昭和路年1明 7日 付け

で発掘屈出書が提出された。これを受けて昭和関年 12422日 に調査に着手し、昭和59年 1月 ■

日に終了 した。

予定地は国道 170号線に隣接 し、道路面よ り約 lm低い耕作地である。設計上盛土工法 とな

るため、便槽部分を中心に2m× 3mの トィンチを2箇所設定 した。堆積土は上から順に耕土

(25傲)、 床土 (5翻 )、 灰黄褐色粘質土(30翻 )と なる。地山上に土獲及びピットを検出 し

た。遺構には弥生土器・土師器・ 須恵器を含む。

83-Ⅳ区

富田林市若松町 5丁目631-6番地先において、個人店舗・事務所建設に伴い昭和58年貶凋

26日 付けで発掘届出書が提出された。こオ¬力受けて昭和59年 2月 9日 に調査を実施することと

なった。

予定地はすでに盛土 された土地であったため、便槽部分に南北約 lm、 東西約 2mの トレン

チを設定 した。断面観察では地表面より、盛土(50翻 )、 旧耕土(20翻 )、 旧床土 (10翻 )の

llkで堆積する。地山は段丘礫層で、 2箇所ピットを検出した。 ピット中からは弥生土器・土師

器・瓦が出土 した。

―- 3 -―



Ⅱ 概 往 の 調 査

中野遺跡における本格的な発掘調査は、1970Cに富田林市中野町 2丁目に温室ハウスが建設
(注 1)

された際に実施 された。小規模な調査ではあったが、壷・甕・鉢 。高杯などの弥生土器の破片

を含むV宇溝が検出された。これらの弥生土器が弥生時代中期に属することん半1明 し、この調

査が中野遺跡の年代を決定づける試金石 となった。

1978年 に,状谷女子大学教授中村浩氏によって1970年 の V字溝の延 長部を確認する調査が

行なわれた。これらの調査を機に周辺の遺物散布伏況を把握 した結果、中野町 を中心に東西

200m、 南北 EK10 mの 広 さをもつ集落址 と推定 されるに至った。

19的年になって、民間の宅地造帥 淋目次いで行なわれるようになった。こぅした調査原因にもと

づいて、1979年 3月 から8月 に大規模な調査を実だ したと この結果、弥生時代中期の堅穴住居

址等が検出され、集落の範囲を知る貴重な資料を提供 した。その後、 19い 年1弱 力>ら 3月 にか

けては、段丘東端にあたる箇所で調査する機会を得た。この調査では、弥生時代中期の上器、

サヌカイト製石器、剣片等を伴った溝を検出し、集落の範囲を着実に把握する結果 となった。

更に、平安時代から室町時代に至る遺構を確認 し、遺跡が弥生時代中期から中世に至る複合遺

跡であることが判明した。

1980年 12月 から1981年 3月 にかけて、国道 170号線西側におして 初めて調査することとな り、

6世紀後半から7世紀中頃に至る遺物を伴 う遺構を確認τ詫!同年 7月 には、東高野街道沿い

で、大阪府教育委員会によって調査が実施 された。この調査では弥生時代の遺構が検出される

とともに、縄文時代後期に属する土器が!周辺に同時期の遺構の存在を推測 させる結果となっ

た。

その後19側年から1982年 にかけて、国道 170号線歩道設置に伴い、延長 800mに およぶ調査

が大阪府教育委員会によって実施 され発と この調査では、奈良時代の掘立柱建物等が検出され

た。なかでも注目すべき点は、 6世紀前半の築造と考えられる新堂古墳の発見である。周溝内

から埴輪、土師器、須恵器が出土した。この結果、周辺地域に同時期の吉墳が存在することが

想定されるとともに、平地における吉墳のあり方を検討する資湘 を提供したと言える。

198珀Fから1984にかけて、富田林市教育委員会が一連の調査を実施した。1979tF 3月 か ら

8月 に実施 した南側にあたり、調査の結果、堅穴住居址を3棟検出するとともに、溝内に大量

のサヌカイト象げ片及び石器が出土した。このことは、中野遺跡が、北方約 2血に所在する喜志

遺跡と同様に、石器の生産にかかわ る集落址 で あ ることを裏付ける結果となった。まな

西側においては、 6世紀後半の遺物を含む南北方向の大溝を検郎し擢。この大溝から以西では

―- 4 -―



古墳時代後期の掘:Й位建物群を検出した。この一連の調査で、弥生時代集落の南西隅を把握す

ることができ、吉墳時代集落が遺跡の西方に広がることが判明した。

1鶴2年 10月 には、1979年 12月 から
"酌

年 3月 にかけて調査 した南側で、約 3mの比高差をも

つ低位段丘で調査を実施した。中世の溝、土墳を検出したのをはじめ、東西方向に延びる幅 3

mの弥生時代中期の一括 した土器 を含むV字溝を検出した。また、同年1明 から翌年 1月 にか

けて実施 した遺跡の北限と推定される中野町 2丁目の調査では、幅約 7mを測る東西大溝を検

出した。この調査では大溝以北では弥生時代の遺構は検出されず、中世の建物跡が検出された。

この結果から判断して、この大溝は弥生集落を区画する北限の環濠的性格を持つものであると

推測 される。

1983fには、上記の耳帥」延長部を調査する機会を得た。調査の結果、中世の溝、建物跡を検

出し、中野遺跡が北に広がることが判明 した。

(注 1)北 野耕平『 富田林市史』第4巻史料編 1(1972年 )

(注2) 中村浩編著『 中野遺跡発掘調査報告書』富田林市教育委員会 (1979年 )

(注3) 富田林市教育委員会『 中野遺跡発掘調査概要Ⅱ』(1981年 )

(注4) 尾上実「中野遺跡発掘調査概要」 (『 節.香 .仙 』大阪府文化財調査速報第 32号 1981年 )

(注5) 玉井功『 中野遺跡発掘調査概要』大阪府教育委員会 (1982年 )

(注6) 富田林市教育委員会『 中野遺跡発掘調査概要Ⅲ』(1982年 )

が 1

」こ9

/ | ゝ

挿図 3 1982年 10月 調査区試掘時出土土器
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Ⅲ 調 査 の 成 果

1.調査 に至る経過

富田林市若松町 4丁目569番地先において個人住宅を建設するため、事前に埋蔵文化財の包

蔵地の確認の際に、当該地は中野遺跡に隣接するため、発掘届出書の提出を求めた。昭和57年

7月 27日 付けで発掘届出書を受理 した。

これに基づいて申請者と協議を行なし、 地下の伏況を知るため昭和57年 8月23日 に試掘調査

を実施することになった。

予定地内に南北方向の トレンチを3箇所、東西方向に 3箇所設けた結果、東西方向のV字溝

と南北方向の溝を確認 した。V字溝内からは弥生土器が出土した。

この調査結果から、本格的な調査が必要であると判断 し、再度申請者と協議を行なった。

工法等を検討 した結果、地下遺構に影響を及ぼす部分について調査を実施することとし、昭

和57710月 4日から調査を開始した。

基本的な層序は、上からllkに耕土 (約 15翻 )、 床土(約 10翻 )、 灰貢色土 (約 7靱 )、 濁灰

褐色土(約 10効 )の 4層 となる。北西部では、床土直下が地山となり、北から南にかけて序々

に灰黄色土と濁灰褐色土が厚 く堆積する。地山は責灰色粘土で、ゅるやかに南東方向に傾斜 し

ている。

52.945m

序層
９

留

52.945m

1

2

3

4

耕 土

灰褐色土

灰黄色土

濁灰tF」色土

灰褐色土

暗灰褐色土

暗灰褐色礫層

挿図 4 東側断面図
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構遺
０
０

溝 1

調査区南半部で検出 したほぼ東西方向の

溝である。全体の幅は調査範囲外に一部あ

るため不明である。幅 5.3m分を検出した。

また、工事の都合上、長さ約 4m分を掘 り

下げたにとどまった。深 さは約 2mを測る。

溝内堆積は大きく分けて 6層 になる。第 1

層及び第 2層 (厚 さ約 lm)中 には、 6世

紀末から7世紀初頭の遺物を含む。第 3層

(厚 さEXl翻 )・ 第 4層 (厚 さ35翻 )・ 第 5

層 (厚 さ25翻 )・ 第 6層 (厚 さ20翻 )中 か

らは弥生土器およびサヌカイト製石器が出

土 している。いずれも弥生中期に限定 され

る。なかでも第 4層中から大量に出土して

いる。

弥生時代中期には断面V宇伏を呈する溝 挿図 5 溝 1平面図

としての機能をもち、埋没後古墳時代後期には幅を広 く保ちながら東流していたと思われる。

10
52.00m

11

9

19

茶掲色土

暗褐色土

暗褐色粘質土

褐灰色砂質土

黒掲色粘質土

暗茶掲色粘質土

暗茶tFJ色土

暗褐色粘質土

淡黄灰褐色砂質土

淡黄灰青色粘質土

淡黄灰青色混砂粘質土

-7-

12 黒褐色混砂粘質土

13 濁黄灰青色砂質土

14 青灰黄色砂質土

15 青灰色混砂粘質土

16 橙褐色砂質土

17 暗灰褐色混砂粘質土

18 暗灰褐色粘質土

19 明黄色砂

20 黒褐色粘質土

21 濁褐灰色粘質土

22 暗掲灰色粘質土

23 暗灰4FO色混砂粘質土

24 暗褐灰色混砂粘質土

25 暗茶褐色混砂粘質土

26 暗褐色混砂粘質土

27 濁灰青褐色混砂粘質土

ヽ
　

２

1

2

3

4

m5
6

7

8

9

10

11
挿図 6 溝 1 西側断面図



溝 2

調査区東半部で検出した南北方向の溝である。

長 さ約10m分を検出した。幅 3～ 6mを測る。北

側 にラッパ伏に広力ゞる。深 さは20～ 50cMを測る。

南瑞部底では 3条に細 く分岐する。埋土は灰褐色

土である。遺物にはサヌカイ ト片、弥生土器、土

師器、須恵器、瓦器、瓦の他に鉄釘がある。

溝 3

調査区北東部で検出した溝である。長さ約 4.2

m分を検出 した。幅24翻、深さ2～ 5靱を測る。

北側で画角に西方向に曲がる。埋土はやや砂っぽい灰褐色とで、土師質及び瓦質土器の他に青

磁、瓦を含帆

溝 4

調査区南端都中央付近で検出した溝である。長 さ約 6m、 幅 20御、深さ5翻を測る。東西方

向に走 り、西側で直角に南に曲がる。埋土は溝 3と 同じく灰褐色土である。サヌカィト片、須

恵器、土師質及び瓦質土器が出土する。

井戸 I

調査区北東部溝 2の底面で検出した井戸伏遺構である。ほぼ円形で、直径 2m、 深 さ15m

を測 る。下ぶくれの伏態に底部側壁がえぐられている。灰青黄色のシル ト質の粘質上に混 じっ

て卜 艶能 の円礫が底面近 くに広がる。一部の礫の表面には火を受けた痕跡が認められる。遺

物には須恵質土器 と瓦質土器がある。

上境 1

調査区西半部で検出した。南北 2m、 東西 1.lmの長方形を呈 している。深 さ70翻を測る。

埋土は6層 に分けられ、上から順に、砂質っぽい灰褐色土 (厚 さ20効 )、 灰褐色土が混 じる責

灰色粘質土 (厚 さ10翻 )、 灰褐色混砂礫土 (厚 さ10∽ )、 黄灰色混礫砂質土 (厚 さlCl-15翻 )、

ブ ロック伏に黄茶色砂質上が混じる灰青色混礫砂質土 (厚 さ12切 )、 炭を含む暗灰褐色混砂粘

質土 (厚 さ3効 )と なる。下層の礫混じりの砂質土から瓦質土器が出土している。他の遺物と

してはサヌカィト片、弥生土器、須恵器、土師質土器、陶器、瓦、焼土塊、炭片がある。

土境 2

土墳1の西側に位置する。南北 1.7m、 深 さ7勁を測 る。東西幅は土墳 3に よって切 られて

いるため不明である。ブロック伏に黄色砂が混 じる暗灰褐色混砂礫土中に 5～ 15防の礫 ととも

に、サヌカイト片、弥生土器、須恵器、土師質及び瓦質土器、瓦器、瓦を伴 う。

働

　

θ
　

刀

挿図 7 溝 2遺物出土状況図
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■ N /才
十 ~~~＼

＼

挿図8 井戸平面図・断面図

土娠 3

土墳2の西端を切る南北 1.7m、 東西 1.3mの上壊である。深さ28翻 を測 る。埋土は砂っぼ

噸 福色上で、10～30翻の礫に混 じってサスカイ ト片、弥生土器、土師質及び瓦質土器、瓦器

の他瓦、焼土塊、鉄片が出土する。

上墳 4

調査区南東隅で検出した。大半が調査区外にあるため規模等は不明である。暗灰掲色礫層の

埋土にサヌカイ ト片、弥生土器、土師器、須恵器、瓦質土器、瓦器、瓦、鉄釘を含む。

＼

＼

、

キ

ｒ
ｌｌｌ
」

◇6◆ 蛇_Ъ O
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1

2

3

4

5

6

灰褐色土(砂質っぽい)

黄灰色粘質土(灰褐色上が混じる)

灰褐色混砂礫土

黄灰色混礫砂質土

灰青色混礫砂質土

(ブロック状に黄茶色砂質土が混じる)

暗灰褐色混砂粘質土(炭 が混じる)

1

挿図 9 土境 1平面図・断面図

土壊 5

土療 1の南にあって、その大半は試掘時の トレンチと土矮 1に よって欠損している。東西幅

1.2m、 深さ2靱を測る。埋土は灰帽色混砂粘質上である。弥生土器、土師器、瓦器が出上し

ている。

上墳 6

土墳 2の北側にあって、長軸を東西方向にもつ、やや不変的な長方形を呈 している。底面に

は3箇所のくばみがある。南北 lm、 東西 2.lm、 深さ47翻を測る。埋土は砂っばい灰黄褐色

土で、底面くばみには濁黄灰色粘土及び黄福角十が混じる黒褐色土が堆積する。遺物にはサヌ

カイト片、弥生土器、土師器、須恵器、瓦質土器、焼土塊がある。

土壌 7

調査区ほぼ中央部土墳1の東側に位置する。一辺が 2.4mのほぼ正方形を呈している。断面

は皿伏で、深さ15翻を測る。灰褐色上の埋土である。 2翻から5翻の礫に混じって土師器、須

恵器、瓦器、磁器、焼土塊が出上している。

上境 8

調査区中央都南端にあって、大半が南壁内にあるため形伏等は不切である。深さ酌 詢翻 を

測る。砂礫混 じりの暗灰褐色土中に、土師器、須恵器、瓦器を伴 う。

-10-



単位 :翻

建物 ピット番号 平面形 規  模 深 さ 土 色 備  考 柱間寸法

n.1 円 形 74× 24 22 暗灰福色砂質土

170～180n.2 円 形 40X34 25 石  有  り

n。 3 円 形 34× 36 9 底 部 2段

2

且.4 円 形 20× 16 8 灰青褐色弱粘質土 底 部 2段

130-170
Il.5 楕円形 32× 20 23

n.6 円 形 30× 30 13 灰褐色土 (砂っぽい ) 底 部 2段

n.7 円 形 20× 20 7 灰褐色土

3

H.8 楕円形 20× 45 5 灰褐色弱粘質土

120ハV140
H。 9 円 形 16X16 5 灰青褐色弱粘質土

■.10 円 形 20× 20 3

4

n.11 不整形 罰 × 60 12 灰青褐色粘質土

110～150n.12 円 形 20× 20 4 灰青褐色弱粘質土

n.13 円 形 22× 諺 2 灰掲色土

5

且.14 楕円形 65× 35 21 灰褐色土 (砂っぽい ) 土猿5と 重複

130-200

R.15 円 形 24X30 26

n.16 円 形 20× 20 4 灰福色弱粘質土

H。 17 円 形 20)(20 6 濁灰褐亀土(砂っ1諷 )ヽ

土竣 6と 重複

n.18 円 形 И × 24 20 濁灰握色土

土竣 3と重複

6

■.19 円 形 40X35 25 濁灰褐色土(砂礫まじり)

190-220
H.20 円 形 24× 2 21 灰褐色土

H.21 円 形 26× 26 暗灰褐色土

n.22 円 形 20× 塾 10 灰褐色土 (炭まじり)

7

H.23 精円形 40X 30 26 灰褐色土

170～200
H。 24 楕円形 35× 5Cl 32 灰褐色弱粘質上側課含め 石  有  り

h25 円 形 25× 28 8 灰褐色土 (砂 っtぎ い ) 底部に石有 り

n.26 不整形 40× 40 10 灰褐色土

表 1 建物一覧表

建物

数多 く検出したピット群の中で、特に東西及び南北棟を中心に建物の復元を検討した結果、

7棟の建物を復元した。規模等については表 1を参照願いたい。

|

L
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係И
刻

中Ｊ
稗

追

拓図10 遺構平面図
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遺Ⅳ

今回の調査で出土 した遺物には、容器類 として弥生土器、土師器、須恵器、瓦器、瓦質土器、

陶器、磁器が、石器類 として石鏃、石槍、不定形石器、磨製石剣、石庖丁、磨製石斧、砥石、

敲 き石などがある。 これらの他に、サヌカイ トの祭J片 、石核 なども多量 に出土 している。土製

品としては紡錘車、瓦がある。また、これらの他 に、鉄釘、桃の種子 も少量であるが出上 して

いる。

今回の調査で出土 した遺物の大半は溝 1か らのものである。各遺構からの遺物の出土状況は

表 2・ に示 した通 りである。点数については明確 に出来なかった。

弥生土器は出土量が最 も多く、それらはすべて中期 に属すものである。土師器と須恵器の大

半は 6世紀末～ 7世紀 にかけてのものであるが、中世のものもかなり含まれている。そこで、

中世のものと明確 に区別出来 るものについては、便宜的に土師質土器、須恵質土器 と区別 して

別の欄 を設けた。 この他 に、土師器には布留式のものが 2点、須恵器には奈真時代のものもわ

ずかであるが出土 している。瓦器、瓦質土器はともに炭素を吸着 させた灰黒色の土器であるが

瓦器については皿、椀など、緻密な胎土で製作 された小型の器種 に限定 した。砂粒 を多量 に合

む粗い胎土で製作 された大型の器種 については瓦質土器 として区別 した。 この他、須恵質土器

としたものの中にも瓦質土器の可能性のあるものがみられる。すなわち、須恵器 としては軟質

のものであるが、炭素の吸着のまったくみられないものがそれである。瓦質土器の炭素の吸着

状 態の悪いもの、また、剣離 したものと判断する方が適当かもしれないが、今回は須恵質土器

として記述 した。石器 としたものの大半は、サヌカイ ト製の製品及び、剣片 と石核である。

以下、土器類、石器類、土製品の順に、代表的な遺構 ごとに報告する。

今回の調査で最も多 く出土 した遺物である。なかでも、弥生土器が最も多い。

ここでは、弥生土器、土師器、須恵器の出土 した溝 1、 中世の遺物が出土 した溝 2、 土壊

について概観 したあと、その他の遺構、すなわち、土装 2～ 5、 井戸 1、 建物 4、 5、 ピッ

1～ 8、 36出上のものを簡単に記述する。
(注 1)

なお、記述 にあたって弥生土器の分類は『池上遺跡』 に揃 えたが、広口壷形土器については

類器土
■
■

次のような分類 を行 う。
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遺   構 弥 生土器 土 師 器 須 忘 器 瓦   器 土師質土器 石   器 瓦質土器 石   器 そ  の  他

溝 1

2

3

4

土躾 l

2

3

4

5

6

7

8

井戸 1

建物 1

建物4

建物 5

建物 6

建物 7

ピット

Hl)

H2)

H3)

HH)

H14)

H.15)

H.16)

H17)

H18)

H19)

H.20)

H21)

H.22)

H23)

H24)

H.26)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

○

○

○

○

○

○

①

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

○

○

○

○

○

O

Ｏ

Ｏ

Ｏ

○

O

○

○

○

○

○

　

○

○

　

○

○

○

○

○

○

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

○

○

○

　

○

○

O

○

○

○

○

Ｏ

Ｏ

Ｏ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

紡鍾車

瓦、鉄釘、焼土塊

青磁、瓦

陶器、瓦、焼土塊、炭

瓦

瓦、焼土塊、鉄片

瓦、鉄釘

焼土塊

磁器

瓦、桃の種子

焼土塊

瓦

瓦、鉄釘、焼土塊

表 2 各遺構出上遣物一覧
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遵  棒 弥生土器 と 師 器 筑 患 器 五  器 と師質土器 須顧 器 五質
=器

瓦 を  の  他

32

1齢

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48.

49

59

51

認

+   
“

Ｏ

Ｏ

○

○

Ｏ

①

③

Ｏ

②

①

Ｏ

Ｏ

Ｏ

〇

O

Ｏ

Ｏ

Ｏ

①

Ｏ
・
○

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

O

Ｏ

Ｏ

○
・
Ｏ

Ｏ

Ｏ

0

Ｏ

Θ

　

①

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

⑤

　

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

○

0

O

O

〇

O

〇

⑮

③

O

⑮

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

鮒

触

腿

触

炭

瓦|

醐

3 各進構出i土譴泰
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広口壷形土器A  外反 して開 く口縁部をもつ もの

1類 下方に拡張するもの

2類 上方に拡張するもの

3類 上・下に拡張するもの

4類  ほとんど拡張 しないもの

広口壺形土器B  外反 し、曲折 して立ちあがる口縁部をもつもの

1類 上・下に同 じ程度、拡張するもの

2類 上方に大 きく、下方に少 し拡張するもの

3類 上方にのみ大 きく拡張するもの

広口壺形土器 C  外反 して開く口縁部 をもつ小型で無文のもの

1類 下方に拡張するもの

2類 上方に拡張するもの

3類 上・下に拡張するもの

4類  ほとんど拡張 しないもの

溝 1(挿図11～ 20)

濤 1に は27種類の層名が与えられているが、大 きく9層 に分かれる。この うち、 1～ 6層 で

遺物が出土 している。 1、 2層 からは弥生土器、土師器、須恵器が、 3～ 6層 には弥生土器が

出土 している。各層の うち、遺物の最も多く認められるのは第 4層である。以下、第 6層 から

順 に記述する。なお、同一個体片が隣合 う層にわたって出土する例 も看千みられる。

第 6層出土土器 (14)～ (23)

弥生土器だけで、広口壷形土器 (A・ B)、甕形土器で構成される。全部で13点 と出土量は少

ない。その うち、器種分類の可能なものは 8点だけである。生駒西麓産の土器 (17)122)(23)は

4点 ある。

広口壺形土器 A(15)1類 が 1点だけ出土 している。長い筒状の頸部をもち、口縁端部の拡

張は少ない。本来は飾 られる土器であるが、口縁部下端 に刻み目が施 されているだけで、長い

頸部にも文様は施 されていない。 (16)は この長頸の広口垂形土器に伴 う体部 と思われる。

広口壺形土器 B(14)2類 が 1点 だけある。日縁部は直立気味である。

奏形土器 (17)～ (21)5点出土 している。口径9,4～ 36.6cmを 測 る。口縁端部はすべて面を

もつが、最も大 きく拡張するものでも (21)程度で、いずれにしても大 きく拡張するものはない。

体部の調整は各々違 う技法で製作されている。器形の大・小 に関わりなく、すべて外面に媒が

付着 している。

―- 16 -―



章 草 ‐ ‐ エ

'ア

蒸 17

r,こデ
() (フ

000
900

孝

溝 1(第 6層 。第 5層 )出土土器

-17-

凋 民25

ハ 26

20



底部(221(23)4点 ある。そのうちの3点が生駒西麓産である。外面の調整はすべてヘラミ

ガキである。(20を 除いて、他の外面には煤が付着している。

第 5層出土土器 (24)～ (48)

弥生土器だけで、広口壷形土器 (A・ B・ C)、 鉢形土器 (A・ B)、 高杯形土器 (A・ B)、 甕形土器、

甕用蓋形土器、底部穿孔土器で構成 される。器種分類の可能なものは 39点 で、その うち約 6割

が甕形土器、約 2割が重形土器である。生駒西麓産の上器 (28)(45)～ (48)は 全体の約 1割であ

る。

広口壷形土器 A(26)1類 と4類で計 3点 ある。図示 したもの (26)を 除いて、他 は 4類で、端

部に文様 は施 されていない。 (20だ けが簾状文で飾 られている。

広口壷形土器B(27)(28)2類 が 2点 ある。 (27)の 日縁部は内彎気味で、下方への突出も少

ない。生駒西麓産の (28)は 内傾する口縁部をもち、下方への突出が(27)に 比べて大きい。頸部は

ともに筒状である。 2点 とも文様が施 されているが、 (271は 日縁部に、 (28)は 口縁部と頸部に

みられる。

広口壺形土器C(241(25)1類 と3類が各々 1点づつある。

広口重形土器の頸部片の中には櫛描直線文で飾 られるものもみられる。

鉢形土器A 2点 ある。ともに無文である。そのうちの 1点の体部外面は横方向のヘラミガ

キが施 されている。他の 1点の外面には媒が付着 している。

鉢形土器A l点 ある。無文である。

高杯形土器 B 2点 ある。そのうちの 1点 は生駒西麓産。 2点 とも無文で、生駒西麓産のも

のは体部外面に横方向のヘラミガキが、他の 1点 はヨコナデで調整されている。

高杯形土器 B l点 ある。口縁部内面の凸帯は断面四角形を呈す。

高杯形土器の脚柱部残存のものは (33)だ けである。

甕形土器 (341～ (48)23点 ある。そのうちの 4点は生駒西麓産 (45)～ (48)である。口縁部は

「く」の字に外反するものが多い。口縁端部は九くおさまるものと面をもつものがある。最も大き

く拡張するものでも(441程 度で、大きく拡張するものはない。体部の調整もバラエティーに富

んでいる。外面に煤の付着するものは(34)(36)(39)(401(441が ある。 生駒西麓産の甕形土器

は丸みをもって外反する。小型のものは口縁端部に面をもち、体部は大きく張 りだす。大型の

ものは口縁端部が下方に拡張する。体部の調整は内タト面ともにヘラミガキが施されているもの

が多い。外面に煤の付着するものには (46)(4の がある。

費用蓋形土器 1点ある。大きく広がる口縁部をもつ。内外面ともにヨコナデが施されてい

る。口縁部内面には煤が付着している。

底部穿孔土器 (3か  1点ある。

―- 18
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底部 底径5.0～7.9cmを 預1る 。厚ばったい底部 もあるが、大半は薄い。外面の調整にはヘラ

ミガキ、ナデが、内面には刷毛 日、ナデがみられる。

第 5層 出土土器の文様は櫛描直線文が多い。簾状文 もみられるが、その大半が生駒西麓産の

ものである。櫛描直線文は波状文 と組み合わさる例がある。簾状文は扇形文と組み合わさった

り、刺突文と組み合わさる例がある。

第 4層出上土器 は働～ (109

弥生土器だけで、広口壷形土器 (A・ BoC)、 細頸重形土器、太頸重形土器、無頸重形土器 A、

壼用蓋形土器、鉢形土器 (A・ B・ C)、 高杯形土器 B、 甕形土器、把手などで構成 される。

器種分類の可能なものは 100点で、その うち、約 4割が壺形土器、約 3割が甕形土器、約 2

割が休形土器である。生駒西麓産の土器 俗①～ 俗D俗 1)偲動 俗4)俗 5)(10⑪ ～ (10動 (10D(109

は全体の約 3割 である。

広口壺形土器A(49)～ (55)(60)～ (64)22点 ある。 1類が16点、 2類が 2点、 4類が 4点で

構成 される。その うち、生駒西麓産 (60)～ (64)は 7点あり、すべて 1類である。日縁部の施文

状況は 4類 に無文のものが多 く、刻み目を施すものが 1例 (49)み られるだけである。 2類は刻

み日、波状文で飾 られている。 1類 には斜格子文、簾状文、刺突文、波状文が、内面には円形

浮文が付加 される例 もある。生駒西麓産のものは簾状文、列点支などで飾 られている。頸部は

櫛描直線文、簾状文、体部は簾状文で飾 られている。これらのほかに、口縁部上・下端 に刻み

日、内面に円形浮文が付加 される例 (64)も ある。

広口重形上器B(57)～ (59)(65)～ (67)7点 ある。 1類が 2点、 2類が 4点、類別不明が 1

点で構成 されている。その うち、生駒西麓産 (65)～ (67)は 4点で、 1類、 2類 ともある。ただ

し、生駒西麓産の 2類は 1類 に近い。口縁部はすべて内傾する。日縁部の施文状況は櫛描直線

文、列点文と扇形文、簾状文などがみられる。頸部は下位 に日縁部 と同 じ文様で飾 られる、例

(57)(59)と 無文の例 (58)がある。 (59)の 体部は稚拙 な波状文で飾 られている。生駒西麓産のも

のは縦線文と刺突文、列点文と刺突文と簾状文 、列点文と扇形文と簾状文とバ ラエテイーに富

む。頸部 には広口壺形土器 Aと 同様 に上位から櫛描直線文と簾状文の施文が認め られる。広日

壺形土器 Bの 中で文様帯間研磨線がみ られるのは生駒西麓産のものだけである。

広口壺形上器C(56)3類 が 1点だけある。

細顕壺形土器 (68)(69)3点 ある。生駒西麓産のものはない。日縁端部は九 くおさまるもの

と内側に丸 く肥厚するものがある。無文のもの (68)、 波状文と櫛描直線文で飾 るもの、凹線文

で飾 るもの(69)がある。

太顕壺形土器  1点だけある。内彎する口縁部は端部で丸 く内側 に】巴厚する。

無顕重形土器A(73)(74) 2点 ある。直口で大 きく開 く口縁部 をもつ。生駒西麓産のもの

―- 20 -―
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はない。

壷用蓋形土器 (70)～ (72)3点ある。日縁部のあまり広がらないものと大きく広がるものが

ある。 (72)は 生駒西麓産である。

鉢形土器A(75)(76)5点 ある。口縁部は内彎するものと開くものがある。生駒西麓産のも

のはない。文様で飾 られているのは(76)だ けである。

鉢形土器B(81)3点 ある。 2点 は生駒西麓産で、口縁部に簾状文、列点文、体部は簾状文

で飾 られている。他 1点 は無文である。

鉢形土器c(77)～ (80)(82) 5点 ある。生駒西麓産 (82)は 1点だけである。日縁部は下外

方に小さく拡張するものが多いが、(80)の ように大きく拡張するものもある。 (80)以外は口縁

部を飾らず、体部だけに施文がみられる。文様は櫛描直線文、簾状文がある。 (77)は 無文であ

る。生駒西麓産のものも日縁部の拡張がそれほど大きくないが、体部とともに簾状文で飾られ

ている。文様帯間研磨線は生駒西麓産以外のものにもみとめられる。

鉢形土器の中には上述のもの以外に台部の付 くもの(85)～ (88)が ある。 (85)は 生駒西麓産で

ある。鉢部 と台部の接合は円板充填法による。

高杯形土器B(83)3点 ある。生駒西麓産のものはない。日縁部内端の凸帯は断面四角形 を

呈す。残存状態が悪 く、口縁部残存のものは 1点 しかない。それによると、日縁端部は垂下 し

ない。また、日縁部内外面には煤が付着 している。

高杯形土器の台脚部 (34)(89)は 4点 ある。生駒西麓産 (84)は 1点 だけである。脚柱部は中空

である。杯部と台脚部の接合は円板充填法による。裾部は上方に拡張する。

養形土器 (91)～ (102) 29点 ある。生駒西麓産は(100)～ (102)は 7点ある。日縁部は「 く」の

字に外反するものが多い。口縁端部は面をもつもの、下方に拡張するもの、上方に拡張するも

のがある。ただし、拡張の度合いはそれほど大 きくない。体部は張 り出すものが多くなってい

る。体部の調整は外面ヘラミガキ、内面ナデという組み合わせが最も多い。外面に煤の付着す

るものには(91)(92)(94)～ (96)がある。生駒西麓産の甕形土器は口縁部が「 く」の字に外反する

もの、ほぼ水平に外折するもの、九く外反するものがある。口縁端部は下方に拡張するもの、

上方へわずかに拡張するものがある。体部の調整はヘラミガキが多い。 (100)～ (102)と も外面

に煤が付着する。

底部 (103)～ (108)底径 4.1～ 10.2cmを 測る。外面の調整はヘラミガキが多い。外底面の調

整はナデが多いが、ヘラミガキがおよぶ例も多い。 (103)は第 4層 出土底部の中で唯一のヘラ

ケズリの例で外底面にもヘラケズリが施されている。内面はナデが多いが刷毛目もみられる。

第 4層 出土土器の文様は櫛描直線文と簾状文が多い。櫛描直線文は波状文や扇形文と組み合

わされる例 もある。簾状文も波状文、列点文と組み合わされる例もある。この他、流水文の施

―- 22 -―
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された破片 (挿図17-1)も ある。

生駒西麓産のものも櫛描直線文と簾状文が多い。列点文、扇形文、円形浮文も組み合わせて

飾 られる。

第 3層 出土上器 (129)～ (133)

弥生土器だけで、広口重形土器 (A・ B・ C)、 細頸壺形土器、鉢形土器 (A・ BoC)、 高杯形土器

(A・ B)、 甕形土器、甕用蓋形土器、 ミニチュア土器で構成 される。器種分類の可能なものは

50点 ある。その うち、約 4割 が重形土器、約 3割が甕形土器、約 1割が鉢形土器である。生駒

西麓産の土器 (114)(115)(117)(118)(129)～ (133)は 全体の約 3割である。

広口壷形上器A(109)(110)(112)(114)(115)12点 ある。その うち、生駒西麓産(114)(115)

は 5点 ある。 4類はなく、 1類が多い。口縁部の施文状況は、 1類の大半が簾状文で飾 られて

いる。他に下端 に刻み目が施 される例 もある。また、簾状文に刺突文を加 えたり、日縁部内面

に円形浮文が付加 されるものも認められる。 2類 には波状文を施 し、口縁部内面が扇形文で飾

られているものがある。 3類には刻み目だけが施 されている例がある。

生駒西麓産の広口壺形土器Aは 4点が 1類で簾状文を施 している。頸部 も簾状文で飾 られて

いる。他 1点 (115)は 3類であるが、斜方向に上 。下に拡張 している。日縁部は波状文と刻み目

で飾 られている。

広口壷形土器B(116)3点 ある。 (116)以外は生駒西鐘産である。生駒西麓産はすべて 1

類である。 (116)は 2類であるが 1類に近い。日縁部は簾状文 と扇形文で飾 られている。生駒

西麓産の広口壺形土器 Bは簾状文で飾 られているものと無文のものがある。

広回壼形土器C(111)(113)2点ある。生駒西麓産のものはない。 1類 と 2類がある。

細顕壺形上器 (117)2点 ある。 (117)は生駒西麓産である。 他 1点は内彎する日縁部 をも

ち、口縁端部は内側 に丸 く】巴厚する。日縁部外面には列点文の上 に円形浮文を貼り付け、その下

は凹線文で飾 られている。

鉢形土器A(124)1点 ある。日縁部は外反 して開 く。

鉢形土器B(119)2点 ある。 1点 は生駒西麓産である。(119)は 口縁部外面に凹線文、 体部

は稚拙 な波状文で飾 られている。生駒西麓産のものは口縁部外面が簾状文で飾 られている。

鉢形土器C(120)1点 ある。 大型のもので、口縁部、体部 ともに簾状文で飾 られている。

鉢形土器には上述のもの以外に台部が付 くもの(122)が ある。小型の台部である。

高杯形土器A(118)1点 ある。生駒西麓産のもので、日縁部は列点文で飾 られている。

高杯形土器B l点 ある。日縁部内端の凸帯は断面四角形 を呈する。口縁部は欠失のため不

明。

高杯形土器の台脚部 (121)(123)は 2点ある。 (121)は 中実の脚柱部。 (123)は上外方に拡張

―- 25 -―
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する裾部 をもつ。

番形土器 (127)～ (133) 22点 ある。生駒西麓産(129)～ (133)は 8点 ある。口縁部は「 く」の

字に外反するものが多い。口縁端部は面をもつものが多いが、下方に拡張するものもある。

体部は張 り出す。体著呂の調整は外面がヘラミガキ、刷毛日、内面は刷毛日、ナデがみられる。

生駒西麓産の甕形土器の口縁部は内側に九みをもって外反するものが多いが、「 く」の字に外

反するものもある。口縁端部は下方に拡張するものが多い。体部の調整は内外面 ともにヘラミ

ガキを施すものが多いが、外面にナデ、内面にナデ、刷毛目を施すものもみられる。

費用蓋形土器 (126)1点 ある。 口縁部は欠失 している。

ミニチュア土器 (125)1点 ある。 鉢形土器Aの ミニチュアである。手づ くねで雑 な作 りで

ある。

底部 底径4.2～ 9.2cmを 測 る。外面の調整はヘラミガキ、ヘラケズリ、ナデがみられる。生

駒西麓産のものはヘラミガキが多い。

第 3層 出土土器の文様は簾状文、櫛描直線文が多い。この他 に斜線文、斜格子文、列点文、

波状文、円形浮文で飾 られている。列点文には刻み目状のものもある。また、流水文 (挿図

17-2～ 5)も みられる。

生駒西麓産のものも簾状文と櫛描直線文が多い。生駒西麓産の列点文にも刻み目状のものが

: 1 : 1 1 lcm

17 流水文拓影
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みられる。

第 2層 出土土器 (134)～ (185)

弥生土器、土師器、須恵器が出上 している。

弥生土器は広口壷形土器 (A・ B・ C)、 細頸壷形土器、太頸壷形土器、無頸壼形土器 B、 水差

し形土器、鉢形土器 (A・ B・ C)、 高杯形土器 (A・ B)、 甕形土器で構成 される。 器種分類の可

能なものは97点 ある。その うち、重形土器 と甕形土器が約 3割づつ、高杯形土器が約 2割、鉢

形土器が約 1.5割である。生駒西麓産の土器 (140)～ (145)(149)～ (150)(153)～ (157)(160)

(167)(170)～ (172)は 全体の約 3割である。

広口壺形土器A(135)～ (138)(140)～ (142) 19点 ある。生駒西麓産 (140)～ (142)は 4点 あ

る。 1類が最も多いが、 2類と 3類 も認められる。 1類は簾状文で飾 るものが最 も多い。他に

波状文で飾 るもの、下端 に刻み目、内面に円形浮文を貼 り付けるものがある。内面に円形浮文

が買占り付けられる例は簾状文の場合 にもみられる。 2類は波状文で飾 られている。 3類 には無

文のものの他に凹線文で飾 られるものがみられる。 ともに口縁部内面が列点文で飾 られている。

頸部の文様 には簾状文がみられる。

生駒西麓産の広口壷形土器Aはすべて 1類で、簾状文で飾 られている。頸部 も簾状文で飾 ら

れている。

広口壷形土器B(139)(143)～ (145)4点 ある。その うち、 3点は生駒西麓産 (143)～ (145)

である。 (139)は 3類であるが、日縁部上位は欠失 している。 3類は今回の調査で この 1点

(139)だ けである。口縁部下位は竹管文、頸部下位は櫛描直線文で飾 られている。

生駒西麓産の広口重形土器 Bはすべて 2類で、口縁部は内傾する。日縁部、頸部 とも簾状文

で飾 られている。口縁部 には円形浮文を簾状文の上 に貼 り付けているものもある。

広口重形上器C(134)1点 ある。

細顕壺形土器 (150) 1点 ある。 生駒西麓産の細頸重形土器で無文である。

太顕壺形土器 (148)(149)2点 ある。 (149)は生駒西麓産である。ともに内彎 する日縁部

の内側は月巴厚する。口縁部の文様構成は (148)カラJ点文を同方向に施すのに比べて、 (149)は

稜杉状 に斜線文を配する。 ともに円形浮文を貼 り付けている。また、(149)の斜線文は (148)の

体部 にみられる刻み目状の列点文と似ている。この 2点は全体に受ける即象が似 る。

無頸重形土器B(146)(147)3点 ある。 (147)は 口縁下に相対する紐孔 をもつ。 (146)(147)

は簾状文や列点文で飾 られているが、他の 1点 は無文である。

水差 し形土器  1点ある。無文の水差 し形土器で、回縁部外面には縦方向の、内面には横方

向のヘラミガキが施 されている。

鉢形土器A(161)2点 ある。 ともに無文である。
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鉢形土器B(164)～ (167)7点 ある。その うち、 2点は生駒西麓産 (167)で ある。すべて体

部は文様で飾 られているが、日縁部は無文のものもみ られる。体部が簾状文で飾 られているも

のは文様帯間に研磨線がみられる。

生駒西麓産の鉢形土器 Bは 2点 とも大型品で、 (167)は 口縁部が簾状文と刺突文で、体部は

簾状文で飾 られている。他の 1点 は口縁部が列点文と刺突文、体部が簾状文で飾 られている。

鉢形土器c(163)1点 ある。無文である。

鉢形土器には上述のもの以外 に台部の付 くものが 2点 ある。 1点 は生駒西麓産で、外部 と台

部の接合部片である。接合方法は円板充填法による。他の 1点は脚台部から裾部にむかってな

だらかに開 くものであるが、裾部は大 きく広がらない。内面 とも調整は刷毛目である。

高杯形土器A(152)～ (154)4点 ある。生駒西麓産 (153)(154)は 2点 ある。無文のものの他

に口縁部 を 2本の凹線文で飾 るものがある。

生駒西麓産の高杯形土器Aは 2点 とも口縁端部が内側で肥厚する。日縁端部の様子は太頸三

形土器 と似 る。

高杯形土器B(151) 3点 ある。その うち、 1点 は生駒西麓産で口縁部内端の状況は不明で

あるが、口縁部は長 く垂下する。他の 2点 の口縁部の状況は不明であるが、日縁部内端の凸帯

は断面四角形 を呈する。

高杯形土器の脚台部は脚柱部片、裾部片 を合わせて12点 ある。その うち、生駒西麓産 (155)

～(157)(160)は 4点 ある。脚柱部は中空のもの、中実のものの両方みられる。裾部は (159)を

除いてすべて裾端部が上外方へ拡張する。 (160)は裾部 に竹管文を施 している。

養形土器 (168)～ (172) 29点ある。その うち、生駒西麓産 (170)～ (172)は 7点ある。口縁

部は「 く」の字に外反 して、端部 に面をもつものが多い。ただ し、半数近 くの甕形土器の口縁端

部 は上方に拡張するものになっている。

生駒西麓産の甕形土器は (172)に 代表 される形態のものが多い。

底部 底径 4.3～ 12.7cmを 測 る。外面の調整はヘラミガキが多い。他にヘラケズリもみられ

る。生駒西麓産の底部の外面調整はすべてヘラミガキである。

第 2層 出土土器の文様は簾状文が多い。この他 に櫛描直線文、波状文、流水文、列点文、刺

突文、竹管文がみ られる。また、列点文の中には第 3層 と同様 に刻み目状の列点文もみられる。

円形浮文は簾状文、列点文などと組み合わせて用いられることが多い。貼 り付け浮文には円形

の他に棒状のものもみられる。凹線文は相変 らず少ない。

第 2層 出土土器の中に平行 タタキ調整がみられる破片が 3点出土 している。内面の調整は 2

点が刷毛目で、他の 1点 は不明である。

土師器 は杯、鉢、高杯、甕、鍔釜、把手で構成 される。器種分類の可能なものは36点 だけで、
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出土量は少ない。その うち、約 4割は杯、約 3割は甕である。

杯(173)～ (176)16点 ある。丸底のものと、九底 と平底の中間のものがみられる。口縁部はほ

ぼ直立するもの、やや外反するもの、外反 して開 くものなどがある。口縁端部は九 くおさまる

もの、内傾 して平坦な面をもつもの、内傾 して凹面をもつものなどがある。内面には暗文のみ

られるものとみられないものがあるが、暗文のある方が多い。暗文は (176)が斜方向 にみられ

るのを除いて、他はすべて正放射状 に施 されている。

鉢  2点 ある。 1点 は器壁が0.65cmを 測 る鉢で、口縁端部は内傾 して凹面をもつ。内面には

斜格子状の暗文が施 されている。他の 1点 には正放射状の暗文がみられる。

高杯 (178)(179)6点ある。杯部残存のものは 1点 だけで、杯底部外面に段 をもつ。内面に

は正放射状の暗文がみられる。脚柱部は中ぶ くらみのものと細長いものがある。裾部 は九みを

もって大 きく開くものがある。(178)の裾部内面には布目が残 る。

養 (177) 10点 ある。「く」の字に外反する口縁部 をもち、日縁端部は九 くrD・ さまるもの、尖

り気味のもの、上端で平坦な面をもつて外端 もしくは内端で九 くおさまるものがある。

鍔釜 口縁部片が 1点 ある。

須恵器は蓋杯、高杯、逸、重、甕、台部がみられる。器種分類の可能なものは22点だけで、

出土量は少ない。

杯蓋 (180)(181)3点ある。図示 したもの以外に口縁部 と天丼部 を分ける稜の認 められる

ものがある。酸化炎焼成のためか明赤褐色 を呈す。

杯 (182)5点 ある。杯の受部 に蓋の熔着 したもの、外面に自然釉の付着 したものなどがある。

蓋杯の外面にはヘラ記号のあるものが 2点 ある。

高杯  6点 ある。長脚 2段透 しの脚柱部がみられる。

壺 体部片が 1点 ある。直回の口縁部 をもつ (183)は横瓶か平瓶 もしくは提瓶の口縁部 と思

われる。

態 (184) 1点 だけで、大 きく開 く口縁部 をもつ。

甕 (185) 2点 ある。日縁端部は外方へ丸 く肥厚する。

第 1層 出土上器 (186)～ (220)

弥生土器、土師器、須忘器が出土 している。

弥生土器は広口壺形土器(A・ B)、 細頸重形土器、鉢形土器 (A・ B)、 高杯形土器 A、 甕形

土器で構成 される。器種分類可能なものは52点 ある。その うち、約 4割は甕形土器、約 3割は

壺形土器である。生駒西麓産の土器 (188)(196)は 全体の約 2割である。

広口重形土器A(186)～ (188)11点 ある。その うち、生駒西麓産 (188)は 4点 ある。 1類が

最も多い。他 に、 3類 と4類がある。口縁部の施文状況は 1類 に簾状文で飾 るものが多い。 他
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には外面に波状文、内面に扇形文、外面に凹線文、内面に扇形文、外面に簾状文、内面は列点

文の上に円形浮文で飾 るものがある。 3類 には凹線文で飾 るものがある。 4類 には波状文で飾

るものと無文のものがある。生駒西麓産の広口重形土器Aは すべて 1類で、口縁部外面はすべ

て簾状文で飾 られている。

広口壺形土器B l点 ある。口縁部の上半部片で、下端の形状は不明である。外面は縦線文の

上 を竹管文で飾っている。

細頸壺形上器 (189)1点 ある。 外傾する直回の細頸壷形土器で、無文である。

鉢形上器A 2点 ある。外面 を凹線文で飾 るものと無文のものがある。

鉢形土器B 4点 ある。生駒西麓産のものは 2点 ある。口縁部外面を凹線文で飾 るものと、段

状の回縁部が剰離 しているため口縁部の施文状況は不明であるが、体部 を簾状文とFSP描直線文

で飾 るものがある。生駒西麓産の鉢形土器 Bの うち 1点 は口縁部外面に列点文、体部は簾状文

で飾 られている。他の 1点は大型の鉢で第 2層 出上の外形土器 B(167)と 類似する。

鉢形土器には以上の他 に、(191)の ように口縁端部 が内外 に肥厚 してT字状 を呈するもの

がある。外面には凹線文が施 されている。

高杯形土器A 2点 ある。 ともに生駒西麓産のものである。その うち、 1点 は口縁端部が内

側 に肥厚する。外面にはわずかであるが煤が付着 している。

これらの他に、脚台部が 4点 ある。その うち、 1点は生駒西麓産である。裾部は外上方に拡

張する。裾吉bに 円孔が穿たれているものもある。生駒西麓産の裾部片 も同 じ形態である。外面

は縦方向のヘラミガキで調整 されている。

甕形土器 (192)～ (196)22点ある。その うち、生駒西麓産(196)は 4点 ある。 日縁部は九く

おさまるもの、面をもつもの、上方に拡張するもの、下方に拡張するものもみられるが、上 。

下に拡張するものが多い。口縁部下端 に刻み目の施 されたもの、 (194)の ように口縁部内外面

に凹線文を施 したものもみられる。

底部 底径3.8～ 9,2cmを 測 る。外面の調整はヘラミガキが多い。他にヘラケズリもみられる。

第 1層 出土土器の文様には櫛描直線文と簾状文が多い。この他に、波状文、扇形文、斜線文、

列点文、縦線文、刺突文、凹線文がある。

第 1層 出土土器の中にも平行 タタキ調整の施 された破片が 1点出土 している。内面は刷毛目

調整である。

土師器は杯、高杯、甕、鍔釜で構成 される。器種分類の可能なものは31点 で、出土量は少な

い。その うち、約 4割 を杯、約 3割 を甕、約 2割 を高杯が占める。

杯 (197)～ (199)13点 ある。九底のものと尖 り気味の九底のものがある。口縁部は内傾する

もの、外傾するもの、外反 して開 くものなどがある。口縁端部は丸 くおさまるもの、内傾 して
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平坦な面をもつものがある。内面には暗文のみられるものとみられないものがあるが、後者の

方がわずかに多い。暗文はすべて正放射状 に施 されている。

高杯  7点 ある。杯部残存のものは底部外面に段 をもつ。

養 (200)(201)9点 ある。「 く」の字に外反する口縁部 をもつもの、外督 して大 きく開 く日縁

部 をもつものがある。

鍔釜 2点 ある。 1点は鍔部片で生駒西麓産である。他の 1点は口縁部片で、内彎気味 に外

反する。

須恵器 は蓋杯、高杯、甕、台部で構成 される。器種分類の可能なものは39点で、出土量は少

ない。

杯蓋 (202)～ (204)(211)(212)11点 ある。天丼部 から口縁部 にかけてゆるやかな丸みをもっ

てくだる。口縁部はほぼまっす ぐにくだるもの、大 きく外方へ開 くものがある。(211)(212)は

杯身 をさかさまにした形態で、端部内面にかえりをもつ。 この形態のものは 4点 ある。かえり

は口縁端部 よりも下方に突出しているもの、口縁端部 とならぶもの、わずかに入 り込んでいる

ものがある。

杯 (205)～ (210)11点 ある。比較的九みをもつ器体のものと浅 く扁平なものがある。たちあ

がりは直立するもの、内傾するものがある。底部外面は回転ヘラケズリを施すものが多いが、

ヘラ切 りのままで未調整のものも認められる。たちあがりは貼 り付けによるもの、オリコミ法

によるものがある。

高杯 (216)(218)～ (220) 9点 ある。 (219)を 除いた他は、すべて長脚 2段透 しの高杯であ

る。 (219)は酸化炎焼成によるもので、太い脚柱部 をもつ。透 しは上半を開け切っていない。

甕 (213)3点 ある。すべて口縁端部は外方へ丸 く】巴厚する。

台部 (214)(215)(217)3点 ある。なだらかに開いて きた脚部が裾部近 くで内屈 してふんばる

形態 をもつ。おそらく長頸壺の台部片と思われる。

溝 2(挿図21)

溝 2に は、9種類の層名が与えられているが、大 きく北部で 4層、南部で 2層 に分かれる。遺

物の取 りあげは北部の上位 2層 と、南部 2層 を上層 とし、北部の下位 2層 を下層として行なわ

れた。出土土器の大半は中世の上器である。他 に、弥生土器、 6世紀末～ 7世紀の上師器 と須

恵器も出土 している。弥生土器には広口壷形土器 A、 鉢形土器 B、 高杯形土器、甕形土器など

がある。土師器には杯、鉢、甕が、須恵器には蓋杯、高杯、重、甕などがある。以下、中世土

器 について観察する。

中世土器には土師質土器、須恵質土器、瓦器、瓦質土器がある。土師質土器には小皿、皿、

椀、三、甕が、須恵質土器には練外が、瓦器には小皿、椀が、瓦質土器には練鉢、羽釜、甕、
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火入れがある。

小皿 (221)～ (229)土 師質土器(221)～ (228)と 瓦器 (229)が ある。底部は平底のもの、九み

をもつが平底のもの、あげ底のものがある。日縁部の大半は内彎気味 にたちあがり、端部が九

くおさまるものである。 この他、へそ皿 と称 されるもの (228)も ある。瓦器皿 (229)は 1点

だけである。

皿 (230)～ (232)す べて土師質の皿で底部から外反 して開 く口縁部 をもつものと内彎気味に

直立する日縁部 をもつものがある。

椀 (233)(234)瓦 器椀 と土師質の椀がある。瓦器椀 (233)の 日縁部は外傾する。内面ともに

暗文をもつ。土師質の椀 (234)は大 きく外反する日縁部 をもつ。

重 (235)土師質の壷で、短 く直立 した後、外反 して大 きく開 く口縁部 をもつ。

火入れ(236)瓦質の大入れで、直立する日縁部直下に短い鍔がめ ぐる。

練鉢 (237)日縁部外面に面をもつが、拡張はみられない。須恵質である。

羽釜 (238)～ (241)す べて有段の羽釜であるが、口縁部が直立するものと内傾するものがあ

る。

甕 (242)～ (244)短 く外折する口縁部 をもつもの (242)と 外反する口縁部 をもつもの (243)

(244)が ある。(242)は須恵質に近い瓦質である。また、他の瓦質の甕 に比べて体部外面の平行

タタキも細い。

上壊 1(挿図22)

土獲 1出土土器の大半は瓦質土器 と土師器である。この他、弥生土器、須恵器、陶器がわず

かであるが出土 している。

瓦質土器には練鉢、羽釜、甕が、土師器には甕がある。

練鉢 (245)口縁部外面に面をもつが、拡張はみられない。

羽釜 (246)有段の羽釜で、幅広の口縁部は内傾する。

養 (247)(248) 直立気味 に立 ちあがったのち外反する国縁部 をもつ。底部はわずかにあげ

底。(248)は底部片で、調整、形態 とも(247)と 類似する。

上壊 2(挿 図23)

瓦器、瓦質土器、土師質土器の他に弥生土器、須恵器が出上 している。瓦器には (249)の椀

が、瓦質土器には有段の回縁部 をもつ羽釜、外面に平行 タタキ、内面に刷毛目が施 された甕が、

土師質土器には小皿がある。

土境 3(挿 図23)

瓦器、瓦質土器、土師質土器の他 に弥生土器、須恵器が出土 してぃる。瓦器には小皿 と椀が、

瓦質土器には悟鉢 (253)、 練鉢 (254)、 羽釜 (255)、 甕 (256)が、土師質土器には小皿 (250)(251)、 脚
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挿図23土境 2～ 5、 井戸 1、 建物 4・ 5出土土器

吉b(252)がある。

上境 4(挿図23)

瓦器、瓦質土器、土師質土器の他 に弥生土器、土師器、須恵器が出土 している。瓦器には椀

が、瓦質土器には悟鉢 (261)、練鉢、甕が、土師質土器には小皿 (257)が 出土 している。この他、

土師器の杯 (258)と 甕が、須恵器の杯 (259)(260)と 甕が出土 してぃる。

土壊 5(挿図23)

瓦質土器、弥生土器、土師器、須恵器が出土 してぃる。瓦質土器には外面に平行 タタキ、内

面に刷毛目が施 された甕がある。弥生土器は生駒西麓産の胎土 をもつ破片で、稜杉状の列点文

の上 に円形浮文が買占り付けられている。土師器は高杯の脚部片で、内面には溝 1の第 2層 出土

の高杯 (178)の裾部内面と同様の布目が認められる。須恵器には壼 (262)が ある。

井戸 1(挿図23)

瓦質土器が出土 している。悟鉢 (263)、 甕 (264)の他に羽釜の鍔部片 もある。
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挿図24 ピット1～ 9出土土器

建物 4(挿図23)

瓦器、瓦質土器、土師質土器が出土 している。瓦器には皿 (268)が、瓦質土器には悟鉢 (269)

が、土師質土器には小皿 (265)～ (267)が ある。

建物 5(挿図23)

瓦器、瓦質土器、土師質土器の他に弥生土器、土師器、須恵器が出土 している。瓦質土器に

は甕が、土師質土器には小皿 (270)(271)がある。須恵器には杯 (272)、 杯蓋、高杯、甕がある。

ビッ ト1(挿 図24)

土師器の甕の口縁部片 (273)(274)が 2点出土 している。布響式の甕で、今回の調査でこの時

期のものはこの 2点だけである。

ピッ ト2(挿 図24)

土師器と須恵器が出土 している。須恵器には杯 (275)が ある。

ビッ ト3(挿図24)

土師器、須恵器、瓦器が出土 している。須恵器には杯蓋 (276)が ある。 奈良時代のものであ

る。

ビッ ト4(挿図24)

瓦質土器の羽釜(277)が出土 している。

ビッ ト5(挿図24)

土師器、須恵器、瓦器が出土 している。須恵器には杯が、瓦器には椀(278)が ある。

ピッ ト6(挿図24)

弥生土器、土師器、須恵器、土師質土器が出土 している。弥生土器には甕の口縁部片の他 に

外面に平行 タタキ、内面に刷毛日の調整が施 された破片、凹線文と簾状文で飾 られた破片 があ
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挿図25 堆積層、表採 上器

る。須恵器には甕の体部片がある。土師質土器には甕 (279)がある。今回の調査でこのタイプ

の甕はこの 1点だけである。

ビット7(挿 図24)

土師質土器の小皿 (280)が出土 している。

ビット8(挿図24)

弥生土器、須恵器、土師質土器が出土 している。弥生土器の中には生駒西麓産の破片が、須

恵器には甕の回縁部片がある。土師質土器には小皿 (281)が ある。

ビット9(挿図24)

弥生土器、須恵器、土師質土器が出土 している。弥生土器の中には壺が、須恵器にも重があ

る。土師質土器には小皿 (282)が ある。

堆積層(挿図25)

弥生土器、土師器、須恵器、瓦器、瓦質土器、陶磁器が出土 している。

(283)は弥生土器の甕で、胎土は生駒西麓産である。 (284)～ (286)は 土師器の甕、(287)は杯

である。 (288)は須恵器の甕、(289)は杯の底部である。 (283)は第 4層出土。他は第 3層 出土

である。
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表採 (挿図25)

弥生土器、土師器、須恵器、瓦器が出土 してぃる。

図示 したもの(290)～ (295)は すべて弥生土器である。

石器の大半は溝 1か ら出土 したもので、弥生時代中期 に属する。

以下、溝 1か ら出土 したものを概観 したのち、他の遺構および堆積層、表採のものをまとめ

て観察する。観察にあたって、左側 をA面、右側 をB面 とする。また、観察の中にA面、 B面

と特に記述 していない場合はA面側からみたものである。

溝 1出土石器 (挿図26・ 27)

石鏃、不定形石器、柱状片刃石斧、石庖丁、砥石、敲 き石の他、サヌカイ トの石核、剣片、

砂岩礫などが出土 している。

石錫組)～(3)

凸基無茎式の石鏃 (1)(2)と 未製品が出土 してぃる。

(1)先端は欠失 している。側辺の形態は左右非対称。左側は先端から直線的にのびたのち、

内彎 して基辺に至るが、右側は直線的にのびる。逆刺部は左側で角をなすが、右側は不明瞭。

両面とも側辺から調整剣離 を施 しているが、基部の調整は丁寧で揃っている。現存長 4.Ocm、

幅 1.5cm、 厚 さ 0.5cm、 重量 2.69(第 3層 )

(2)先端は欠失 している。側辺の形態は左右非対称。左側は先端からふ くらみをもって下 る

が、右側は先端で内彎 したのち、ふ くらみをもって下 る。逆刺は角をなさない。調整剥離は左

側辺が揃っているのに比べて、右側辺は不揃いである。 B面の中央部 には大象J離面が残 る。現

存長 3.Ocm、 幅 1.4cm、 厚 さ 0。 3cm、 重量 1.69(第 1層 )

(3)A面 にネガティブな剣離面が 2枚 と自然面を、 B面 に主要景U離面 をもつ素J片 を素材にし

ている。A面右側辺、 B面左側辺 に調整素J離 を施 している。長 さ 3.8cm、 幅 1,7cm、 厚 さ 0.5

cm、 重量 3。 79(第 4層 )

不定形石認 4)～住9

尖頭器へ加工すると思われるもの (4)、 刃器 としての機能が考えられるもの(5)～ (13)が あ

る。

14)側辺の形態は左側で直線的にのびるが、右側は内彎 したのち、角 をもってくだる。中

央部で最大厚をもち、両端 に向って薄 くなる。A面では両側辺 に調整象U離 を施 しているが、中

類器石2.
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挿図27 溝 1出土石器

央 に大乗U離面が残 る。B面は右側辺から調整剖離 を施 しているが、左側辺下半には自然面が残

る。長 さ7.Ocm、 幅3.2cm、 厚 さ1.7cm、 重量35.89(第 1層 )

(5)全体の形状が平行四辺形 を呈する石核 を刃器 として使用 している。A面下辺に使用痕が

認められる。長 さ4.5cm、 幅9.lcm、 厚 さ1.8cm、 重量60.79(第 4層 )

(6)A面 は主要劉離面で、打面は調整打面。B面はネガティブな劉離面 と自然面とからなる。

下辺の自然面に使用痕が認められる。 長さ4.7cn、 幅 9。 4cm、 厚 さ1.2cm、 重量43.09(第 2

層)

(7)A面 にネガテイブな剥離面が 5枚、B面に主要剣離面をもつ祭」片を素材にしている。打面

は一枚の平坦打面。B面下辺に調整鋼離 を施 して刃部 を作っている。長さ6.4cm、 幅8.3cll、 厚

さ2.lcm、 重量7.39(第 2層 )

(8)両側辺 に自然面を残す剥片。A面下辺 とB面下辺右側 に調整剣離 を施 して、両刃の刃部

を作っている。長さ3,9cm、 幅7.3cm、 厚 さ1.Ocm、 重量35.09(第 2層 )

(9)B面 に主要剣離面をもつが、打面は打 ち落 とされている。A面にはネガテイブな剣離
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面が 4枚 と自然面が残 る。A面下辺には調整乗J離 を施 している。長 さ3.8 cm、 幅7.6cm、 厚 さ

1,2cm、 重量 25。 19(第 2層 )

(10)B面左側辺 に自然面が残 る。下辺は浅いV字状 を呈 し、調整剥離か施 されている。長さ

4.3cm、 幅5.Ocm、 厚 さ9,OCm、 重量15.49(不明)

(11)A面に主要劉離面をもつが、打面は打 ち落 とされている。両面 とも下辺に調整景」離が施

されていて、両刃を作っている。長さ4.5cm、 幅5.6cm、 厚 さ1.2cm、 重量24.79(第 2層 )

(12)打面を自然面にもつ刹片を素材にしている。A面 は主要景」離面。B面 にはネガテイブな

剰離面が 1枚ある。両面 とも下辺 と右辺の一部に調整劉離 を施 している。内彎刃で両刃。長さ

3,2cm、 幅7.Ocm、 厚 さ1,Ocm、 重量16.49(第 1層 )

(13)石核 を素材 とする。上辺 と右側辺 に自然面が残 る。A面下辺 には調整象J離 を施 している。

長さ5,lcm、 幅6,7cm、 厚 さ1.5cm、 重量56,99(第 2層 )

柱状片刃石斧 (14)

頭部のみ残存。楕円形状の断面をもつ柱状片刃石斧。頭部右側がほぼ平士とであるのに対 して、

左根」が低 くなつていて一部で凹み部 もある。ただし全面研磨 されている。長さ5.2cm、 幅3,7cm

厚 さ2,4cm、 重量91,99(第 2層 )

石庖丁 (15)

内彎刃半月形態の石庖丁で結晶片岩 を石材 としている。刃部稜は不明瞭。刃縁には刃こばれ

が認められる。長 さ4.4cm、 幅9,9cm、 厚 さ0.7cm、 組間距離 3,3cm、 重量57.69(第 2層 )

砥石(16)(17)2点 出土 している。

こ0 長 さ9.2cm、 幅9,6cm、 厚 さ7.2cm、 重量8299(第 2層 )

は0 長さ7.7cm、 幅6.4cm、 厚 さ3.5cm、 重量2529 (第 1層 )

散き石(18)

砂岩製の扁平な敲き石である。敲打痕が認められるも長さ7.lcm、 幅6.3cm、 厚さ3.7cm、 重量

2339 (第 1層 )

その他の遺構・堆積層出上石器、表採石器 (挿図28)

石鉄 (19)～ (25)

(19)凹 基無茎式の石鏃である。深 さ 2 mmを はかる浅い凹基。側辺の形態は直線的にのびる。

基辺に最大幅 をもつ。両面とも周辺から比較的丁寧に調整素」離 を施 している。両面とも中央

に銅が通る。長 さ2.4cm、 幅 1.2cm、 厚さ0,4cm、 重量1.09(濤 2)

(20)基部は欠失 している。側辺の形態は先端からふ くらみをもつてくだる。両面とも側辺

から調整象U離 を施 しているが、中央に大象U離面を残す。長さ2.3cm、 幅1.7cm、 厚 さ0.4cm、 重

量1.99(濤 2)
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挿図28 その他の追構・堆積層出土石器、表採石器

(21)先端、基部 ともに欠失 している。 恨1辺は直線的に並行する。 両面とも側辺 から調整象」

離 を施 しているが、A面の調整が比較的揃 っているのに対 して、B面の調整は粗 い。長 さ3.1

cm、 幅 1.6cm、 厚 さ0.6cm、 重量3.59(建物 5)

(22)凸基有茎式の石鏃である。基部のみ残存。 B面 に主要剖離面をもつ象J片 を素材にしてい

る。A面は両側 に、B面は右側 にのみ、わずかに調整鉄U離 を施 している。長さ2.2cm、 幅2.Ocm

厚 さ0.7cm、 重量2.29(建物 6)

(23)凸基無茎式の石鏃 である。 基端は欠失 している。 側辺がふ くらみをもって くだる柳葉

)

0
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形のものである。全体に薄い作 りものである。両面とも側辺から調整承J離 を施 しているが、中

央には大崇J離面が残 る。長さ3.lcm、 幅 1.3cm、 厚 さ0.3cm、 重量1.29(土竣 5)

(24)凸基無茎式の石鏃である。先端 と基端がわすかに欠失 している。逆刺 は右側が角ばるのに

対 して左側は不明瞭。両面とも側辺から調整景」離 を施すが、中央に大景」離面が残 る。基部の調整

は丁寧である。長さ3.3cm、 幅 1.5cm、 厚 さ0,3cm、 重量1.59(表採 )

(25)凸基無茎式の石鏃である。先端部は欠失 している。側辺は直線的にのび基部に至る。逆刺

は角ばる。両面とも側辺から調整剣離 を施 しているが、不揃いである。長さ2.6cm、 幅2.Ocm、 厚

さ0.5cm、 重量3,09(濤 2)

石錐 (26)

大 きな頭部の下端がそのまま錐部になった石錐。全体の形態は逆三角形状 を呈する。両面とも

周辺から調整刹離 を施 している。長さ3.8cm、 幅 2.4cm、 厚 さ1.2cm、 錐部断面0.4cm、 重量2.2g

(建物 5)

石槍 (27)～ (29)

本の葉状のもの(27)(29)と 直線的にのびる側辺 をもつもの (28)が ある∩

(27) 先端 と基端は欠失 している。A面は側辺から調整景」離 を施 している。B面は右狽1辺 か

らの調整が深 く、左狽1辺近 くまでおよんでいる。長さ5.7cm、 幅 2.8cm、 厚 さ1.Ocm、 重量 15.79

(第 2層 )

(28)先端、基部、左佃1辺の一部が欠失 しているc側辺は直線的にのびる。両面とも調整象U離 を

行っているが粗い。長さ6.4cm、 幅3.4cm、 厚 さ1.3cm、 重量27.69(第 4層 )

(29)B面 に主要景」離面をもち、A面右側 に自然面が大 きく残 る。B面左側辺の調整象J離 はステ

ツプ状 を呈する。長さ9.7cm、 幅4.lcm、 厚 さ1.9cm、 重量72.89(土袋 6)

(30)A面 に主要素」離面をもつ象」片を素材にしている。A面上辺、B面下辺に調整象」離 を施 して

いる。長 さ5.5cm、 幅2.5釦 、厚 さ1.3cm、 重量17.19(出土地不明)

(31)下端 に自然面を残す象」片 を素材にしている。B面右側辺に調整景U離 を施 して刃部 を作って

いる。長 さ4.lcm、 幅3.05cm、 厚 さ0.8cm、 重量11.79(建物 7)

(32)三角柱状の形態 をもつ崇」片。A面左側辺に自然面が残 る。A面右側上辺、B面左側下辺に

調整景U離 を施 している。長さ4.7cm、 幅3.3cm、 厚さ1.7cm、 重量17.69(建物 5)

(34)右側上辺に自然面が残 る。下辺に調整剰離 を施 して外骨刃を作っている。長さ3.65cm、 幅

7.2cm、 厚 さ1.7cm、 重量28.Og(第 5層 )

磨製石剣 (33)

粘板岩製の石剣。先端部、基部 ともに欠失 している。側辺は直線的にのびる。両側縁 ともに一

部に平坦面をもつ。長さ4.15cm、 幅2.75cm、 厚 さ0.85cm、 重量12.29(濤 2)
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挿図29 清 1 出土紡錘車

円孔径0.5cm(第 5層 )

紡錘車 (挿図29)

紡錘車が 2点濤 1か ら出土している。

ともに欠落 した土器の再加工品である。

(1)外面ヘラケズリ、内面刷毛目調

整の施 された土器の破片を利用して作

っているが、末完成品。中央の円孔は

貫通していない。径5,7Cm、 厚さ0.6cm、

(2)内外面ともにヘラミガキ調整の施 された土器の破片を利用して作っている。胎土は生駒

西麓産。径4.7cm、 厚さ0.6cm、 円孔径0.5cm(第 2層 )

瓦 (挿図30)

瓦は濤 2、 土墳 1～ 4、 井戸 1、 建物 4、 ピット59か ら出上 しているが、量は少ない。瓦の

種類には丸瓦 と平瓦がある。九瓦には玉縁の付いたものもある。いずれも完形のものはない。

瓦には茶色 もしくは淡紅色 を呈する軟質のものと、灰色 もしくは青灰色、黒色 を呈する硬質の

ものがある。軟質のものは全外に厚ぼつたいものが多く、硬質のものには薄いものが多い。調

整は凸面に縄ロタタキ、凹面に布目が認められるものが多いが、両面ともナデ調整の施 された

ものもある。また、凸面に縄ロタタキ、凹面の布目の上に刷毛目調整の加 えたものもある。

平瓦 (1)～ (3)

平瓦の(1)(2)は濤 2か ら出上 したものである。(1)は凸面に縄ロタタキ、凹面に布目が認められ

れる。 (3)は 土渡 3か ら出土 したものである。

丸瓦(4)

土壌 1か ら出土 したもので、玉縁付である。凸面はナデ調整、凹面には布目が認められる。

注1 大阪文化財センター『池上追跡 第2分冊 土器編』(昭和59年 )

瓦4.
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5。  /Jヽ

ここでは、溝 1か ら出土 した弥生土器の特徴をまとめる。

器種は、広口壼形土器 (A・ Bo C)、 細頸壼形土器、太頸重形土器、無頸壷形土器 (A,B)、

水差し形土器、鉢形土器 (A・ B・ C)、 高杯形土器 (A・ B)、 甕形土器、甕用蓋形土器、ミニチ

ュア土器などがある。広口壷形土器を中心 とした壷形土器が最 も多く、以下、甕形土器、鉢形

土器、高杯形土器 とつづく。その他の器種は少なし、

搬入品に、ッ生駒西麓の胎土をもつ ものがあ り、 全体の24%を 占める。器種としては、広国

壷形土器 (A・ B)、 細頸壺形土器、太顎壺形土器、鉢形土器 (BoC)、 高杯形土器 A、 甕形土

器がある。その他の地方からの搬入伏況イよ はっきりわからない。

以下、広口壷形土器 を中心にして形態の特徴や各層 ごとの形態の変化を記述する。

広口壷形土器 Aには長頸のものと短頸のものがあるが、短頸のものが圧倒的に多しち 口縁部

の形状からみると1類が最も多い。この 1類 は、また、生駒西麓の胎土をもつ広口壺形土器A

の主流をなす口縁部の形伏でもある。このように、主流をなす形態が生駒西麓の胎土をもつも

のと類似するということは、他の器種にもあてはまる。広口壷形土器 Bでは1類や 2類わi多 い

こと、太頸重形土器の存在などもそれである。ただし、文様の伏況に差異が認められる。すな
(注 1)

わち、生駒西麓の胎土をもつ広国壷形土器 Aの 1類 は、すべて口縁部外面を簾伏文で飾ってい

る。付加するにしても、外面に刺突文や円形浮文、下端に刻み日、内面に円形浮文というよう

な組み合わせに限られる。 ところが、他の胎土をもつものは生駒西麓の胎土をもつものと共通

する文様構成のものが多いとはいえ、その他に波伏文、斜格子文、四線文で飾ったり、内面に

は扇形文、列点文を施すなどバラエティーに富んでいる。

広口壺形土器 Bの場合は、 1類 、2類 とも口縁部外面に集伏文が施 されることが多いという

点では広口壷形土器 Aと 同じ傾向をしめしているが、全体的に文様の組み合わせが豊富なの怠

口縁部に関 しては差異をみつけだすことはできなかった。ただし、頸部に関しては生駒西麓の

胎上のものが櫛描直線文や集伏文で飾 られているのに対して、その他の胎上のものは飾 られて

いないものが多 く、また、飾 られていても頸部下半に飾 られているだけという傾向が認められ

る。

つぎに、各層ごとの形態の変化をみてみる。

第 6層 には畿肉第Ⅱ様式からひきつづく形態である広口壺形土器 Aがある。球形の体部に長

い頸部がつき、口縁部が4類に近い 1類 である。頸部に文様が施されていないのが特徴的であ

る。第 5層 から上層については、 4類 もあるが、量は少なく、また、残存状態 も悪いので頸部

結
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の状態についてはわからない。第 5層から上については、むしろ、 1類が圧倒的に多くなる。

この傾向は 1層 までつづくが、同時に日縁部や頸部の形態が変化 していく。このことは広口壷

形土器 Aだけではなく、広口壷形土器 Bについても同じ傾向がたどれる。第 5層の広口壷形土

器 B(挿図 11-27)の ように筒伏の頸部から開 く口縁部がつ くものが、第 4層 になると広口壷

形土器 Bには同じように筒伏の頸部のものが多いとはいえ、広口壷形土器Aの中に頸部から徐

々に開いていく形態のもの (挿図13-54)があらわれてくる。 それが第 3層から上になると頸
(注2)

部か ら一気に外反する、ろう斗伏の もので占められるようになる。

しかし、このことは広口重形土器 Aの 1類、広口壷形土器 Bの 1・ 2類についてのみあては

まるだけである。広口壼形土器Aの 2・ 3類、および、広口壷形土器 Bの 3類 については出土

点数が少ないので、変化の方向をたどることができなかった。ただ、広口壺形土器 Aについて

1類などと比較 してみると、 1類ではろう斗伏に開 く国縁部の ものが多い段階には、直立した

後、外反す る口縁部 (挿図18-135、 136)で あることがわかる。

つぎに、施文状況を各層 ごとにみてみると、第 5層 は櫛描直線文が多 く、第 4層 は櫛描直線

文と簾伏文が多い。そして、鉢の台部などに凹線文を施 したもの (挿図14-86)がでてくる。第

3層 は簾伏文と櫛描直線文が多い。第 2層 では集伏文が多 くなり、また、広口重形土器Aの 国

縁部にも凹線文が施されるようになる。第 1層で再び、櫛描直線文と簾伏文が多 くなる。

生駒西麓の胎上の ものは、各層を通 じて簾伏文が多い。また、第 3層から刻み目状の列点文

も施 されるようになる。

いずれにしても、溝 1か ら出上した弥生土器の中心 となる器形は、文様などの点で若子の差

異があるとはいえ、おおむね、生駒西麓の胎土をもつ土器 と類似する形態をもち、また、同 じ

ょうな変化の方向をたどることが認められる。

以上のことから、溝 1の各層の時期を従来の様式にあてはめると、畿内第Ⅲ様式でも古い様

相をもつ第 6層出上の広口重形土器 A(挿図 11-15、 16)を最も古いものとして、第 5層 までを

畿内第Ⅲ様式に、凹線文が出現する第 4層 を畿内第Ⅲ様式の新段階に、第 3層から第 1層 まで

を畿肉第Ⅲ様式～第Ⅳ様式の時期 と比定できるであろう。

(注 1)第 2層 出土の広口壼形土器A(挿図 18-142)の 口縁部外面の文様は磨滅が著しいので列点

文にみえるが、本来、簾状文の可能性の方が高い。

(注2)こ の変化の方向は森井貞雄氏が「河内地方の畿内I・ Ⅳ様式の編年の一視点」の中で生駒西

麓の胎土をもつ広口壷形土器A、 いわゆる河内広口壷の型式編年としてとらえている方向と

一致する。

森井貞雄『 河内地方の畿内Ⅲ・Ⅳ様式の編年の一視点』(床阪文化調 第 15号 )
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とまV

中野遺跡は、丘陵地帯の間を貫って北流する石川によって形成された河岸段丘上に立地して

いる。市肉に所在する他の弥生時代中期の集落遺跡、すなわち、中野北方約 2 Kmに 位置する喜

志遺跡や南方約 25血に位置する甲田南遺跡についても同様である。また、中野遺跡周辺の石

川西岸にあたる中位段丘は、良好な面積を保っているため、条里制地割を残 している。遺跡西

方の羽曳野丘陵一帯の束斜面には、段丘を見おろすように、三角縁神獣鏡を伴 った古墳時代前

期の真名井古墳をはじめ、終末期古墳として有名なお亀石古墳が築造されている。お亀石古墳

東方の丘陵裾には、飛鳥時代創建の新堂廃寺がある。さらに、遺跡のほぼ中央を南北に東高野

街道が走 り、街道の延長沿いには寺内町を代表とする旧村落が広がっている。

さて、中野遺跡が周知 されはじめたのは1892年 (明治 25年 )に、『 人類学雑誌』に「河内に

於ける石器の新発見地」として紹介されてからのことである。しかしながら、遺跡の内容が判

明したのは、1970年 に本格的な調査が実施 されてからである。以後、1978年から引き続き富田

林市教育委員会が発掘調査を実施 してきたことは、概往の調査の項で述べたとおりである。こ

こでは、概往の調査結果そ踏まえて、今回の調査結果をまとめてみることにしたい。

1.調査地は、中位段丘の東縁から約 3mの比高差をもつ下位段丘との境目付近にあたる。

周辺が段丘から北廉方向に開 く谷筋に該当することと考え合わせると、弥生時代中期の一括 し

た上器を大量に伴 う幅 3～ 4m、 深さ2mを測るV字溝は、集落の南端をめぐる環濠的性格を

もつ溝の可能性が考えられる。そういう想定のもとに集落の範囲を限定してみると、南北は、

今回調査区と1982年 12月 から1983年 2月 に実施 した調査区間の約 400mと なる。また、東西に

ついては、198嘩 明 から1明 に実施した調墨 暴 熟力>ら段丘東縁までの約卿 mと なる。

2.弥生V字溝上層に、 6世紀後半から7世紀にかけての遺物を伴 う溝が存在することから

考えて、中野遺跡南端付近の同時代期の遺構のあり方を検討する必要がある。

3 鎌倉時代から室町時代に至る遺物を伴 う土撼К溝、ピット等が、下位段丘近くで検出さ

れたことは、中世遺構の存在範囲を再検討しなければならなしЪ ひとつの材料 として、1983年

9月 から11月 にかけて実施 した調査では、中世の遺構が従来推定範囲よりも北に広がることが

判明している。過去の調査結果から、中世遺構の存在範囲は、弥生集藩の推定範囲と重な り、

更に北と南に拡大すると考える必要がある。

(注 1) 富田林市教育委員会『 中野遺跡発掘調査概要Ⅲ習(1988年 )
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器 種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位

法量 (cm)
特       徴

○形態  ○技法  O文 様
備   考

広
口
重
形
土
器
Ａ

3-1 溝 1 17.4

(2.の

径
　
　
一島

口
　
　
器

○口頸部のみ残存。口縁端部は下外

方に拡張する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。

○口縁都外面、簾状文 (1単 位13本 )。

色調 明茶色。

胎± 01～0.2cm

の砂粒。金雲母、

くさり礫。

高
杯
形
土
器
Ａ

3-2 溝 1 口径 19.6

器高 (3.5)

O杯底部、脚部欠損。稜 をもってた

ちあがる口縁郡。口緑上端は平坦。

O口縁部内外面、 ヨコナデ。杯部内

面、外面下半、横方向のヘラミガ

キ。

O口縁都外面、列点文 (1単位 16、

9本比

色調 暗茶褐色

月台±  0。 1-0.2cm

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

高
杯
形
土
器
Ａ

3-3 溝 1 口径 27.2

器高 (36)

○杯底部、脚部欠損。稜 をもってた

ちあがる口縁部。口縁端部は内側

に肥厚。上端は平坦。

O口縁部内外面とも磨滅のため調整

不明。

O口縁都外面、列点文。

色調 灰茶褐色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

高
杯
形
土
器

3-4

6-4

溝 1 裾菩B径 9.6

器高 (6.2)

○脚柱部のみ残存。半中実の脚柱都。

大 きく開 く脚台部。裾端部は丸く

おさまる。

O内外面ともナデ。

色調 淡茶色。

胎± 0.1～ 0,2cm

の砂粒。

高
杯
形
土
器

3-5

6-5

溝 1 裾部径12.8

器高 (7.4)

○脚柱部のみ残存。中実の脚柱部。

大 きく外彎気味に開く脚台部。裾

端部は九 く肥厚する。

○内外面 とも磨減のため調整不明Φ

色調 赤茶色。

胎± 0.1～ 0,2cm

の砂粒。

甕
形
土
器

3-6 溝 ユ 口径 35,4

器高 (7.1)

○口縁部、体部上半残存。ほば水平

に外反する口縁部。回縁端部は下

外方へ拡張する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。内面、

横方向のヘラミガキ。外面、磨減

のため調整不明。

色調 淡茶褐色。

月台±  0。 1-0.2cm

の砂粒。角閃石、

金雲母。

生駒西麓産。

内面、回縁部外面
に黒斑。

は

-1-
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器種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位

法量 (cm)
特        徴

○形態  ○技法  O文 様
備  考

底
　
部

3-7 苫喜阜 ユ 底径  6.8

器高 (7.0)

○底部残存。平底 。

○外面上半、斜方向のヘラミガキ。

外面下半、内面、外底面、ナデ。

色調 内 乳自色 (

外 暗灰褐

色。

胎± 0.1～0,2cm

の秒粒。

底
　
部

3-8 溝 1 底径  7.0

器高 (3,4)

○底部残存。わずかに上げ底。

O内外面とも刷毛 目。外底面、ナデ。

内底面に指頭圧痕 が残る。

色調 淡黄灰色。

胎± 0,1～0.2cm

の砂粒。

杯
　
蓋

3-9 溝 1 口径 13.4

器高 (2.2)

○口縁部は外方へ開 く。回縁端部は

丸 くおさまる。

○内外面とも回転ナデ。

色調 灰色。

胎土 密。

焼成 良好、堅緻。

杯

蓋

3 -10 溝 ユ 口径 13.3

かえり径

11.3

器高 (1.8)

○杯身をさかさまにした蓋。口縁端

部は丸 くおさまる。かえりは回縁

端部 とならび、端部は尖る。

○内外面とも回転ナデ。

色調 灰青色。

胎土 密9

焼成 良好、堅緻。

外面 1こ 自第軸イす音。

4/h

3 --11 溝 1 口径  8.4

受部径10.2

たちあがり高

0.4

器高 2.8

〇たちあがりは内傾する。端部は尖

る。受部は上方にのび、端部は丸

くおさまる。

○内外面 とも回転ナデ。外底面はヘ

ラ切 り未調整。たちあがりはオリ

コミ。

色調 灰色。

胎土 密。

焼成 良好、堅緻。

至

3-12 溝 1 器高 (6.9) ○体部下半、高台部の一部のみ残存。

底部端 たに高台が外開きに付 く。

○体部下半外面、回転ヘラケズリ。他

は回転ナデ。ロクロは右まわり。

内底面には高台貼 り付け時の指頭

圧痕が回転ナデ下に残 る。

色調 暗灰色。

胎土 粗。

焼成 長好、堅緻。

士距

3 -13 溝 1 裾郡径 7.3

高台高 1.7

○体部下半、高台部残存。底部端 に

高台が外開きに付 く。高台端部は

上端が拡張する。

色調 灰自色。

胎土 密。
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器種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位

法量 (cm)
特       徴

○形態  O技 法  ○支様
備   考

器高 (4.8) ○体部下半外面、回転ヘラケズリ。他

は回転ナデ。ロクロは右まわり。

焼成 良好、堅緻。

広
口
壷
形
土
器
Ｂ

11-14

6 --14

溝 1

第 6層

口径 25,4

器高 (7.7)

○口頸部のみ残存。頸部からなだら

かに外反 した後、上方に大 きく、

下方にわずかに拡張する口縁部。

口縁端面は内傾する。口縁部上端

は内側にわずかに肥厚 し、上面は

凹面を呈す。

○口縁菩I内外面ヨコナデ。日縁部上

端 に強いナデ。頸部外面、ナデ。

内面、横方向の刷毛目。端面は貼

り付け。端面内面、頸部外面に指

頭圧痕が残 る。

○口縁部外面、簾状文 (1単位 8、

10本 )。

色調 明赤褐 色。

胎± 0,2cm、 0.6

cmの 砂粒。

広
口
壺
形
土
器
Ａ

11-15

6 --15

溝 1

第 6層

口径 24.0

器高 (14.8)

○口頸部のみ残存。長い筒状の頸部

に大 きく外反する口縁部。日縁端

部は斜め下方へわずかに拡張する。

O口縁部内外面、ヨコナデ。頸部外

面、斜方向の刷毛目。内面、ナ尻

ナデ下に指頭圧痕が残 る。

○回縁下端、刻み目。

色調 乳黄茶色。

打台±  0,1-0.2cm

の砂粒。金雲母。

口縁部内外面に黒

斑。

壷
形
土
器

11-16

6 --16

溝 1

第 6層

腹径 15.8

底径  6.0

器高 (11.6)

○回頸部は欠損。球形の体部。底部

は平底。

○底部外面、横方向のヘラミガキ。

体部内面、横方向の刷毛目、他は

剣離のため調整不明。体部上半内

面には粘上の継 ぎ目が残 る。

色調 明茶色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。

甕
形
土
器

11-17 溝 1

第 6層

口径  9.4

】笈准≧  10.1

器高 (3.7)

○口縁部、体部上半残存。 くの字に

外反する口縁部。日縁端郡は面を

もつ。体音bは張 る。

○口縁部内外面、ヨコナデ。体部外

面、ナデ。内面、斜方向のヘラミ

ガキ。

色調 暗茶褐色

胎± 0,lcm程度

の砂粒。

生駒西麓産。

外面に煤がべっと

り付着。

存 値

-3-



器種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位

法量 (cm)
特        徴

○形態  ○技法  ○文様
備   考

甕
形
土
器

11--18 溝  1

第 6層

回径 13.0

腹径 15.2

器高 (6.1)

〇口縁部、体部上半残存。 くの字に

外反する口縁部。回縁端部は面を

もつ。体部はやや張 り出す。

○口縁部内外面、ヨコナデ。体部外

面、縦方向 (下→上)の ヘラケズリ。

内面、すデ。内面ナデ下には指頭

圧痕が残 る。

色調 淡茶褐色。

胎± 0.lcm程 度

の砂粒。

口縁部外面、体部

下半に煤付着。

甕
形
土
器

11--19 溝  1

第 6層

口径 18.3

腹径 19.0

器高 (10,7)

○口縁部、体部残存。 くの字に外反

する口縁部。口縁端部は上方に拡

張する。体部はほとんど張 らな嗚

○口縁部内外面、ヨコナデ。体部内

外面、刷毛目。

色調 淡茶褐色。

胎± 0.lcm程 度

の砂粒。

口縁部外面、体部

外面下半に煤付着 (

甕
形
土
器

11--20

6-20

溝 1

第 6層

回径 23.9

腹径 26.3

器高 (10.1)

O口縁部、体部残存。 くの字に外反

する回縁部。口縁端部は下方へご

くわずかに拡張する。体部は張る。

○口縁部内外面、ヨコナデ。体部外

面、ナデ、斜方向のヘラミガキ。

内面、ナデ、一部、横方向の刷毛日。

内面には指頭圧痕が残 る。

色調 淡灰褐色。

胎± 0.lcm程 度

の砂粒。

頸部外面に炭化物

質付着。

甕
形
土
器

―-21 溝 1

第 6層

口径 36.6

器高 (6.7)

○口縁部、体部上半残存。斜め上方

に外折する口縁部。口縁端部は下

方へ拡張する。

○回縁部内外面、ヨコナデ。体部外

面、縦方向のヘラ ミガキ。内面、

磨減のため調整不明。内面には指

頭圧痕が残 る。

色調 外 明茶色

内 乳黄自。

色。

胎± 0,1～ 0.2cm

の砂粒。

口縁部外面、体菩ト

外面下位に煤付着。

口縁部内面に粗痕。

底
　
部

11--22 溝 1

第 6層

底径  6.2

器高 (5.2)

○底部のみ残存。平底。

O底部外面、縦方向のヘラミガキ。

底部下端外面、外底面、ナデ。内

面、ナデ。内面には指頭圧痕が残

る。

色調 暗茶褐色。

胎± 0 1cm程 度

の砂粒。

生駒西麓産。

外面、外底面、煤

付着。

は 残 存

―- 4 -―



器種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位

法量 (cm)
特        徴

O形態  O技 法  〇文様
備   考

底
　
　
部

11-23

6-23

溝 1

第 6層

底径  5.6

器高 (9,6)

○体部下半、底部のみ残存。上げ底。

O体部、底部上半外面、縦方向のヘ

ラミガキ。底部下端外面、外底面、

ナデ。他は磨減のため調整不明。

色調 暗茶褐色

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。

生駒西麓産。

体部内外面に黒斑 (

広
口
壺
形
土
器
Ａ

11--24 溝 1

第 5層

口径 15.6

器高(2.9)

○口頸部のみ残存。頸部からなだら

かに外反する日縁郡。口縁端部は

下外方へ拡張する。

○口縁部内外面、頸部内面、ヨコナ

デ。頸部外面、刷毛目。

色調 淡褐色。

胎± 0.lcm程度

の砂粒

広
口
壺
形
土
器
Ｃ

11--25 溝 1

第 5層

口径  9.0

器高 (4.3)

〇口頸部、肩部のみ残存。短い筒状

の頸部に外反する口縁部。口縁端

部は上、下に拡張する。

〇口縁部内外面、ヨコナデ。他はナ

デ 。

色調 淡灰褐色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。金雲母。

広
口
壷
形
土
器
Ａ

11 -26 溝 1

第 5層

口径 19.4

器高(2.1)

○口縁部のみ残存。外反する口縁部 (

口縁端部は下外方へ拡張する。

O内外面とも磨減のため調整不明。

○口縁部外面、簾状文。

色調 黒灰色。

胎± 0.1～0.2cm

の砂粒。金雲母、

くさり礫。

広
口
壷
形
土
器
Ｂ

11-27 溝 1

第 5層

口径 19.7

器高 (7.0)

○口頸部のみ残存。頸郡からなだら

かに外反 した後、上方に大 きく、

下方 ともに拡張する口縁部。口縁

端面は内彎する。

O口縁部内外面、ヨコナデ。頸部内

面、横方向の刷毛目。外面、縦方

向の刷毛目。回縁端面内面には指

頭圧痕が残 る。また、刺突文の施

文時にとび出 した粘上が内面に残

る。

○口縁部外面、簾状文 (1単位 18、

14本)間 に刺突文。

色調 乳自色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。

存 値

-5-



器種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位

法量 (cm)
特       徴

○形態  O技 法  ○文様
備  考

広
口
壷
形
土
器
Ｂ

11-28

7-28

溝 1

第 5層

口径 25,0

器高 (13.2)

○口頸部のみ残存。筒状の頸部から

外反 した後、上方に大 きく、下方

ともに拡張する回縁部。回縁端面

は内傾する。日縁端部は内側へわ

ずかに肥厚する。

○口縁部内外面、ヨヨナデ。頸部外

面、ナデ。内面、横方向、縦方向

の刷毛目。頸部内面には刷毛目下

に指頭圧痕が残 る。

O口縁部外面、頸部外面、簾状文

(1単位12本 )。

色調 暗茶褐色。

胎± 0.1～0.4cm

の砂粒。角閃石、

金雲母。

生駒西麓産。

日縁郡外面に黒斑。

底
　
部

11-29 溝 1

第 5層

底径  5.8

器高 (6.4)

○底部のみ残存。底部は平底。

O外面、縦方向のヘラミガキ。他は

剣離 と磨減のため調整不明。

色調 淡茶黄色。

胎± 0,lcm程 度

の砂粒。

内面に炭化物質付

着。

底
　
部

―-30 溝 1

第 5層

底径  7.8

器高 (4.0)

○底部のみ残存。上げ底。体部に向

って大 きく張 り出す。

O底郡外面、斜方向のヘラミガキ。

内面、縦方向の刷毛目。内外 とも

底面に指頭圧痕が残 る。

色調 淡茶褐色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。

外面に煤付着。

底
　
部

-31 溝 1

第 5層

底径  6.8

器高(2.5)

○底部のみ残存。平底。丸みをもっ

て体部 に向 う。

O内外面 ともナデ。底部下端外面、

底面外周に指頭圧痕が残る。

色調 灰茶色。

胎± 0.lcm程 度

の砂粒。

底
部
穿
孔
土
器

11-32

7-32

溝 1

第 5層

底径  6.2

器高 (2,7)

○底音Iの み残存。平底。底部のほぼ

中央に円孔。

O外面、縦方向のヘラミガキ。外底

面、ヘラケズリ。他はナデ。内底

面に指頭圧痕が残 る。円孔は焼成

後。

胎± 0,1～ 0.2cm

の砂粒。

内底面に炭化物質

付着。

外面に煤付着。

色

色

細

啄

外

内

調色

-6-
( )は残存値



器種
口万
口巧

番
番

図
版

挿
図

名
位構

媚
遺
出 法量 (銅 )

特        徴
○形態  ○技法  〇文様

備   考

高
杯
形
土
器

12-33

7-33

溝 1

第 5層

脚裾径13.0

器高 (11.1)

O脚台部残存。中空の脚柱部。柱状

部下方からなだらかに開 く脚構 b。

裾部はわずかに広がる。裾端部は

丸 くおさまる。

O柱状部外面、縦方向のヘラミガ札

内面、絞 り目。他は磨減のため調

整不明。裾部内面上半には指頭圧

痕 が残 る。.

色調 明赤桃色。

月台± 0.1～0.3cm

程度の砂粒。

甕
形
土
器

12-34 溝  1

第 5層

口径 12.6

腹径 13.6

器高 (7.4)

○口縁部、体部上半残存。 くの字に

外反する口縁部。口縁端部は面を

もつ。体部はやや張る。

O口縁部内外面、ヨコナデ。外面、

縦方向のヘラミガキ。内面、ナデ。

色調 茶褐色。

胎± 0.lcm程 度

の砂粒。

回縁部外面、体部

外面下位に煤付着c

甕
形
土
器

12-35 溝 1

第 5層

回径 15。 2

腹径 14.7

器高 (5.8)

○口縁部、体部上半残存。 くの字に

外反する口縁部。口縁端部は丸 く

おさまる。体音[は張 り出さない。

最大径 を回縁部 にもつ。

O口縁部内外面、ヨコナデ。外面、

縦方向のヘラミガキ。内面、ナデ。

色調 淡黄褐色。

胎± 0,1～ 0 2cm

の砂粒。金雲母。

甕
形
土
器

12-36 溝 1

第 5層

口径 15.1

腹径 14.6

器高 (5.6)

○口縁部、体部上半残存。 くの字に

外反する口縁部。口縁端部は丸 く

おさまる。体都は張 り出さない。

最大径 を回縁部 にもつ。

○口縁部内外面、ヨコナデ。内外面

ナデ。内面には指頭圧痕が残 る。

色調 茶褐色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。

口縁部、体部外面

に煤付着。

甕
形
土
器

12-37 溝 1

第 5層

口径 17.5

器高(7.8)

○口縁部、体部_と半残存。 くの字に

外反する日縁部。口縁端部は丸 く

おさまる。体部は張る。

○回縁吉[内外面、ヨコナデ。外面、

斜方向、横方向のヘラミガキ。内

面、ナデ。

色調 淡黄褐色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。

甕
形
土
器

12-38 溝 1

第 5層

回径 17.6

腹径 17.8

器高(5.5)

○口縁部、体部上半残存。 くの字に

外反する口縁部。国縁端都は面を

もつ。体部はわずかに張る。

色調 暗灰褐色。

胎± 0.lcm程 度

の砂粒。

1ま

-7-



器種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位

法量 (cm)
特        徴

○形態  ○技法  O文 様
備   考

○口縁部内外面、 ヨコナデ。外面、

ナデ。内面、剰離のため調整不卿叱

内面には粘上の継 ぎ目が目立つ。

甕
形
土
器

12-39 溝   1

第 5層

口径 16.3

腹径 15.5

器高 (6.6)

O口縁部、体部上半残存。斜め上方

に短 く外反する口縁部。回縁端部

は丸 くおさまる。体著bは張 らない。

口縁部 に最大径 をもつ。

○口縁部内外面、ヨコナデ。内面、

縦方向の刷毛目。外面、磨滅のた

め調整不明。

色調 淡褐色。

胎± 0,lcm程 度

の砂粒。

僻 レト面に卿 拷 。

甕
形
土
器

12-40 溝 1

第 5層

口径 17.4

腹径 21.6

器高 (15.0)

○口縁部、体部残存。短 く外反する

口縁著b。 口縁端都は丸 くおさまる。

体部は大 きく張 り出す。最大径 を

腹音Iに もつ。

O口縁部内外面、ヨコナデ。体部外

面上半、斜方向の刷毛目。下半、

縦方向 (下→上)の ヘラケズリ。内

面上半、ナデ。下半、縦方向の刷

毛目。内面、刷毛目下に粘上の継

ぎ目が残 る。

色調 淡褐色。

胎± 0.lcm程 度

の砂粒。

口縁部外面、体部

タト面下半に煤付着。

甕
形
土
器

-41 溝 1

第 5層

口径 20.2

器高 (5.8)

○口縁部、体部上半残存。 くの字に

外反する口縁部。口縁端部は面を

もつ。

O口縁部内外面、ヨコナデ。外面、

ナデ。内面、斜方向のヘラミガキ。

色調 淡褐色。

胎± 0,lcm程 度

の砂粒。

甕
形
土
器

12-42 溝 1

第 5層

口径 22.5

器高 (4.9)

○回縁部、体部上半残存。 くの字に

外反する口縁部。口縁端部は面を

もつ。

○口縁部内外面、体部外面、

デ。内面、刷毛目。

コ ナ

色調 淡黄褐色。

胎± 0.1～0.4cm

の砂粒。

甕
形
土
器

12-43

7-43

溝 1

第 5層

口径 22.8

腹径 25.5

器高 (9.7)

○口縁部、体部上半残存。 くの字に

外反する回縁部。口縁端部は下方

にごくわずかに拡張する。体部は

大 きく張 り出す。

○口縁部内外面、ヨコナデ。外面、

横方向のヘラミガキ。内面、横方

色調 明黄褐色。

胎± 0.1～ 0,2cm

の砂粒。

( )は 残存値

-8-



器種
挿図番号
図版番号

名
位構

鍵
遺
出 法量 (cm)

特       徴
○形態  ○技法  ○文様

備   考

向の刷毛目。内面刷毛目下には、

指頭圧痕が残る。

甕
形
土
器

12-44

7-44

溝 1

第 5層

口径 3417

器高 (9.8)

○口縁部、体部上半残存。わずかに

直立 した後、短 く外反する口縁吉陀

回縁端部は下外方に拡張する。体

部は大 きく張 り出す。

○口縁部内外面、 ヨコナデ。外面、

斜方向のヘラミガキ。内面、刷毛

目の上から横方向のヘラミガキ。

色調 淡灰掲色。

胎± 0.lcm程 度

の砂粒。金雲母。

口縁部外面、体吉b

外面に煤付着。

甕
形
土
器

12 --45 溝 1

第 5層

口径 140

器高 (2.4)

○口縁部のみ残存。斜め上方に短 く

外反する日縁菩I。 口縁端部は下外

方へわずかに拡張する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。内面、

横方向のヘラミガキ。内面には指

頭圧痕が残る。

色調 暗茶褐色。

月台± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

甕
形
土
暴

12 --46 溝 1

第 5層

回径 17.8

器高 (3,7)

○口縁吉日、体部上半残存。内面に丸

みをもって外反する口縁部。口縁

端部は下外方へわずかに拡張する。

○口縁部内外面、 ヨコナデ。外面、

縦方向のヘラミガキ。内面、横方

向のヘラミガキ。外面には指頭圧

痕が残 る。

色調 暗茶褐色

月台± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

内外面とも煤付着。

甕
形
土
器

-47

-47

1

第 5層

溝 口4垂  15.5

器高 (5.9)

○口縁部、体部上半残存。内面に丸

みをもって外反する回縁部。口縁

端部は上、下にわずかに拡張する。

体部は張 り出す。

○口縁部内外面、ヨコナデ。外面、

縦方向のヘラミガキ。内面、ナ鳥

内外面とも指頭圧痕が残 る。内面

には、粘上の継 ぎ目も残 る。

色調 暗茶褐色。

胎± 0.lcm程度

の砂粒。角閃石、

金雲母。

口縁部外面、体部

外面下半に煤付着。

甕
形
土
器

12-48 溝 1

第 5層

回径 34.3

器高 (5.5)

○口縁部、体部上半残存。内面に丸

みをもって外反する口縁菩I。 口縁

端部は下方に拡張する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。外面、

縦方向のヘラミガキ。内面、横方

向のヘラミガキ。

色調 暗茶褐色。

胎± 0.1～ 0.3cm

の砂粒。角閃石、

金雲母、 くさり礫 c

は歳存値
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器種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位 法量 (cm)

特       徴
○形態  ○技法  ○文様

備   考

広
口
壺
形
土
器
Ａ

13--49 溝 1

第 4層

口径 25,6

器高 (2.0)

○口縁部のみ残存。口縁端部は面を

もつ。

○回縁部内外面、ヨコナデ。

O口縁部下端、刻み目。

色調 明黄茶色。

胎± 0.lcm程 度

の砂粒。

広
口
壷
形
土
器
Ａ

13--50 溝 1

第 4層

口径 17.0

器高 (1.0)

O口縁部のみ残存。大 きく外反する

日縁部。日縁部内面は端部 と同 じ

高さ。口縁端部は上下に拡張する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。

O回縁部下端、刻み目。

色調 明黄茶色。

月台±  0 1-0.2cm

の砂粒。

広
口
壷
形
土
器
Ａ

13--51 溝 1

第 4層

口径 267

器高 (2.1)

〇口頸部のみ残存。大 きく外反する

口縁部。口縁端部は上方に拡張す

る。

○口縁部内外面、ヨコナデ。頸部外

面、縦方向の刷毛目。内面、すデ。

○回縁部外面、波状文(1単位 7本 )。

色調 乳灰白色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。

口縁部内面に黒斑。

広
回
壷
形
土
器
Ａ

13--52 溝 1

第 4層

口径 30.2

器高 (1.5)

○口縁部のみ残存。回縁端部は下方

へ拡張する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。

O口縁部外面、斜格子支 (1単位 2

本)。  口縁部下端、刻み目。

色調 乳白色。

胎土 精良。

口糸あ箸巨上端に黒斑。

広
回
壷
形
土
器
Ａ

13-53 溝 1

第 4層

口径 25.2

器高 (3.3)

○口頸部のみ残存。外反する回縁吉陀

口縁端部は下外方へ拡張する。

O口縁部内外面、ヨコナデ。頸部内

外面、斜方向の刷毛目。

○口縁部下端、刻み目。

色調 茶褐色。

打台± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。

広
口
壺
形
土
器
Ａ

13-54 溝 1

第 4層

口径 23.3

器高 (4.6)

○口頸部のみ残存。頸菩bか らなだら

かに外反する口縁部。口縁端部は

下外方に拡張する。

O口頸部内外面、景」離 と磨滅のため

調整不明。

色調 乳白色。

胎± 0.2cm程 度

の砂粒。
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器種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位 法量 (cm)

特       徴
O形態  ○技法  ○文様

備   考

○口縁著[外面、簾状文(1単位 6本 )

の上 、 深い刺突文。頸部外面、
簾状文(1単位11本 )。

広
口
壷
形
土
器
Ａ

13--55 溝 1

第 4層

口径 194

器高 (1.6)

○口縁部のみ残存。口縁端音[は 下外
方へ拡張する。

O口縁都外面、ヨコナデ。内面、横
方向の刷毛目。

O口縁吉I外面、波状文(1単位 3)。

回縁部下端、劾み目。

色調 赤褐色。

胎± 0.lcm程 度
の砂粒。

広
口
壷
形
土
器
Ｃ

13--56 溝 1

第 4層

口径 12.6

器高 (5。 9)

〇口頸部のみ残存。短い頸音5に 外反
する口縁部。口縁端音[は上、下 に
わずかに拡張する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。頸部外
面、縦方向の刷毛目。内面、横方
向の刷毛目。頸部内面には粘上の

継 ぎ日、指頭圧痕が残 る。

色調 明赤褐色。

胎± 0.2cm程度
の砂粒。

口縁部外面に煤付

着。

広
口
壼
形
土
器
Ｂ

13--57 溝 1

第 4層

口径 16.2

器高 (7.7)

○口頸部のみ残存。口縁部下端欠長
頸部からなだらかに外反 した後、
上方に大 きく拡張する口縁部。お
そらく下方にも拡張。回縁端面は

内傾する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。端面内
外面ともモコナデ下 に指頭圧痕 が

残 る。頸部外面、磨滅のため調整
不明。内面、横、斜方向の刷毛 目c

O回縁部外面、頸部外面、櫛描直線
文 (1単位10本 )。

色調 明茶褐色。

】台こと  0.1^ャ 0.2cm
の砂粒。

広
回
壷
形
土
器
Ｂ

13--58

7-58

溝 1

第 4層

口径 196

器高 (9.2)

○口頸部のみ残存。頸部からなだら
かに外反 した後、上・下に大 きく
拡張する口縁部。口縁端面は内傾
する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。回縁部
上端に強いナデ。口縁端面は貼 り
付け。端面内面にはヨコナデ下 に

指頭圧痕が残 る。頸部外面、斜縦
方向のEIJ毛 目。内面、横、斜方向
の刷毛目。

O口縁部外面、簾状文 (1単位 8本 )。

扇形文 (1単位 8本 )。

色調 淡褐色。

内外面とも斑点状
に乳自色の部分が

ある。

胎± 0.1～ 0.2cm
の砂粒。

広
口
壷
形
土
器
Ｂ

13--59

8-59

溝 1

第 4層

口径 24.5

器高 (15.8)

○口頸部、肩部のみ残存。外反 した

後、上方に大 きく下方にわずかに
拡張する口縁部。口縁端面は内傾
する。太い筒状の頸部。肩部は張
る。

○口縁部内外面、ヨコナデ。口縁部
上端 に強いナデ。口縁端面は貼 り
付け。端面内面にはヨコナデ下 に

色調 淡褐色

胎± 0.3～ 0.5cm
の砂粒。

回縁部、頸音I、 肩

部の一部に黒斑。

( )は 残存値
- 11 -―



器種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位

法量 (cm)
特        徴

○形態  ○技法  ○文様
備   考

指鼓圧痕が残る。頸都、肩部内外

肩そ李写ぐ稽]旨産農ネ即 !こ

か

°
塁祭舜咎F簾療姿乙

(堂淫等祭阜ダ
肩吉I外面、波状文(1単位 5本 )。

広
口
壷
形
土
器
Ａ

13 -60 溝 1

第 4層

口径 18.5

器高 (2.7)

○口頸部のみ残存。頸都からなだら

かに外反する口縁部。口縁端部は

下方に拡張する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。

○口縁部外面、簾状文(1単位12本 )。

頸部外面、簾状文。

色調 暗茶褐色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

広
口
壷
形
土
器
Ａ

-61 溝 1

第 4層

口径 192

器高 (3.1)

○口頸部のみ残存。頸部からなだら

かに外反する口縁部。口縁端部は

やや下外方に拡張する。

○口縁部内外面、頸部内面、磨減の

ため調整不明。頸部外面、ナデ。

O口縁部外面、簾状文(1単位10本光

頸部外面、簾状文。

色調 明茶褐色。

胎± 01～ 0.2cm

の砂粒。角閃石、

金雲母。

生駒西麓産。

回縁部上面に黒斑。

広
口
壷
形
土
器
Ａ

13 --62 溝 1

第 4層

口径  20.2

器高 (70)

○回頸部のみ残存。頸部からなだら

かに外反する口縁部。口縁端部は

下外方に拡張する。

○口縁部下端、ヨコナデ。他は磨減

のため調整不明。

O口縁部外面、簾状文(1単位11本光

頸部外面、櫛描直線文 (1単位11

本 )、 簾状文 (1単位11本 )。

色調 暗茶褐色。

鳳台二L  0 2～ 0.3cm

の砂粒。角閃石。

口縁部、頸部外面

に黒斑。

広
口
壷
形
土
器
Ａ

13-63

8-63

溝 1

第 4層

口径 22.0

器高 (17.6)

〇口頸部、肩部残存。比較的長い頸

部からなだらかにタト反する口縁吉陀

口縁端部はやや下外方に拡張する。

頸部から肩吉るにかけてなだらかな

カーブをえがく。

O口縁部内外面、ヨコナデ。頸部上

半内外面、頸部下半、肩吉[内 面、

ナデ。頸部下半、肩部外面、横方

色調 暗茶褐色。

胎± 0.2～ 0.4cm

の秒粒。角閃石、

金雲母。

口頸部、肩部に黒

斑 。

は残√値
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器種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位

法量 (cm)
特       徴

○形態  ○技法  O文 様
備  考

向のヘラミガキ。頸部内面には指

頭圧痕が残 る。

O口縁部外面、簾状文(1単位13本兆

頸部上半外面、櫛描直線文 (1単

位 10、 12本 )。 頸部下半外面、簾状

文 (1単位 12、 13本光

広
口
壷
形
土
器
Ａ

13--64 溝 1

第 4層

口径 26.8

器高 (3.1)

○回頸部のみ残存。頸部からなだら

かに外反する口縁部。回縁端部は

下外方に拡張する。

○口縁菩I内外面、ヨコナデ。頸部内

外面、横方向の刷毛目。

O口縁吉[外面、簾状文 (1単位11本 )。

日縁部下端、刻み目。日縁部内面、

円形浮文。

暗茶褐色。

胎土 精良。

0.l cm程 度の砂粒

角閃石の量は少な

い。

生駒西麓産。

口縁部上面、口頸

著I外面に黒斑。

広
回
壷
形
土
器
Ｂ

13-65 溝 1

第 4層

口径 22.0

器高 (7.6)

○口頸部のみ残存。頸吉[か らなだら

かに外反する回縁部。日縁端部は

上方に大 きく、下方も拡張する。

日縁端面は内傾する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。口縁端

面内面にはヨコナデ下に指頭圧痕

が残 る。頸部内外面、ナデ。回縁端

面は上部 を貼 りたす。

O回縁部外面、縦線文(1単位13本 )

の上に刺突文。頸部外面、櫛摘直

線文(1単位13本 )。

色調 暗茶褐色。

胎± 0.2～ 0.4cm

の砂粒。角閃石、

金雲母。

生駒西麓産。

広
口
壺
形
土
器
Ｂ

13--66 溝  1

第 4層

口径 18.6

器高 (9.7)

O口頸菩卜のみ躾存。頸部からなだ ら

かに外反 した後、上、下に大 きく

拡張する口縁部。日縁端面は内傾

する。口縁端部は内狽1に わずかに

】巴厚 し、上端はわずかに凹む。

○口縁部内外面、ヨコナデ。頸部外

面、横方向のヘラミガキ。内面、

ナデ。頸部内面にはナデ下に指頭

圧痕が残 る。

O口縁部外面、列点文(1単位10本 )、

簾状文(1単位12本 )の上 を刺突文。

暗茶褐色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。角閃石、

金雲母。

生駒西麓産。

口縁部端面、内面

に黒斑。

は残存値

―- 13 -―
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器種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位

法量 (cm)
特        徴

○形態 ○技法  〇文様
備   考

頸部外面、簾状文(1単位12本 )。

広
日
壷
形
土
器
Ｂ

13--67

8-67

溝 1

第 4層

口径 14.8

器高 (14.4)

O口頸部、肩部残存。比較的長い頸

部からなだらかに外反 した後、上

下に大 きく拡張する口縁吉I。 口縁

端面は内傾する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。頸部外

面、縦方向の刷毛目。内面、ナデ

ー部刷毛目。肩部内面、ナデ。文

様帯聞磨研線。

O口縁郡外面、列点文(1単位 8本 )

扇形文 (1単位10本 )、 簾状文(1

単位 8本光頸部外面、櫛描直線文

(1単位 9本兆 頸部から肩部、簾

状文 (1単位 9本 )。

色調 暗茶褐色。

月台± 0.1～ 0。 2cln

の砂粒。角閃石、

金雲母。

生駒西麓産。

細
頸
壷
形
土
器

14--68 溝 1

第 4層

口径 11.1

器高 (4.3)

○口頸吉Iの み残存。筒状の頸部にほ

ぼ直立する回縁部。回縁端部は内

側に肥厚 して丸 くおさまる。

○口頸書[内外面、すデ。調整は粗雑。

色調 乳灰白色。

胎± 0.2cm程度

の砂粒。

細
頸
壷
形
土
器

14--69 溝 1

第 4層

口径  9.2

器高 (5,1)

○口頸吉Iの み残存。筒状の頸部にや

や内彎する回縁部。口縁端部は内

傾 して面をもつ。

○口縁部外面、ヨコナデ。他は磨減

のため調整不明。

○口縁部外面、凹線文。

色調 淡黄褐色。

胎± 0.lcmの 砂

粒。 くさり礫。

口縁部外面に瓢 。

壷
用
蓋
形
土
器

14--70

8-70

溝 1

第 4層

口径 11.0

つまみ径

3.0

器高 4.6

O大 きなつまみをもつ笠形。口縁部

はわずかに広がる。日縁端部は丸

くおさまる。 24固 1組の紐子し。

O内外面とも磨減のため調整不明。

色調 明赤褐色。

胎± 0.1～ 0.3cm

の砂粒。

重
用
蓋
形
上
器

14-71 溝 1

第 4層

つ まみ径

2.8

器高 (3.2)

〇口縁部欠損。大 きなつまみをもつ

笠形。

O内外面とも磨滅のため調整不明。

色調 淡黄褐色。

胎± 0。 lcm程度

の砂粒。

天丼部内面に黒斑。

-14-
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器種
目万
口市

番
番

図
版

挿
図

名
位構

擬
遺
出 法量 (cm)

特       徴
○形態  〇技法  ○文様

備   考

壷
用
蓋
形
土
器

14--72 溝 1

第 4層

口径 12.4

器高  4.4

○つまみ部に欠損。回縁部は大 きく

広がる。口縁端部は下方へわずか

に拡張する。 2個 1組の紐孔。

○内外面とも磨滅のため調整不明。

色調 暗茶褐色。

胎± 01～ 0.2cm

の砂粒。角閃石、

金雲母。

生駒西麓産。

外面に煤付着。

無
頸
壷
形
土
器

14--73

8-73

溝 1

第 4層

口径 20.0

器高 (15.6)

○底吉Iは 欠損。直立する回縁都。回

縁部上端はわずかに凹面を呈す。

口縁部から底部にむかって丸みを

もって下 る。最大径 を口縁部にも

つ 。

○口縁部内外面、ヨコナデ。体部外

面、横方向の刷毛目。内面、ナ鳥

底吉Iに 近い部分では放射状 にナデ

あげている。体部内面にはナデ下

に指頭圧痕が残る。

O口縁都外面、凹線文。

色調 淡茶色。

胎± 01～ 0.2cHl

の砂粒。

底吉b付近は二次焼

成 を受けたため赤

変。

無
頸
壺
形
土
器

14--74 溝 1

第 4層

底径  6.0

器高 (7.5)

○底部残存。丸みをもった体部から

わずかに突出する底部。ほぼ平底。

○体部から底部外面、縦方向のヘラ

ミガキ。内面、ナデ。ナデ下に粘

土の継 ぎ目が残 る。外底面、磨減

のため調整不明。

色調 淡黄褐色。

胎± 01～ 0.2cm

の砂粒 を多量 に含

む。

体菩[タト面からタト底

面にかけて黒斑。

鉢
形
土
器
Ａ

14-75 溝 1

第 4層

口径 114

器高 (2.5)

○口縁部のみ残存。やや内彎する直

口。口縁端部は内傾 し、内側に】巴

厚する。

○口縁部上端、ヨコナデ。内面外面

ナデ。外面にヘラのあたりがある。

色調 暗茶褐色。

胎土 精良。

金雲母。

外面に黒斑。

鉢
形
土
器
Ａ

14--76 溝 1

第 4層

口径 20.0

腹径 21.2

器高 (7.2)

○口縁部、体部上半残存。やや内彎

する直口。体部は丸みをもつ。

○口縁部内外面、ヨコナデ。外面、縦

方向のヘラミガキ。内面、剰離の

色調 淡灰褐色。

月台±  0 1^ヤ 0.2cm

の砂粒。

外面下半に黒斑。

は残存値
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維
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位

法量 (cm)
特       徴

○形態  O技 法  O文 様
備  考

ため調整不明。口縁下内面に指頭

圧痕が残 る。

○口縁部外面、簾状文(1単位 11、 8

本光

鉢
形
土
器
Ｃ

14-77 溝 1

第 4層

口径 15.8

腹径 15.1

器高 (4.1)

O口縁部、体部上半残存。短 く外反

する口縁部。端部はわずかに下外

方に拡張する。体部は丸みをもつ。

O口縁部内外面、ヨコナデ。体部内

外面、ナデ。外面には部分的にヘ

ラミガキらしき調整もみられる。

内面にはナデ下に指頭圧痕力浜海。

色調 暗灰褐色。

胎± 01～ 0.2cm

の砂粒。

鉢
形
土
器
Ｃ

14-78

8-78

溝 1

第 4層

口径 17.3

腹径  18.5

器高 (43)

○口縁部、体部残存。短 く外反する

口縁著b。 端部はわずかに下外方に

拡張する。体部はやや張 り、腹部

にわずかに稜 をもつ。

○口縁部内外面、ヨコナデ。内外面、

ナデ。腹部内外面、横方向のヘラ

ミガキ。

○体部外面、櫛描直線文 (1単位10

本光

色調 明黄茶色。

胎± 0.2～ 0.3cm

の砂粒。

然
形
土
器
Ｃ

14--79

8-79

溝 1

第 4層

口径 19.0

腹径 22.0

器高 (4.7)

〇口縁都、体部上半残存。短 く外反

する口縁部。端部はわずかに下外

方に拡張。体部は大 きく張り出す。

O口縁部内外面、ヨコナデ。体部外

面、横方向のヘラミガキ。内面、

ナデ。

○体菩Ь外面、簾状文 (1単位 5本光

色調 明茶色。

月台ニヒ  0.1-0 2cm

の砂粒。

鉢
形
土
器
Ｃ

14-80

9-80

溝 1

第 4層

口径 26.3

腹径 27.1

器高 (5.4)

O口縁部、体部上半残存。短 く外反

する口縁部。端部はやや下外方に

大 きく拡張。体部は丸みをもつ。

O回縁部内外面、ヨコナデ。体部内

外面、ナデ。体部内面にはナデ下

に指頭圧痕が残る。

O口縁部外面、列点文(1単位10本比

色調 灰茶褐色。

胎± 0.2cm程度

の砂粒。

体部タト面に炭化物

質付着。

-16-
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器種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土番号

法量 (cm)
特       徴

○形態  ○技法  ○文様
備   考

体部外面、簾状文(1単位10本比

鉢
形
土
器
Ｂ

14--81 溝 1

第 4層

回径 21.2

腹径 21。 9

器高 (6.1)

O口縁部、体部残存。内傾する段状

の回縁部。絡部はやや張 り、腹部

に稜 をもつ。

○口縁部内外面、ヨコナデ。体部内

面、横方向のヘラミガキ。腹部内

面に粘上の継 ぎ目が残存。

O回縁部、体部外面、簾状文 (1単

位 6本兆

色調 暗茶褐色。

胎± 0,2～ 0.3cm

の砂粒。角閃石、

金雲母。

生駒西麓産。

鉢
形
土
器
Ｃ

14‐-82

9-82

溝 1

第 4層

口径 21.4

腹径 20.6

器高 (5.9)

〇口縁部、体部残存。短 く外反する

口縁部。端部は下方に拡張する。

体吉[は やや張 り、腹郡にわずかに

稜 をもつ。

○口縁部内外面、ヨコナデ。体部内

外面、横方向のヘラミガキ。文様

帯間磨研線。

○口縁部外面、簾状文(1単位10本 )、

体部外面、簾状文(1単位 15、 13

本光

暗茶褐色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

体部外面に黒斑。

高
杯
形
土
器
Ｂ

14--83 溝 1

第 4層

器高 (5。 4) 〇口縁端部欠損。杯部上半残存。浅

い椀状の杯部。水平に広がる口縁

部。水平口縁内側に断面四角形の

凸帯が 1本めぐる。

○口縁部内外面、ヨコナデ。外面、

ナデ。内面、斜方向の刷毛目。

茶色。

暗灰褐

色。

胎± 0,1～ 0.2cm

の砂粒。

体部内面に黒斑。

色調 外

内

高
杯
形
土
器

14--84 溝 1

第 4層

器高 (4.4) 〇脚柱部のみ残存。中空の脚柱部。

O外面、縦方向のヘラミガキ。内面

ナデ。内面に粘上の貼 りたしがみ

られる。

色調 暗茶褐色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

台
付
休
形
土
器

14-85

9-85

溝  1

第 4層

脚裾径10.8

器高 (5.9)

○脚台部のみ残存。内傾する裾部。

裾音[下半に透孔推定 8ヶ 所。

O内面、ナデ。文様帯間磨研線。

色調 暗茶褐色。

胎± 0,1～ 0.4cm

の砂粒。角閃石。

( )は 残 存
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器種
挿図番号
図版番号

名
位構

鍵
遺
出 法量 (cm)

特        徴
○形態  ○技法  ○文様

備   考

○裾部外面、列点文 (1単位20本 )。 生駒西麓産。

裾部上半外面に黒
斑。

台
付
鉢
形
土
器

14-86 溝 1

第 4層

器高 (10.4) ○口縁部、裾端部欠損。比較的深い

椀状の鉢音[。 斜めに広がる脚吉I。

O鉢部外面、縦方向 (下→上)の ヘラ

ケズリ。内面、斜方向の刷毛目。

内底面、ナデ。脚部内外面、磨減

のため調整不明。脚吉I透孔推定 4

ヶ所。円板充填法。

○裾部外面、凹線文。

色調 黄褐色。

月台三ヒ  0.1^マ 0.2cm

の砂粒。くさり礫。

鉢著5外面上半、脚

部 に黒斑。

台
付
休
形
土
器

14--87

9-87

溝 1

第 4層

脚裾径 8.1

器高 (4.8)

○脚台菩[の み残存。内彎する裾部。

裾端部、内方へ拡張 して面をもつ。

○脚部内面上半、斜方向の刷毛目。

他、内外面、ナデ。裾部、透孔推

定 8ヶ 所。

色調 灰茶褐色。

月台ニヒ  0.1-0,4cm

の砂粒。

裾部外面に黒斑。

台
付
鉢
形
土
器

14-88 溝 1

第 4層

脚裾径 4.4

器高 (4.3)

○口縁部、体部欠損。脚台部は小 さ

い。中実の脚柱部。斜めに広がる

裾部。

○外面、縦方向のヘラミガキ。内面

磨減のため調整不明。

色調 茶褐 色。

月台ニヒ  0.2～ 0 3cm

の砂粒。ぐさり礫。

外面半分に黒斑。

高
杯
形
土
器

14-89 溝 1

第 4層

脚裾径10.4

器高 (2.6)

○裾部のみ残存。斜めに広がる裾部 c

裾端部は上方に拡張する。

○裾端吉I内外面、ヨヨナデ。内面、

ナデ。外面、磨減のため調整不呪

色調 乳自色。

胎± 0.lcm程度

の砂粒。0,7cmの

小石。

把
　
手

14-90 溝 1

第 4層

幅   3.4

厚 さ 1.2

○把手半分残存。おそらく半環状の

把手。断面、惰円形。

O内外面ともナデ。

O外面、刺突文。

色調 明茶黄色。

胎± 0,lcm程度

の砂粒。

甕
形
土
器

15--91 溝 1

第 4層

回径 11.5

腹径 12.4

器高 (5.5)

○口縁部、体部上半残存。 くの字に

外反する回縁著I。 回縁端郡は面を

もつ。体菩II漏長る。

○口縁部内外面、ヨコナデ。外面、

色調 外 灰褐色

内 明茶色

胎± 0。 lcm程度

の砂粒。

―- 18 -―
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器種
口巧
口巧

番
番

図
版

挿
図

名
号構

鉢
遺
出 法量 (cm)

特        徴
○形態  ○技法  〇文様

備   考

縦方向のヘラミガキ。内面、ナ尤

内面には指頭圧痕が残 る。

体部外面上位 に煤

付着。

甕
形
土
器

15--92 溝 1

第 4層

回径 13.2

]笈 イ≧  14.5

器高 (4.9)

〇口縁部、体部上半残存。 くの字に

外反する口縁部。口縁端部は面を

もつ。体部は張 る。

O回縁部内外面、ヨコナデ。外面、

縦方向のヘラミガキ。内面、ナ鳥

暗灰褐

明茶色

胎± 0.lcm程度

の砂粒。

日縁部 から体著bに

かけて黒斑。タト面

に煤付着。

外

色

内

調色

甕
形
土
器

15--93 溝 1

第 4層

口径 19.8

器高 (3.6)

口縁部、体部上半残存。斜め上方

に外折する口縁部。口縁端部は面

をもつ。

○口縁部内外面、ヨコナデ。体部外

面、横方向のヘラミガキ。内面、

ナデ。

色調 淡茶褐 色。

月台±  0.1-0.2cm

の砂粒。

甕
形
土
器

15-94 溝 1

第 4層

口径  14.3

器高 (4.3)

O回縁部、体部上半のみ残存。 くの

字に外反する口縁部。体部は張 る。

○口縁部内外面、ヨコナデ。内面、

刷毛目。外面、剣離のため調整不

明。頸部外面に指頭圧痕が残る。

○口縁部外面、沈線。

色調 淡灰褐色。

月台±  0.1-0.2cm

の砂粒。

回縁部上面に煤付

着。

甕
形
土
碁

15-95 溝 1

第 4層

口径 13.6

器高 (5.5)

○口縁部、体部上半残存。短 く斜め

に外反する口縁部。口縁端部は面

をもつ。 イ本部は張 る。

O口縁部内外面、ヨコナデ。外面、

ナデ。内面、磨減のため調整不明。

色調 淡灰褐色。

胎± 0,lcm程度

の砂粒。

口縁部内外面 に煤

付着。

甕
形
土
器

15-96 溝 1

第 4層

口径 22.2

器高 (4.7)

○口縁部、体部上半残存。くの字に

外反する回縁部。口縁端部は面を

もつ。 体著腸は大きく張る。

○口縁部内外面、ヨコナデ。外面、

ナデ。内面、横方向、斜方向の刷

毛目。内面に指頭圧痕が残る。

色調 淡灰褐色。

月台±  0 1´-0.2cm

程度の砂粒。

内面にべっとり煤

付着。

―- 19 -
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器種
挿図番品
図版番号

遺 構 名
出土層位

法量 (cm)
特       徴

〇形態  ○技法  ○文様
備   考

甕
形
土
器

15--97 溝 1

第 4層

口径  20.7

器高 (7.1)

○口縁部、体部上半残存。 くの字に

外反する口縁部。口縁端部は下方

へ拡張する。体部は大 きく張 る。

○口縁部内外面、ヨコナデ。内外面、

ナデ。頸部外面に指頭圧痕力湧息る。

色調 淡茶褐色。

胎± 0.1～ 0.2cm
の砂粒。

甕
形
土
器

15--98 溝 1

第 4層

口径  22.6

器高 (7.1)

○口縁部、体部上半残存。 くの字に

外反する口縁部。回縁端部は上方

へわずかに拡張する。体部は大 き

く張 る。

○口縁部内外面、ヨコナデ。外面、

縦方向のヘラミガキ。内面、ナデ。

色調 明褐色。

胎± 0.1～ 0,2cm

の砂粒。

甕
形
土
器

15-99 溝 1

第 4層

回径 16.2

器高 (4.9)

O口縁部、体部上半残存。 くの字に

外反する口縁部。回縁端部は上方

へ拡張する。体部は大 きく張 り出

す。

O口縁部内外面、ヨコナデ。外面、

縦方向の刷毛目。内面、ナデ。内

面ナデ下 に指頭圧痕が残 る。

○口縁部外面、凹線文。

色調 明茶色。

胎上 0。 1～ 0.

の砂粒。

口縁部内外面、

都下半に黒斑。

甕
形
土
器

15-100 溝 1

第 4層

口径 29.2

器高 (5.6)

○口縁部、体部上半残存。 くの字に

外反する口縁部。口縁端部は下外

方 へ拡張する。体部は張 る。

○口縁部内外面、ヨヨナデ。外面、

縦方向のヘラミガキ。内面、横方

向のヘラミガキ、一部、刷毛目。

色調 暗茶褐色

打台± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

内外面ともに煤付

着。

甕
形
土
器

15-101 溝 1

第 4層

口径 17.0

腹径 15.8

器高 (5,2)

○口縁音[、 体部上半残存。ほぼ水平

に外折する口縁部。口縁端部は上

方へわずかに拡張する。最大径 を

回縁部 にもつ。

O口縁部内外面、ヨコナデ。内面、

ナデ。外面、磨滅のため調整不明。

色調 日音茶褐色。

胎± 0。 1～ 0.2釦

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

口縁部外面に煤付

着。

―- 20 -―



器種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位

法量 (cm)
特        徴

○形態  ○技法  ○文様
備   考

甕
形
土
器

15-102

9-102

溝 1

第 4層

口径  30.0

腹径 36.8

底径 10.0

○体部下半欠損。九く外反する日縁

部。口縁端部は上、下に拡張する。

体部は張 る。底部は平底。

O口縁部内外面、ヨコナデ。外面、

縦方向のヘラミガキ。底都下端、

横方向のヘラミガキ。外底面、ヘ

ラミガキ。内面、斜方向の刷毛目。

内底面には指頭圧痕 が残 る。

色調 暗茶褐色。

】台二L  O.1--0.2cm

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

外面に黒斑。

体部外面上位 に煤

付着。

底
　
部

15-103 溝 1

第 4層

底径  8.0

器高 (7.1)

○底部残存。上げ底。

O底部外面上半、外底面、ヘラケズ

リ。底部外面下半、ナデ。ナデ下

に指頭圧痕が残 る。内面、磨滅の

ため調整不明。

色調 明茶色。

打台±  0.1^-0.2cm

の秒粒。

外面下位 に煤イ寸着。

底
　
部

15-104 溝 1

第 4層

底径  5。 8

器高 (4.2)

○底部残存。平底。

O内タト面とも景J離 と磨減のため調整

不明。

色調 乎L黄 自色。

胎±  0.1^-0.2cm

の砂粒。金雲母。

外底面に黒斑。

底
　
部

15-105 溝 1

第 4層

底径  53

器高 (3,7)

O底部残存。上げ底。

O内外面 ともナデ。

色調 明褐色。

月台±  0,1-0.2cm

の砂粒。くさり礫。

外面%に黒斑。

底
　
面

15-106 溝 1

第 4層

底径  5.0

器高 (3.0)

○底部残存。上げ底。

○外面、横方向のヘラミガキ。他は

ナデ。内底面の調整は粗雑。

色調 淡茶褐色。

胎± 0.lcm程度

の砂粒。

内面に煤付着

底
　
部

15-107 溝 1

第 4層

底径  5.4

器高 (3.2)

○底部残存。平底。

O外面、外底面、ナデ。内面、磨減

のため調整不明。

色調 暗茶褐色。

胎± 0,lcm程度

の砂粒。角閃石。

は残 存
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器種
挿図番号
図版番号

名
位構

輝
遺
出 法量 (cm)

特       徴
○形態  〇技法  ○文様

備   考

生駒西麓産。

外面に煤付着。

底
　
部

15-108 溝 1

第 4層

底径  4.2

器高 (2.1)

○底部残存。わずかに上げ底。

○外面、縦方向のヘラミガキ。内夕ヽ
面、ナデ。外底面、ヘラミガキ。

内底面に指頭圧痕が残る。

色調 茶褐色。

胎± 0,lcm程度

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

広
口
壺
形
土
器
Ａ

16-109 溝 1

第 3層

日径 21.2

器高 (2.1)

○口縁部のみ残存。外反する日縁部(

口縁端部は下方へ拡張する。

O口縁部内外面、ヨコナデ。

O回縁部外面、簾状文(1単位22本 )c

色調 明茶褐 色。

胎±  0.1--0.2cm

の砂粒。

広
口
壷
形
土
器
Ａ

16-110 溝 1

第 3層

口径 23,7

器高 (4.4)

O口頸音b残存。頸部からなだらかに

外反する口縁部。口縁端部は下方

へ拡張する。

O口縁部内外面、ヨコナデ。内外面

ともナデ。

O口縁部外面、簾状文(1単位17本 )

の上刺突文。頸部外面、簾状文。

色調 明黄茶色。

胎± 0,1～ 0.2釦

の砂粒。

頸部外面に黒斑。

広
口
壷
形
土
器
Ｃ

16-m 溝 1

第 3層

口径 12.0

器高 (3.4)

○口頸部のみ残存。短い筒状の頸都

からタト反する日縁都。口縁端部下

外方に拡張する。

O内外面ともヨコナデ。頸部外面に

は指頭圧痕が残る。

色調 暗灰茶色。

胎± 0.lcm程度

の砂粒。

回縁部外面に煤付

着。

広
口
壷
形
上
器
Ａ

16-112 溝 1

第 3層

口径 12.2

器高 (1.5)

〇口縁部のみ残存。外反する口縁部。

口縁端部は下方へ内傾気味に拡張

する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。外面に

指頭圧痕が残 る。

O口縁部外面、簾状文 (1単位10本 )。

内面、円形浮文。

色調 乳黄自色。

胎± 0.lcm程度

の砂粒。

1ま

―- 22 -―



器種
挿図番号
図版番号

違 構 名
出土層位

法量 (cm)
特       徴

○影態  〇技法  ○文様
備   考

広
口
壷
形
土
器
Ｃ

16--113 溝 1

第 3層

口径 10.0

器高 (3.3)

○口頸部残存。短い筒状の頸部から

なだらかに外反する口縁部。回縁

端部は上方に拡張する。

O口縁部内外面、ヨヨナデ。他は磨

減のため調整不明。

色調 明黄茶色。

胎± 0.lcm程度

の砂粒。

広
口
壺
形
土
器
Ａ

16-114 溝 1

第 3層

口径 24.2

器高 (5.5)

○口頸部のみ残存。頸部からなだら

かに外反する口縁部。口縁端都は

下方へ拡張する。

○内外面 とも磨減のため調整不明。

O回縁部外面、簾状文 (1単位17本 )、

頸部 外面、簾状文(1単位31本比

色調 暗茶褐色。

月台±  0.1-‐0.4cm

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

口頸部内面に炭化

物質付着。

広
回
壷
形
土
器
Ａ

16-115 溝 1

第 3層

口径 23.4

器高 (2.8)

○口頸部のみ残存。なだらかに外反

した後、開く口縁部。口縁端著Iは

上方に拡張する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。頸部内

外面、ナデ。

○口縁部外面、波状文 (1単位 7本 )。

口縁部下端、刻み目。

色調 暗茶褐色。

月台±  0.1´-0.2cm

の砂粒。角閃石、

金雲母。

生駒西麓産。

口縁部外面に煤付

着。

広
口
壺
形
土
器
Ｂ

16-116

9-116

溝 1

第 3層

口径 22.0

器高 (6.5)

○口頸部のみ残存。頸部からなだら

かに外反 した後、上、下に大 きく

拡張する口縁郡。口縁端面は内傾

する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。内外面、

ナデ。口縁端面内面には指頭圧痕

が残る。

O口縁部外面、簾状文(1単位14本大

扇形文。

色調 淡黄褐 色。

月台±  0。 1^-0.2cm

の砂粒。

細
頸
壷
形
土
器

16-117 溝 1

第 3層

口径  10.4

器高 (3.1)

○口頸部のみ残存。内傾気味に開く

口縁部。

O口縁部内外面、ナデ。内面には指

頭圧痕 が残 る。

色調 暗茶褐色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。角閃石、

金雲母。

―- 23 -一
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器種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位

法量 (釦 )

特        徴
○形態  ○技法  ○文様

備   考

○口頸郡外面、91」 点文(1単位 9本比 生駒西麓産。

高
杯
形
土
器
Ａ

16-118

9-118

溝 1

第 3層

口径 23.2

器高(4.4)

O杯底吉[、 脚部欠損。丸みをもって

立 ちあがる口縁郡。

O口縁部内外面、 ヨコナデ。杯部外

面下半、横方向、縦方向のヘラミ

ガキ。内面、ナデ。

○口縁部外面、列点文 (1単位 12、

9、 8本比

色調 暗茶褐色。

胎± 0.lcm程 度

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

外面に煤付着。

鉢
形
土
器
Ｂ

16-119 溝 1

第 3層

口径 20.4

器高 (5.0)

○口縁部、体部のみ残存。内傾する

段状の口縁部。日縁部上端は凹仇

体部は張 る。

○内外面ともヨコナデ。波状文に沿

って、内面のヨコナデは波 うって

いる。

○口縁部外面、凹線文。体部外面、

波状文 (1単位 10、 7本 )。

色調 乳黄褐色。

胎± 0.1～0.2cm

の砂粒。金雲母。

鉢
形
土
器
Ｃ

16--120 溝 1

第 3層

口径  41.0

器高 (6.4)

○口縁部、体部上半残存。直立する

段状の回縁部。口縁部下端は拡張

する。

O口縁部内外面、ヨコナデ。他は磨

減のため調整不明。

O口縁部外面、簾状文(1単位22本比

体部外面、簾状文(1単位24本 )。

色調 乳黄自色。

胎■ 0.1～ 0.2cm

の砂粒。

高
杯
形
土
器

16-121 溝 1

第 3層

器高 (8.1) ○脚柱部のみ残存。中実の脚柱部。

O外面、縦方向のヘラミガキ。他は

磨滅のため調整不明。

色調 乳黄白色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。

台
付
鉢
形
土
器

16-122 溝 1

第 3層

脚裾径 4.8

器高 (3.4)

○脚台部のみ残存。斜めに広がる小

型の脚台部。

O内外面ともナデ。内外面とも指頭

圧痕が残 る。

色調 茶褐色。

胎± 0.1～0.2cm

の砂粒。金雲母。

は
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器種
口万
口万

番
番

図
版

挿
図

名
位構

餌
追
出 法量 (cm)

特        徴
○形態  O技 法  ○文様

備   考

高
杯
形
土
器

16-123 溝   1

第 3層

脚裾径13.6

器高(2.5)

○脚裾部のみ残存。斜めに広がる裾

部。裾端部は上外方に拡張する。

O裾部内外面、ナデ。外面、縦方向

のヘラミガキ。

色調 暗茶褐色σ

月台±  0 1^ヤ0.2cm

の砂粒。角閃石、

金雲母。

生駒西麓産。

休
形
土
器
Ａ

16-124 溝 1

第 3層

口径 13.0

器高 (3,7)

○口縁都、体都のみ残存。大 きく開

く口縁部。口縁端部は面をもつ。

体郡は椀状。

○口縁部内外面、ヨコナデ。外面、

ナデ。内面、磨滅のため調整不明(

色調 タト

内 淡黄茶

色 o

胎± 0,lcm程度

の砂粒。

色 て

ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器

16-125

9--125

溝 1

第 3層

径
　
　
一高
　
　
径

口
　
　
器
　
　
底

5.0

2.6

5.3

○ゆるやかに開く、直口の回縁部。

口縁端部は外方へ傾斜。底部は

厚 く、平底。

O内外面とも未調整。粘土の継 ぎ目

が日立つ。

O口縁端部外面、刻み目。

色調 淡褐色。

:台±  0.1-マ 0.

の砂粒。

器体の半分に黒斑。

甕
用
蓋
形
土
器

16-126

10-126

溝 1

第 3層

つまみ径

5.0

器高 (8.0)

○口縁部欠損。平坦なつまみをもつ

笠形の蓋。つまみはわずかに突出

する。

○つまみ項部、ヘラケズリの後、ナ

デ。外面、ヘラケズリ(下→上)。

内面、ナデ。つまみ部下端に指頭

圧痕が残 る。

色調 黒褐色。

胎± 0。 1～ 0.

の砂粒。

外面に煤付着。

甕
形
土
器

16-127

10-127

溝 1

第 3層

回径 36.8

器高 (8.8)

〇口縁部、体部上半残存。回縁菩[が

内面に丸みをもって外反する。口

縁端部は下外方へ拡張する。体部

は大 きく張 り出す。

○口縁部内外面、ゴコナデ。体都外

面上半、斜方向の刷毛目。下半、斜

方向のヘラミガキo内面、斜方向

の刷毛目。

色調 外 明赤黄

色。

内 淡黄褐

色 。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。

甕
形
土
器

16-128 溝 1

第 3層

口径 22.7

器高(6.5)

○口縁部、体部上半残存。 くの字に

外反する口縁都。口縁端部は上方

へ拡張する。

色調 明茶黄色。

汀台±  0。 1-0.2cm

―- 25 -―
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器種
口万
四万

番
番

図
版

挿
図

名
位構

鍵
遺
出 法量 (cm)

特       徴
○形態  ○技法  ○文様

備   考

○口縁部内外面、ヨコナデ。外面、

縦方向のヘラミガキ。内面、ナデ。

内面には指頭圧痕が残 る。

の砂粒。金雲母。

甕
形
土
器

16-129 溝 1

第 3層

口径 22.5

器高(4.1)

○回縁部、体部上半残存。曲折 して

開 く口縁部。口縁端部は面をもつ。

○口縁部内外面、体郡外面、ヨコナ

デ。内面、ナデ。内面には指頭圧

痕 が残 る。

色調 茶褐色。

月台± 0.1～ 0.3cm

の砂粒。角閃石、

金雲母。

生駒西麓産。

甕
形
土
器

16-130 溝 1

第 3層

口径 21.1

器高 (5.1)

○口縁部、体部上半残存。口縁部が

内面に丸みをもって外反する。口

縁端部は下方に拡張する。

○内外面とも磨減のため調整不明。

色調 暗灰褐色。

胎± 0.lcm程 度

の砂粒。角閃石、

金雲母。

生駒西麓産。

甕
形
土
器

16-131 溝 1

第 3層

口径 28.2

器高 (7.0)

○口縁部、体部上半残存。斜め上方

に外反する口縁部。口縁端部は下

方へわずかに拡張する。体部は張

る。

○口縁部内外面、ヨコナデ。外面、

斜方向のヘラミガキ。内面、斜方

向のヘラミガキ。内面には↓旨頭圧

痕が残 る。

色調 茶褐色。

胎± 0.1釦程度

の砂粒。金雲母、

角閃石。

生駒西麓産。

甕
形
土
器

16-132 溝 1

第 3層

口径 26.5

器高(7.8)

○口縁部、体部上半残存。口縁部が

内面に丸みをもって外反する。口

縁端部は下外方へ拡張する。体部

は張 り出す。

O回縁部内外面、ヨコナデ。外面、

斜方向のヘラミガキ。内面、横方

向のヘラミガキ。

色調 褐灰色。

胎± 0.lcm程 度

の砂粒。角閃石、

金雲母。

生駒西麓産。

甕
形
土
器

16-133 溝 1

第 3層

口径 33.5

器高 (56.7)

○口縁部、体部上半残存。口縁部が

内面に丸みをもって外反する。日

縁端部は下方へ拡張する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。外面、

斜方向のヘラミガキ。内面上半、

横方向のヘラミガキ。下半、斜方

色調 暗灰褐色。

胎± 0,1～ 0.2cm

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

は 残 存 植
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器種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位

法量 (cm)
特        徴

O形態  ○技法  O文 様
備   考

向の痛J毛目。 内外面ともに煤付

着。

広
回
壷
形
土
器
Ｃ

18-134 溝 1

第 2層

口径 12.2

器高 (3.5)

O口頸部のみ残存。短い頸部 からな

だらかに外反する口縁部。口縁端

部は上、下に拡張する。

○回縁部内外面、ヨコナデ。頸菩[内

外面、ナデ。

色調 淡灰褐色。

胎± 0 1cm程度

の砂粒。金雲母、

くさり礫。

広
口
壺
形
土
器
Ａ

18-135 溝   1

第 2層

口径 18.6

器高 (5。 1)

○口頸部のみ残存。短い頸部からな

だらかに外反する口縁部。口縁端

部は上、下に拡張する。

O口縁部内外面、ヨコナデ。頸音I内

外面、ナデ。

O口縁部外面、凹線文。口縁部内面

列点文 (1単位 8本 )。

色調 明黄茶色。

胎± 0.lcm程度

の砂粒。くさり礫。

広
回
壷
形
土
器
Ａ

18--136 溝 1

第 2層

口径 21.6

器高 (6.1)

O回頸部のみ残存。口縁下端は欠拠

短い頸吉5か らなだらかに外反する

口縁部①口縁端菩Iは上方に拡張す

る。おそらく下方にも拡張。

O口縁部内外面、ヨコナデ。他は磨

減のため調整不明。頸部内面には

指頭圧痕 が残 る。

○口縁部タト面、凹線文。口縁部内面、

列点文 (1単位 8本 )。

色調 明赤茶色。

月台±  0.lcm不呈度

の砂粒。

広
口
壷
形
土
器
Ａ

18--137 溝 1

第 2層

回径

器高 (

○口縁部のみ残存。口縁端郡は下外

方に拡張する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。外面に

は指頭圧痕が残 る。

O口縁部外面、簾状文(1単位11本た

色調 淡茶褐色。

月台±  0.1-0.2cm

の砂粒。

広
口
壷
形
土
器
Ａ

18-138 溝 1

第 2層

口径 19.0

器高(5.6)

○口頸部のみ残存。頸部からなだら

かに外反する口縁部。口縁端吉[は

下外方に拡張する。

O口縁部内外面、ヨコナデ。他は磨

減のため調整不明。

色調 明黄茶色

胎± 0.lcm程度

の砂粒。

1ま

一- 27 -―



器種
挿図番号
図版番号

名
位構

都
遺
出 法量 (cm)

特       徴
○形態  ○技法  O文 様

備   考

○口縁部外面、簾状文(1単位12本 )

の上 に円形浮文。口縁部内面、円

形浮文。頸部外面、簾状文 (1単

位12本光

広
口
壺
形
土
器
Ｂ

18-139 溝 1

第 2層

器高 (12.7) ○口頸部のみ残存。口縁部拡張部欠

損。筒状の頸部 からなだらかに外

反する口縁部。口縁部はおそらく

上方に拡張。

O内外面 ともに磨減のため調整不明(

頸部内面には指頭圧痕が残 る。

○口縁部外面、竹管文。頸部外面、

櫛描直線文 (1単位 7本 )。

色調 明茶黄色。

月台± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。

広
口
壷
形
土
器
Ａ

18-140 溝   1

第 2層

口径 20.6

器高(3.4)

O口頸部のみ残存。頸部からなだら

かに外反する日縁部。回縁端部は

下外方に拡張する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。

O口縁部外面、簾状文(1単位12本 )。

頸部外面、簾状文(1単位12本た

色調 暗茶褐色。

胎± 0,1～ 0.2帥

の砂粒。角閃石、

金雲母。

生駒西麓産。

外面に煤付着。

広
口
壺
形
土
器
Ａ

18-141 溝 1

第 2層

口径 22.0

器高(6.3)

〇口頸部のみ残存。頸部からなだら

かに外反する口縁部。口縁部は下

外方に拡張する。

○内外面とも磨減のため調整不明。

O口縁部、頸部外面、簾状文 (1単

位18本比

色調 暗茶褐色。

月台±  0.1--0.3cm

の砂粒。角閃石、

金雲母。

生駒西麓産。

外面に炭化物質付

着。

広
口
壷
形
土
器
Ａ

18-142 溝 1

第 2層

口径 22.0

器高 (3.7)

O口頸部のみ残存。頸部からなだら

かに外反する口縁部。口縁端部は

下外方に拡張する。

O内外面 とも磨減のため調整不明。

O口縁部外面、簾状文。口縁部内面、

円形浮文。

色調 明茶褐色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。角閃石、

金雲母。

生駒西麓産。

( )は 残存値
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器種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位

法量 (cm)
特        徴

O形態  ○技法  ○文様
備   考

広
口
壷
形
土
器
Ｂ

18-ユ 3

10-143

溝 1

第 2層

回径 11.9

器高 (7.5)

○口頸部のみ残存。顕部からなだら

かに外反する口縁郡。El縁端部は

上方に大 きく、下方 にわずかに拡

張 する。口縁端面は内傾する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。頸部内

外面、ナデ。口縁端面内面には指

頭圧痕が残る。

○口縁部、頸部外面、簾状文 (1単

位14本兆

色調 暗灰褐色。

胎± 0。 lcm程度

の砂粒。角閃石、

金雲母。

生駒西麓産。

口縁部外面に煤、

内面に炭化物質付

着。

広
口
壷
形
土
器
Ｂ

18--144

10-144

溝  1

第 2層

口径 26.2

器高 (6.0)

○口頸部のみ残存。頸部 からなだら

かに外反 した後、上方に大 きく、

下方にも拡張する口縁部。口縁端

面は内傾する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。他は磨

減のため調整不明。日縁端面内面

には指頭圧痕が残 る。

○口縁部外面、簾状文 (1単位 10、

13本)の上、刺突文。頸部外面、

櫛描直線文 (1単位 6本比

茶褐色。

胎± 0,1～ 0.2cm

の砂粒。角閃石、

3雲母。

生駒西麓産。

広
回
壷
形
土
器
Ｂ

18-145

10-145

溝 1

第 2層

口径 31,0

器高(6.6)

○口頸部のみ残存。頸吉bか らなだら

かに外反 した後、上方に大 きく、

下方にも拡張する口縁部。口縁端

面は内傾する。

○口縁部内外面、ヨヨナデ。頸部外

面、ヘラミガキ。内面、磨滅のた

め調整不明。端面内面には指頭圧

痕が残 る。

○口縁部外面、簾状文 (1単位15本 )

の上に円形浮文。頸部外面、簾状

文(1単位17本比

色調 暗茶褐色。

月台± 0,1～ 0.2cm

の砂粒。角閃石、

金雲母。

生駒西麓産。

口縁部内面に炭化

物質付着。

無
頸
壺
形
土
器
Ｂ

18--146 溝 1

第 2層

口径 18.9

器高(2.6)

O口縁部残存。段状の口縁部 をもつ

口縁部はわずかに内傾する。

O口縁部外面、ヨコナデ。内面、磨

減のため調整不明。

○口緑部外面、簾状文(1単位17本 )

色調 淡黄茶色。

胎± 0.lcm程度

の砂粒。金雲母。

( )は 残存値
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器種
挿図番号
図版番号

名
位構

輝
追
出 法量 (cm)

特       徴
○形態  O技 法  ○文様

備   考

の上に束1突文。体部外面、簾状文(

無
頸
壷
形
土
器
Ｂ

18-147 溝  1

第 2層

回径 21.0

器高 (3.1)

○口縁部、体部上半残存。日縁部は

大 きく内傾する。口縁下に 2個 1

組の紐孔。

O口縁部内外面、ヨコナデ。体部内

面、ナデ。内面、ナデ下に指頭圧

痕が残 る。

O口縁部外面、列点文(1単位18本 )、

体部外面(1単位15本 )。

色調 淡黄茶色。

胎上 0.lcm程 度

の砂粒。

太
頸
壺
形
土
器

18-148 溝    1

第 2層

口径 ○口頸部、体部上半残存。口頸部は

中位が欠損。内彎する直口。口縁

端部は内側に肥厚 して上端に面を

もつ。

O口縁部内面、ヨコナデ。体部内面

磨減のため調整不明。回縁部、体

部内面には粘土紐の継 ぎ日、指頭

圧痕が残る。

○口縁部外面、列点文(1単位20本 )

の上に円形浮文。口頸音[外面、簾

状支(1単位 22、 20本光体部外面、

簾状文 (1単位21、 25本大刻み目状

の列点文の上に円形浮文。稜杉メ犬

の列点文(1単位 7本兆

色調 明黄茶色。

月台± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。

太
頸
壺
形
土
器

18-149 溝 1

第 2層

口径 19.3

器高 (3.5)

O口頸部のみ残存。内彎する直口。

口縁端音Iは 内側 に肌厚 して上端 に

面をもつ。

O口縁部上端、内面、ヨコナデ。頸

部内面、ナデ。内面には、粘上の

継 ぎ日、指頭圧痕が残 る。

O口頸部外面、稜杉状 に配 した斜線

文の上 を円形浮文。

色調 暗茶褐色。

胎± 0,1～ 0.3cm

の砂粒。角閃石、

くさり礫。

生駒西麓産。

細
頸
壷
形
土
器

18-150 溝 1

第 2層

口径  7.7

器高 (2.5)

○日頸部のみ残存。外傾する直口。

口縁端都は内側に丸 く】巴厚。

○内外面ともヨコナデ。

色調 茶褐色。

胎± 0.lcln程 度

の砂粒。角閃石。

( )は 残存値
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器種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位

法量 (cm)
特       徴

O形態  ○技法  O文 様
備   考

生駒西麓産。

高
杯
形
土
器
Ｂ

18-151 溝 1

第 2層

器高 (5.0) ○杯部上半残存。口縁端部は欠損。

椀状の杯部。ほぼ水平に広がる口

縁部。水平口縁の内側に断面四角

形の凸帯が 1本めぐる。

O内外面とも磨減のため調整不明。

色調 暗紫赤色。

胎± 0.lcm程 度

の砂粒。

高
杯
形
土
器
Ａ

18-152 溝 1

第 2層

口径 23.0

器高 (3.1)

○口縁部のみ残存。外傾する直日。

口縁端部は内佃]に わずかに】巴厚 し

て、上端に面をもつ。

O内外面とも磨滅のため調整不明。

色調 淡黄茶色。

胎± 0。 lcm程度

の砂粒。

高
杯
形
土
器
Ａ

18-153 溝 1

第 2層

口径 25。 8

器高 (4.5)

○杯底部、脚台部欠損。内彎気味に

立 ちあがる直口。口縁端音Iは 内側

に肥厚 して、上端に面 をもつ。

O口縁部内外面、ヨコナデ。体部内

外面、横方向のヘラミガキ。

色調 暗茶褐色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。角閃石、

金雲母。

生駒西麓産。

鉢
形
土
器
Ａ

18-154 溝 1

第 2層

口径 14.1

器高 (3.5)

〇杯底部、脚柱部欠損。浅い椀状の

杯部。内彎気味に立 ちあがる直口。

口縁端部は内側 に肌厚 して、上端

に面をもつ。

O口縁部内外面、ヨコナデ。外面上

半、横方向のヘラミガキ。下半、

縦方向のヘラミガキ。内面、維方

向のヘラミガキ。

色調 茶褐色。

胎± 0,lcm程 度

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

高
杯
形
土
器

18-155 溝 1

第 2層

器高 (4.1) ○脚柱都のみ残存。中空で小型の脚

柱郡。

○外面、ナデ。内面、絞 り目。

色調 暗茶掲色。

月台三L  O,1-0.2cm

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

高
杯
形
土
器

18-156 溝 1

第 2層

器高 (6.1) 〇脚柱吉[の み残存。太い中空の脚柱

菩S。

O内外面とも磨滅のため調整不明。

暗赤茶色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

)
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器種
挿図番号
図版番号

名
位構

鍵
違
出 法量 (cln)

特       徴
○形態  ○技法  ○文様

備   考

高
杯
形
土
器

18-lV 溝 1

第 2層

器高 (6.9) ○脚柱部のみ残存。中実の脚柱部。

○外面、縦方向のヘラミガキ。内面

ナデ。

色調 暗茶褐色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

高
杯
形
土
器

18-158 溝 1

第 2層

器高 (4.7) ○脚柱部残存。半中実で裾部 に向っ

てなだらかに広がる脚柱部。 3方

向に円孔透 し。

O外面、刷毛目の上ナデ。内面、ナ

フ
~。

色調 ・明茶黄色。

胎± 0.lcm程 度

の砂粒。

高
杯
形
土
器

18-159 溝 1

第 2層

脚裾径13.9

器高(15)

○脚裾部のみ残存。大 きく広がる裾

都。裾端部は面をもつ。

O裾端部、ヨコナデ。外面、斜方向

のヘラミガキ。内面、横方向のヘ

ラミガキ。

色調 明茶黄色。

胎± 0.lcm程 度

の砂粒。

高
杯
形
土
器

18-160 溝    1

第 2層

脚裾径13.7

器高 (1.9)

O脚裾菩Iの み残存。裾端部は上外方

に拡張する。

○内外面、ヨコナデ。

O外面、竹管文。

色調 暗茶褐色。

胎± 0,lcm程 度

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

鉢
形
土
器
Ａ

19-161 溝  1

第 2層

回径 12.8

器高 (6.2)

〇底部欠損。直回。深い椀状の鉢部c

O口縁部内外面、ヨコナデ。体部内

外面、縦方向のヘラミガキ。

色調 淡茶褐色。

胎± 0。 lcm程度

の砂粒。

鉢
形
土
器

19-162 溝 1

第 2層

器高 (5,7) ○口縁部、底部欠損。深い椀状の鉢

部c体部下半に断面三角形の凸帯

が 1本めぐる。凸帯には一部切れ

込みがある。

O外面、ナデ。内面、ナデ、一部刷

毛目。凸帯は貼 り付け。

色調 淡黄褐色。

月台±  0.1´-0,2cm

の砂粒。

鉢
形
土
器
Ｃ

19-163 溝 1

第 2層

口径 19.3

器高 (3.5)

○口縁部、体部上半残存。短 く外反

する口縁部。端著Iは わずかに下外

方に拡張する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。内外面

ナデ。内面には粘上の継 ぎ日、指

色調 明茶色。

胎± 0.lcm程度

の砂粒。
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器種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位

法量 (cm)
特       徴

○形態  ○技法  O文 様
備   考

頭圧痕が残る。

鉢
形
土
器
Ｂ

19-164 溝 1

第 2層

口径 20.3

腹径 22.0

器高 (5.5)

○口縁部、体部上半残存。内彎する

段状の回縁部。体部は丸みをもつ。

○口縁部内外面、ヨコナデ。体部外

面、ヘラミガキ。内面、剣離のた

め調整不明。文様帯間磨研線。

○体音[外面、簾状文(1単位13本 )。

色調 淡黄茶色。

胎± 0.lcm程 度

の砂粒。くさり礫。

鉢
形
土
器
Ｂ

19-165 溝 1

第 2層

口径 28.6

器高 (4.0)

O口縁都、体部上半残存。内傾する

段状の回縁部。

O口縁部内外面、ヨコナデ。内面、

ナデ。文様帯間磨研線。

○口縁部外面、凹線文。体部外面、

簾状文(1単位 9本光

色調 淡掘色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。

鉢
形
土
器
Ｂ

19-166 溝    1

第 2層

口径 34.0

器高 (盗 .5)

○口縁都、体部上半残存。ほぼ直立

する段状の口縁部。

O内外面、ヨコナデ。内面下半、ナ

デ。内面には指頭圧痕が残 る。

○口縁吉Ь、体部外面、波状文 (1単

位10本 )。

色調 茶褐色。

胎± 0,lcm程 度

の砂粒。

鉢
形
土
器
Ｂ

19-167 溝 1

第 2層

口径 46.0

腹径 48.3

器高 (7.2)

○口縁部、体部上半残存。内傾する

段状の口縁部。口縁部上端、内方

へ傾斜。最大径 を腹部 にもつ。

○回縁部上端、ヨコナデ。内面、横

方向のヘラミガキ。文様帯間磨研

線。

O口縁部外面、簾状文(1単位24本 )

の上から束J突文。体部外面、簾状

文(1単位24本 )。

暗茶褐色。

胎± 0.1～ 0.3cm

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

甕
形
土
器

19-168 溝    1

第 2層

口径 10.6

腹径  9.9

器高 (4.4)

○口縁菩[、 体部上半残存。ゆるやか

に斜め上方に外反する口縁部。口

縁端部は面をもつ。体部は張 り出

さない。

色調 黒褐色心

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。

は
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器種
挿図番号
図版番号

名
位構

鐘
遺
出 法量 (cm)

特       徴
○形態  ○技法  ○文様

備   考

○口縁部内外面、ヨコナデ。内外面

ナデ。外面には指頭圧痕が残 る。

内外面ともに煤付

着。

甕
形
土
器

19-169 溝 1

第 2層

回径 27.6

器高 (4.6)

○口縁部、体部上半残存。 くの字に

外反する日縁部。口縁端部は上方

に大 きく、下方にわずかに拡張す

る。

○口縁部内外面、ヨコナデ。内外面、

ナデ。

O口縁下端、刻み目。

色調 明茶黄色。

胎± 0,1～ 0.2cm

の砂粒。くさり礫、

金雲母。

甕
形
上
器

19-170 溝 1

第 2層

口径 26.2

器高 (3.9)

○回縁部、体部上半残存。斜め上方

に外折する口縁部。口縁端部は下

方へわずかに拡張する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。体部外

面、縦方向のヘラミガキ。内面、

ナデ。内面、ナデ下には指頭圧痕

が残 る。

色調 暗茶褐色。

胎± 0,1～ 0.2cm

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

甕
形
土
器

19-171 溝 1

第 2層

口径 30.5

器高 (3.4)

○口縁部、体部上半残存。ほぼ水平

に外折する回縁部。口縁端部は面

をもつ。

○口縁部内外面、ヨコナデ。外面、

ナデ。内面、横方向のヘラミガキ。

色調 暗茶褐色。

胎± 0.1～ 0 2cm

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

口縁部内面に煤付

着。

甕
形
土
器

19-172 溝 1

第 2層

口径 40.5

器高 (5.4)

〇口縁部、体部上半残存。口縁部は

内面に丸みをもって外反する。口

縁端都は下外方へ拡張する。

O口縁部内外面、ヨコナデ。内面、

横方向のヘラミガキ。他は磨減の

ため調整不明。

O口縁部外面、刺突文。

色調 暗茶褐色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

口縁部内面に煤付

着。

杯

19-173 溝 1

第 2層

回径 12.3

器高 (2.5)

O底部は欠損。体部からなだらかに

開 く口縁部。口縁端部はわずかに

外方へ突出 し、内傾 して面をもつ。

明赤掘色。

精良。

調
　
　
土

色
　
　
胎
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器種
口万
口万

番
番

図
版

挿
図

遺 構 名
出土層位

法量 (cm)
特       徴

○形態  ○技法  ○支様
備   考

O口縁部内外面、ヨコナデ。体部内

外面、ナデc外面に指頭圧痕が残

る。

○杯部内面、正放射状の暗文。

杯

19-W4 溝 1

第 2層

口径 11.8

器高 (4.4)

○底部は丸底。深い椀状の杯。丸み

をもつ体都からなだらかに開 く口

縁部。口縁端都はわずかに外方ヘ

突出し、内傾 して面をもつ。

O口縁部内外面、ヨコナデ。外面上

半、ナデ。下半、ヘラケズリ。内

面、ナデ。外面上半には指頭圧痕

が残 る。

○杯部内面、正放射状の暗文。

調
　
　
土

色
　
　
胎

明赤褐色。

精良。

杯

19-175 溝 1

第 2層

口径 10.7

器高 (4.0)

○底吉[は 丸底 と平底の中間。底部から

口縁部 にかけてなだらかなカーブ

をえがく。日縁部は直立気味 に開

く。日縁端面は内傾 して面をも現

O口縁部内外面、ヨコナデ。体部内

外面、ナデ。

O杯吉[内 面、正放射状の暗文。

調
　
　
土

色
　
　
胎

明赤褐色。

精良。

杯

19-176 溝 1

第 2層

口径 13.1

器高 (3.1)

○底部は欠損。底部から体部 にかけ

てなだらかなカーブをえがく。ロ

縁部は直立する。口縁端部は尖 り

気味。

O口縁部内外面、ヨコナデ。体部内

外面、ナデ、外面には指頭圧痕が

残 る。

O杯部内面、斜方向の暗文。

調
　
　
土

色
　
　
胎

明赤掘色。

精良。

甕

19-177 溝 1

第 2層

腹径 17.0

器高(7.1)

○回縁部、体部上半残存。口縁端部

は欠損。 くの字に外反する口縁部(

体部はあまり張 らない。

O回縁部外面、ヨコナデ。内面、Rl」

毛目。体吉I外面上半、縦方向の刷

色調 暗褐色。

胎土 精良。

内外面とも煤付着。

―- 35 -―
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器種
挿図番号
図版番号

違 構 名
出土層位

法量 (cm)
特        徴

○形態  ○技法  O文 様
備   考

毛目。下半、未調整。指頭圧痕が

残 る。内面、横方向の刷毛目。

一島
　
杯

19-178

10-178

溝 1

第 2層

脚裾径11.0

器高 (8.2)

○脚台部残存。中空の脚柱部。丸み

をもって大 きく開く裾都。裾端部

は丸 くおさまる。

○外面、ナデ。脚柱部内面、絞り目。

裾部内面、布目。

色調 明赤褐色。

胎土 精良。

内面に煤付着。

一島
　
杯

19--179 溝 1

第 2層

器高 (8.1) ○脚柱部のみ残存。半中実の細長い

脚柱部。

O内外面、ナデ。外面は縦方向にナ

デつけてあるために面がみられる。

色調 明赤褐色。

胎土 精良。

杯
　
蓋

19-180 溝 1

第 2層

口径 10.6

器高 (2.3)

○口縁部は外方へ開 く。回縁端部は

尖 り気味。天丼部 と口縁部の境 に

稜 をもつ。

O内外面とも回転ナデ。

色調 灰色。

胎土 密。

焼成 良好、堅緻。

杯
　
蓋

19-181 溝 1

第 2層

口径 15.7

器高 (2.9)

○口縁部は外方へ開く。日縁端部は

丸くおさまる。天丼部 と口縁部の

境 に稜 をもつ。

O天丼部、回転ヘラケズリ。他は回

転ナデ。

色調 灰色。

胎土 密。

最大0.4cmの小石

を含む。

焼成 良好、堅緻。

杯

19-182 溝 1

第 2層

口径 13.9

受部径15.6

たちあがり高

1.6

器高 (2.5)

Oた ちあがりは直立する。日縁端部

は丸くおさまる。受部は水平にの

びる。

○内外面とも回転ナデ。

色調 灰色。

胎土 密。

焼成 良好、堅緻。

霊

19-183 溝 1

第 2層

口径  6.5

器高 (3.0)

○口頸郡のみ残存。外傾する口縁部 (

口縁端部は丸 くおさまる。

○内タト面とも回転ナデ。

O頸部外面、凹線文。

色調 灰色

胎土 密。

焼成 良好、堅緻。
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器種
挿図番号
図版番号

名
位構

岬
遺
出 法量 (cm)

特       徴
○形態  ○技法  ○文様

備   考

甦

19--184 溝 1

第 2層

回径 16.2

器高 (2.4)

〇口縁部のみ残存。大 きく開 く回縁

吉[。 口縁端部は丸 くおさまる。頸

部 との境には凹線がめぐる。

○内外面とも回転ナデ。

色調 暗灰色。

胎土 密。

焼成 良好、堅緻。

甕

19-185 溝    1

第 2層

口径 19.2

器高 (2.0)

○口頸部のみ残存。外反する口縁部(

口縁端部は外方へ丸く肥厚する。

○内外面とも回転ナデ。

灰白色。

密。

不良、軟質。

調
　
　
生
　
　
成

色
　
　
胎
　
　
焼

広
口
壷
形
土
器
Ａ

20-186 溝 1

第 1層

口径 16.4

器高 (2.0)

○口頸部のみ残存。外反 して大 きく

開 く回縁部。口縁端著Iは 面をもつ(

○口縁部内外面、ヨコナデ。外面、

縦方向のヘラミガキ。内面、横方

向のヘラミガキ。

○口縁部外面、波状文(1単位 3本比

色調 淡茶灰色。

胎± 0.lcm程 度

の砂粒。

広
口
壷
形
土
器
Ａ

20-187 溝 1

第 1層

口径 20.6

器高 (5.8)

○口頸菩Iの み残存。頸部からなだら

かに外反する口縁部。口縁端部は

上方にわずかに、下外方に大 きく

拡張する。

○回縁部内外面、ヨコナデ。頸部外

面、ナデ。内面上半、横方向の刷

毛目。下半、ナデ。

O回縁部外面、波状文(1単位 9本 )、

内面、扇形文(1単位 9本 )。

色調 淡黄赤色。

胎± 0.lcm程 度

の砂粒。くさり礫。

広
口
壺
形
土
器
Ａ

20-188 溝 1

第 1層

口径 25.6

器高 (3.0)

○口頸部のみ残存。なだらかに外反

する口縁部。口縁端部は下方へ拡

張する。

○口縁部内外面、ヨヨナデ。内外面

ナデ。

O口縁部外面、簾状支(1単位 6本兆

色調 茶褐色。

B台± 0,1～ 0.2cm

の砂粒。角閃石、

金雲母。

生駒西麓産。

細
頸
壷
形
土
器

20-189 溝 1

第 1層

口径  7.9

器高 (3.9)

○口頸都残存。外傾する直口。口縁

端菩bは 九 くおさまる。

O回縁部内外面、ヨコナデ。他、内

色調 淡褐色。

胎± 0 1cm程 度

の砂粒。
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器種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位

法量 (cln)
特       徴

○形態  O技 法  ○文様
備   考

外面、ナデ。内面には指頭圧痕が残

る。

外面に煉付普。

高
杯
形
土
器

20-190 溝 1

第 1層

脚裾径17.8

器高 (2.0)

○脚裾郡のみ残存。大 きく広がる裾

郡。裾端部は上、下にわずかに拡

張 して、面をもつ。

○裾端吉[、 ヨコナデ。外面、縦方向

のヘラミガキ。内面、ヨコナデ。

色調 淡褐灰色。

胎± 0.lcm程 度

の砂粒。

鉢
形
土
器

20-191 溝 1

第 1層

口雀: 34.4

腹径  34.7

器高 (7.1)

○底部は欠損。体部からゆるやか

に内彎する回縁部。口縁端部は

内外へ肥厚 してT字状 を呈す。

体部は九みをもつ。

○口縁部内外面、ヨコナデ。体部

内外面、ナデ。

O口縁下端、体部外面、凹線文。

色調 淡黄褐色。

胎± 0.lcm程 度

の砂粒。金雲母。

体都外面下半に黒

斑。

甕
形
土
器

20-192 溝 1

第 1層

口径 14.7

器高 (4.7)

O口縁郡、体部上半残存。 くの字に

外反する口縁部。口縁端部は上方

に拡張する。回縁端面は凹面を呈

する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。体部外

面、刷毛目。内面、ナデ。

色調 淡黄褐色。

胎± 0.lcm程 度

の砂粒。

外面に煤付着。

甕
形
土
器

20-193 溝 1

第 1層

日径 28.8

器高 (4.5)

○口縁部、体部上半残存。 くの字に

外反する口縁部。口縁端部は上、

下に拡張する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。他は磨減

のため調整不明。

色調 灰白色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。

甕
形
土
器

20-194 溝 1

第 1層

口径 28.4

器高 (2.9)

○口縁部のみ残存。斜め上方に外折

する口縁部。口縁端部は上、下 に

拡張する。

○口縁部内外面、ヨコナデ。

○口縁書I外面、内面、凹線文。

色調 淡褐色。

胎± 0,lcm程 度

の砂粒。

甕
形
土
器

20-195 溝 1

第 1層

回径 36.1

器高 (4.6)

○回縁郡、体部上半残存。 くの字に

外反する回縁郡。回縁端部は上、

下に拡張する。

色調 明茶黄色。

胎± 0。 lcm程度

の砂粒。

1ま
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種
口石
口万

番
番

図
版

挿
図

名
位構

岬
追
出 法量 (cm)

特       徴
○形態  ○技法  O文 様

備   考

○口縁部内外面、体吉[外面、ヨコナ

デ。内面、磨減のため調整不明。

O体部外面、斜線文。

甕
形
土
器

20--196 溝 1

第 1層

口径 39.0

器高 (4.2)

○口縁部、体部上半残存。内面に丸

みをもって外反する口縁郡。口縁

端部は下外方へ拡張する。

○内外面、ヨコナデ。内面に指頭圧

痕が残 る。

色調 暗茶褐 色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。角閃石。

生駒西麓産。

杯

20-197 溝 1

第 1層

口径  8.9

器高 (3.4)

○底部は欠損。深 い椀状の杯。丸み

をもつ体部から内彎する回縁都。

口縁端部は内傾 して面をもつ。

○内外面ともにヨコナデ。

色調 明赤褐色。

胎土 精良。

杯

20-198

10-198

溝 1

第 1層

口径  8.4

器高 3.1

○全体の%残存。小型の杯。尖 り気

味の丸底。開く口縁著卜をもつ。口

縁端部は内方に傾斜 して面をも曳

内底面中央は親指大の凹みがある。

○口縁部内外面、ヨコナデ。底部外

面、未調整。内面、ナデ。

色調 明赤褐色。

胎土 精良。

杯

20-199 溝 1

第 1層

口径 14.2

器高 (4.2)

○底部は欠損。丸みをもつ体部から

なだらかに開く口縁著b。 口縁端部

はわずかに外方へ突出し、内傾 し

て面をもつ。

O口縁音b内外面、ヨコナデ。他は磨

減のため調整不明。外面下半には

指頭圧痕が残る。

色調 明赤褐色。

胎土 精良。

甕

20-200 溝 1

第 1層

口径 12.4

器高 (4.4)

○回縁部、体部上半残存。 くの字に

外反する口縁部。口縁端部は丸く

おさまる。体部は張 り出さない。

○口縁都外面、磨減のため調整不明。

内面、横方向の刷毛目。体部外面

刷毛目。内面、ナデ。

色調 明赤褐色。

月台」L 良。 くさり

礫。

甕

20-201 溝 1

第 1層

口径 25.4

器高 (3.5)

○口縁菩I、 体部上半残存。大 きく外

反 して開く口縁部。口縁端都は面

をもつ。口縁端部下端近 くには凹

線が一条めぐる。

色調 明赤褐 色。

月台」二 良。 く さり

礫。
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器種
挿図番号
図版番号

名
位構

焼
遺
出 法量 (cm)

特        徴
○形態  ○技法  ○文様

備   考

○口縁部内外面、ヨコナデ。体部内

外面、磨減のため調整不明。

杯
　
蓋

20-202 溝 1

第 1層

口径 17.2

器高(3.3)

○天丼部 から口縁部 にかけてゆるや

かな丸みをもってくだる。口縁部

は外方へ開 く。口縁端部は内傾 し

て面をもつ。天丼部 と口縁部の境

には凹線が認められる。

O天丼部外面、回転ヘラケズリ。他は

回転ナデ。

色調 灰色。

胎土 密 c

焼成 良好、堅緻。

杯
　
蓋

20-203 溝 1

第 1層

口径 13.6

器高 (2.8)

○天丼部 から口縁部 にかけてゆるや

かな丸みをもって くだる。口縁菩I

はまっす ぐにくだる。口縁端著bは

丸 くおさまる。天丼部 と口縁部を

分ける凹線 も稜 も認められない。

O天丼部外面、回転ヘラケズリ。他は

回転ナデ。

色調 青灰色。

胎土 粗。

O.2～0.4cmの /Jヽ 石。

焼成 良好、堅緻。

杯
　
蓋

20-204 溝 1

第 1層

口径 14.2

器高 (2.3)

○回縁部は外方へ大 きく開 く。口縁

端部は九 くおさまる。

O内外面 とも回転ナデ。

O口縁部外面、刻み目。

色調 灰色

胎土 やや密。

焼成 良好、堅緻。

杯

20-205

10-205

溝 1

第 1層

口径 12.5

受部径14.2

たちあがり高

1.1

器高(3.7)

○たちあがりは内傾する。口縁端部

は九 くおさまる。受部は水平にの

び、端部は丸 くおさまる。底郡は

丸みをもつ。

O底部外面、約%、 回転ヘラケズリ。

他は回転ナデ。内面中央部 には回

転ナデの上 に一定方向のナデを加

える。ロクロは右 まわり。

色調 灰自色。

胎土 やや粗。

焼成 不良、やや

軟質。

杯

20-206

10-206

溝 1

第 1層

回径 12.:

受部径14.5

たちあがり高

0.9

器高  3.6

○たちあがりは内傾 した後、角度を

変 えて直立気味に内傾する。口縁

端部は尖 り気味。受部は水平にの

び、端部は丸 くおさまる。底吉印よ痛毛

O底部外面約%、 回転ヘラケズリ。

他は回転ナデ。ロクロは右まわり。

たちあがりはオリコミ。

色調 青灰色。

胎土 密。

焼成 良好、堅緻。

受部に重ね焼の痕

跡がある。

は
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器種
口万
口万

番
番

図
版

挿
図

遺 構 名
出土層位

法量 (cm)
特        徴

○形態  ○技法  O文 様
備   考

杯

20-207 溝 1

第 1層

回径 13.3

受部径15.6

たちあがり高

1.1

器高 (3.3)

○たちあがりは、ほぼ直立する。回

縁端部は九 くおさまる。受部はほ

ぼ水平 にのび、端部は九くおさま

る。

O底部外面、回転ヘラケズリ。他は

回転ナデ。

色調 暗灰色。

胎土 密。

焼成 良好、堅緻。

受部 に重ね焼時の

蓋の熔着がみ られ

る。

杯

20-208 溝 1

第 1層

口径 12.0

受部径14.4

たちあがり高

0,9

器高  3.3

○たちあがりは内傾する。日縁端部

は九 くおさまる。受部は水平にの

び、端部は丸 くおさまる。底郡は

痛平。

O底部外面約%、 回転ヘラケズリ。

他は回転ナデ。内面中央音[に は回

転ナデの上から一定方向のナデを

カロえる。ロクロは右 まわり。

色調 灰自色。

胎土 密。

焼成 良好、堅緻。

杯

20-209 溝 1

第 1層

口径 10.1

受部径12.5

たちあがり高

0.8

器高(28)

○たちあがりは内傾する。端部は九

くるさまる。受部は水平にのび、

端菩bは 丸 くおさまる。

○底部外面、回転ヘラケズリ。他は

回転ナデ。

色調 灰色。

胎土 密。

焼成 良好、堅緻。

杯

20--210 溝 1

第 1層

口径 12.1

受部径14.2

たちあがり高

1.0

器高 (2.3)

○たちあがりは内傾 した後、直立す

る。口縁端部は丸 くおさまる。受

部は水平にのび、端部は丸くおさ

まる。底部はおそらく扁平。

O底部外面、回転ヘラケズリ。他は

回転ナデ。

色調 灰色。

胎土 密。

焼成 良好、堅緻。

杯
　
蓋

20--211 溝 1

第 1層

回径  9.6

かえり径

8.0

器高 (1.4)

○杯身をさかさまにした蓋。口縁端

部は丸 くおさまる。かえりは口縁

端部 よりも下方に突出する。かえ

り
'需

菩5は りこる。

○天丼部外面、回転ヘラケズリ。他

は回転ナデ。かえりはオリコミ。

色調 灰色。

胎土 密。

焼成 良好、堅緻。

は
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器種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位

法量 (cm)
特        徴

〇形態  ○技法  ○文様
備   考

杯
　
蓋

20--212 溝 1

第 1層

口径 10.1

かえり径

8.0

器高 (1.2)

O杯身をさかさまにした蓋。口縁端

音Bは 九 くおさまる。 かえりは口縁

端部 よりも下方にならび、かえり

部は丸 くおさまる。

○天丼部外面、回転ヘラケズリ。他

は回転 ナデ。

色調 灰色。

胎土 密。

焼成 良好、堅緻。

甕

20--213 溝 1

第 1層

口径 12.1

器高 (2.1)

○口頸部のみ残存。外反する口縁部c

口縁端部は外方へ丸 く肥厚する。

○内外面とも回転ナデ。

色調 暗灰色。

胎土 密。

焼成 良好、堅緻。

ム
ロ
　
部

20--214 溝 1

第 1層

脚裾径10.2

器高 (3.9)

○脚台部下半のみ残存。台部は裾部

近 くで内屈 してふんばる。脚柱郡

は長方形の透 しの痕跡がある。

○脚台部内外面、回転ナデ。

色調 暗灰色。

胎土 密。

焼成 良好、堅緻。

ムロ
　
　
微印

20-215 溝 1

第 1層

器高 (3.5) ○脚台部下半残存。裾部は欠損。台

部は裾郡近 くで内屈する。脚柱郡

と台吉Sの境 には鋭い凸線がめぐる。

○内外面 とも、回転ナデ。

色調 灰色。

胎土 密。

焼成 良好、堅緻。

高
杯
形
土
器

20--216 溝 1

第 1層

脚裾径11.5

器高(1.2)

○裾部のみ残存。大 きく開 く裾郡。

裾端部は上、下にわずかに拡張す

る。

O内外面とも、回転ナデ。

色調 灰色。

胎土 密。

焼成 良好、堅緻。

ム
田
　
部

20-217 溝 1

第 1層

器高 (5.5) ○脚柱部残存。太 く、短い脚柱部。

脚柱部 と台部の境 には鋭い凸線が

めぐる。透 しの形状、数は不明。

O内外面 とも、回転ナデ。杯部接合

面には密着するように同心円文が

施 されている。

色調 淡灰褐色。

胎土 密。

焼成 酸化状態 に

よる焼成。

高
杯
形
土
器

20-218 溝 1

第 1層

脚裾径18.5

器高(4.0)

○脚台部残存。なだらかに開 く裾部。

裾端部は下方へわずかに拡張 して

面をもつ。透 しの形状、数は不明c

O内外面 とも回転ナデ。

暗灰色。

密。

良好、堅級。

調
　
　
土
　
　
成

色
　
　
胎
　
　
焼

は残存値
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器種
挿図番号
図版番号

名
位構

蝉
遺
出 法量 (cm)

特        徴
○形態  ○技法  O文 様

備   考

高
杯
形
土
器

20--219 溝 1

第 1層

器高 (10.2) ○脚柱部残存。裾部は欠損。太い脚

柱部。脚柱吉[か ら裾菩Бにむかって

なだらかなカーブをえがく。 3方

向に透 しがみられるが、透 しの上

半が穿孔 しきっていない。下半に

ついては欠損のためはっきりしな

い 。

○脚柱部上半内面、絞 り目。他は回

転ナデ。

色調 明赤褐色。

胎土 密。

焼成 酸化状態 に

よる焼成。

高
杯
形
土
器

20--220 溝 1

第 1層

器高 (9.5) ○長脚 2段透 しの脚柱部。裾郡は欠

損。 脚柱吉Bか ら裾吉5に むかってな

だ らかなカーブをえがく。透 しは

おそらく2方向。透 し間には、凹

線が 2本 めぐる。

O内面上半、絞 り日、外面、カキロ。

他は、回転ナデ。

色調 灰色。

胎土 良。

焼成 良好、堅緻。

小
　
皿

20--221 溝 2 口径  6.7

器高 (1.3)

○丸みをおびた平底。口縁吉[は ゆる

やかなカーブをえがいてたちあが

る。口縁端部は丸 くおさまる。

○口縁部内外面、内底面、ナデ。他

は未調整。

色調 明茶色。

月台±  0.1^ヤ 0.2cm

の砂粒。

小
　
皿

20--222 溝 2

上 層

回径  7.5

器高 (1.0)

○平底。口縁部は外上方に内彎気味

にたちあがる。口縁端吉bは 九くVD‐

さまる。

○内外面とも磨減のため調整不明。

色調 淡黄茶色。

胎± 0。 lcmの 砂

粒。

小
　
皿

20--223 溝 2 口径  7.5

器高 (1.2)

○平底。口縁部は外上方に内彎気味

にたちあがる。口縁端部は丸くお

さまる。

〇内外面とも磨減のため調整不明。

色調 淡黄色。

胎± 0。 1～ 0.2cm

の砂粒。

小
　
皿

20-224 溝 2 口径  7.5

器高 (0.8)

○底部は欠失。口縁部は外上方に外

反気味 に開 く。口縁端吉[は 丸くお

さまる。

○内外面とも磨減のため調整不明。

色調 淡黄色。

胎± 0。 lcmの 砂

粒。

は
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器種
口万
口万

番
番

図
版

挿
図

名
位構

鍵
違
出 法量 (cm)

特       徴
○形態  O技 法  O文 様

備   考

小
　
皿

21 --225

11--225

溝 2 口径  7.8

器高 1,75

○丸みをrD・ びた平底。口縁部はゆる

やかなカーブをえがいてたちあが

る。日縁端部は丸 く肥厚する部分

とス トレー トに丸 くおさまる音I分

がある。

○口縁部外面、ナデ。口縁部内面、

内底面、磨減のため調整不明。他

は未調整。

淡黄茶色。

0,lcmの砂

調
　
　
土
　
ｏ

色
　
　
胎

粒

小
　
皿

21-226 溝 2 口径  7.2

器高  1,1

○平底。口縁部は外上方に直線的に

たちあがる。回縁端部は尖 り気味

に丸 くおさまる。

○口縁部内外面、ヨコナデ。他は未

調整。

色調 淡黄色。

胎± 0.lcmの 砂

粒。 くさり礫。

小
　
皿

21-227

11-227

溝 2 口径  7.4

器高  1.1

○上げ底。口縁部は外上方に直線的

にたちあがる。日縁端部は丸くお

さまる。

○内外面 とも磨減のため調整不明。

色調 淡灰褐色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。 0.5cmの

小石。

小
　
皿

21-228 溝    2 口径  9,1

器高 (1.2)

○底部は欠失。口縁部は外反 し、端

部は丸 くおさまる。

○口縁部内外面、ヨコナデ。他はナ

デ 。

色調 黒灰色。

胎± 0.lcmの 砂

粒。

小
　
皿

21 -229 溝 2

上 層

口径 10.8

器高 (1.9)

○底部は欠失。口縁部は大 きく開く。

回縁端部は九 くおさまる。

O口縁部内外面、ヨコナデ。他は未

調整。

色調 茶褐色。

胎± 0.lcmの 砂

粒。

皿

21-230 溝 2

上 層

口径 13.6

器高 (2.7)

O底部は欠失。回縁部は大 きく開く。

口縁端部は外方へつまみ出す。

O口縁部内外面、ヨコナデ。他は未

調整。

色調 茶褐色。

胎± 0.lcmの 砂

粒。

皿

21-231 溝 2

上 層

口径 12.2

器高 (2.2)

○底部は欠失。口縁部はゆるやかな

カーブをえがいたのち、直立気味

にたちあがる。口縁端部は九くお

さまる。

○回縁部内外面、ヨコナデ。内面ナ

色調 明赤掘 色。

胎土 精良。

―- 44 -―



器種
挿図番号
図版番号

名
位構

餌
遺
出 法量 (cm)

特        徴
○形態  ○技法  O文 様

備   考

デ。外面、未調整。

椀

21-232 浮尊  2 口径 15.5

器高 (3.9)

○底部は欠失。口縁部は大 きく外反

する。口縁端部は丸 くおさまる。

○内外面ともヨコナデ。

色調 明赤褐色。

胎土 精良。

椀

21-233 溝 2 口径 14.4

器高 (2.4)

○底部は欠失。日縁部は大 きく開く。

口縁端部は内傾 して面をもつ。

○口縁部内外面、ヨコナデ。

O内面の暗文は細い。外面にも暗文

がみられる。

色調 暗灰色。

胎土 精良。

台
脚
部

21-234 溝 2 裾音[径 13.5

器高 (2,4)

○ゆるやかに開く裾部。裾音Iは垂直

に下 り、面をもつ。

O内外面 とも回転ナデ。

色調 灰白色。

胎土 精良。

望

21 -235 溝 2 口径 10.1

器高 (2.3)

〇口頸部のみ残存。筒状の頸部。短

く外反する国縁吉B。 口縁端部は面

をもつ。

O内外面とも磨減のため調整不明。

口縁下 には指頭圧痕が残る。

色調 淡褐色。

胎± 0.1～ 0.3cm

砂粒 。

火
入
れ

21-236 溝 2 口径  18.4

鍔部径22.0

器高 (4.5)

○直立する口縁部。口縁端部は丸く

おさまる。鍔部は/1ヽ さく、 水平に

付 く。

O磨減のため調整不明。

色調 紫黒色。

胎土 良。

悟
　
鎌

21-237

11--237

溝 2 口径 27.9

器高 (9,3)

○底部は欠失。外傾する体都。口縁

端部からl cm前後下方を強 くなで

ることによって、回縁部に外傾す

る面をつ くる。

O口縁部内外面、ナデ。体都外面、

ヘラケズリ。内面、ナデののち、

維位の播目(31本以上)。

色調 灰自色。

月台±  0.2-ヤ 0.4cm

の砂粒。

焼成 良、やや堅緻 (

須恵質に近い瓦質 (

羽
　
釜

21-238

11-238

溝 2

下 層

口径  21,7

鍔部径25.6

鍔幅  1.9

○底部は欠失。外傾気味に直立する

有段の口縁部。¢孝部は内彎 しなが

ら水平にのびる。体部は張 り出さ

ず、回縁部の方が大 きい。

色調 暗灰褐色。

胎± 0.1～ 0.3cm

の砂粒。
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器種
挿図番号
図版番号

名
位構

餌
遺
出 法量 (cm)

特        徴
○形態  O技 法  ○文様

備  考

器高 (9.5) O口縁部内外面、ナデ。体部外面、

ヘラケズリ。内面、刷毛 目。鍔部

内外面、ナデ。

須恵質に近い瓦質。

回縁部、鍔部、体
部上半、外面に煤

付着。

羽

　

釜

21-239 溝 2

上 層

口径 19.9

鍔部径26.4

鍔幅  1.9

器高 (6.1)

○底部は欠失。内傾する有段の口緑

部。鍔部は水平にのびる。体部は

丸みをもつ。

○口縁部内外面、ナデ。体部外面、

ヘラケズリ。内面、刷毛目。鍔部

内外面、ナデ。

色調 黒灰色。

月台±  0 2～ 0.3cm

の砂粒。

羽
　
釜

21-240 溝 2 口径 21.4

鍔音[径27.2

鍔幅  2.0

器高 (3.9)

○内傾する有段の口縁部。鍔部は水

平にのびる。

○口縁部内外面、ナデ。体部外面、

刷毛目①鍔部内外面、ナデ。

色調 黒灰色。

胎± 0.1～ 0.3cm

の砂粒。

羽
　
釜

-241 溝 2 口径 24.9

鍔部径30.6

鍔幅  2.2

器高 (5,0)

○わずかに内傾する有段の回縁部。

鍔部は水平にのびる。

○口縁部内外面、ナデ。体部外面、r

ラケズリ。内面は磨減のため調整

不明。鍔部内外面、ナデ。

色調 黒色。

胎± 0.1～ 0.3cm

の砂粒。

甕

21-242

11-242

溝 2

下 層

口径 26.6

器高 (6.0)

○短 く外折する口縁郡。口縁端部は

九くおさまる。体部は大きくFk.る。

O回縁部内外面、ナデ。体部外面、

平行タタキ (4本 /cm光 内面、ナ

色調 灰自色。

胎± 0,1～ 0.2cm

の砂粒。

須恵質に近い瓦質。

甕

-243 溝 2

上 層

口径 34.7

器高(5.9)

○体部から内彎したのち、外反する口

縁部。口縁部は大きく】巴厚し、九

みをもつ。

○回縁部内外面、ナデ。体部外面、

平行タタキ (2本 /cHl兆 内面、横

方向の刷毛目ののちナデ。

色調 灰色。

胎± 0,1～ 0.2cm

の砂粒。

甕

-244 溝 2

上 層

口径 34.5

器高 (6.3)

○内傾気味にたちあがったのち、外

反する日縁部。口縁端部は丸くお

さまる。

灰色。

0,lcmの 秒

調
　
　
土

色
　
　
胎

は
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器種
口万
日万

番
番

図
版

挿
図

名
位構

媚
遺
出 法量 (cm)

特        徴
○形態  ○技法  ○文様

備   考

○口縁部内外面、ナデ。体部外面、

平行 タタキ (2本 /cm)。 内面、横

方向の刷毛目ののちナデ。

粒。

練

鉢

22--245 土竣 1 口径
｀
27.8

器高 (5.8)

○口縁部、体部上半残存。外傾する

回縁部。口縁端部から l cm前 後下

方を強 くなでることによって、口

縁端部に外傾する面をつ くる。

○口縁部内外面、ナデ。体部外面、

横方向のヘラケズリ。内面、刷毛

目。

色調 黒灰色。

(口縁部のみ灰色光

月台■  0.1^-0.2cm

の砂粒。

羽

　

釜

22-246 土羨 1 口径 25。 3

鍔部径37.7

鍔幅  2.9

器高 (9.4)

○大型の羽釜。内傾する口縁部。鍔

部は水平にのびる。

○口縁部内外面、体部内面、ナデ。

体部外面、横方向のヘラケズリ。

色調 暗灰白色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。

甕

22-247 土残 1 口紀ζ  34.6

底径 26.2

○腹部は欠失。直立気味に立ちあが

ったのち、タト反する回縁部。口縁

端部は丸 く】巴厚する。底部は上げ

底。

O口縁部内外面、ナデ。体部外面、

平行タタキ (1本/cmち 体部、底

部内面、刷毛目。底面下半外面、

ヘラケズリ。(ヘ ラケズリは平行 タ

タキの後に施す)外底面の周辺は

ヘラケズリ。中央はナデ。

色調 黒褐色。

月台二L  O.1-0.2cm

の砂粒。

套

22--248 土羨 1 底径 29,0

器高 (10.1)

○口縁部、体部上半、底面は欠失。

O体音[、 底部上半外面、平行 タタキ

(2本/cm比 底部下半、底面外面、

ヘラケズリ。(ヘ ラケズリは平行 タ

タキの後に施す)内面、刷毛目。

色調 灰掲茶色。

】台±  0.1--0.5Cm

の砂粒。

小
　
皿

23--249 土渡 2 口径  8.8

器高 (1.9)

○底部は欠失。体部からなだらかに

開く口縁部。

O口縁部内外面、体部内面、ナデ。

外面は未調整。

色調 灰黒色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。

は
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器種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位

法量 (cm)
特       徴

○形態  ○技法  ○文様
備   考

小
　
皿

23-250 土躾 3 口径  6.3

底径  3.8

器高 (1,0)

○平底。口縁部はゆるやかなカーブ

をえがいてたちあがる。口縁端菩[

は丸くおさまる。

O口縁部内外面、内底面、ナデ。外

面、未調整。

色調 明赤褐色。

月台上  0.1～ 0.2cm

の砂粒。

小
　
皿

23-251 土獲 3 口径  7.8

底径  6.2

器高 (1.7)

○丸みをおびた平底。口縁部は外反

してたちあがる。

○口縁部内外面、ヨコナデ。他はナ

ア 。

色調 淡黄褐色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の秒粒。

一局
　
杯

23-252 土竣 3 器高 (4.6) ○脚柱部残存。中空の脚柱部。

O内外面とも、磨減のため調整不明。

色調 明赤褐色。

胎± 0.1～ 0,2釦

の砂粒。

播
　
鎌

23-253 土壊 3 口径 31.2

器高(6.7)

○口縁音[、 体部上半残存。外傾する

体部。口縁端部からl cm前後、下方

を強 くなでることによって、口縁

部 に外傾する面をつ くる。

○口縁部内外面、ナデ。体部外面、

ヘラケズリ。内面ナデののち、縦

位の播目 (17本以上 )。

色調 灰自色。

打台± 0,1～ 0.2cm

の砂粒。

練
　
鉢

23--254 土療 3 口径 30.1

器高 (4.7)

○口縁都、体吉[上半残存。外傾する

体部。口縁端部からl cm前後、下

方を強 くなでることによって、口

縁部 に外傾する面をつ くる。

○内外面とも祭」離のため調整不明。

色調 灰白色。

胎± 0。 1～0.2伽

の砂粒。

外面に煤付着。

羽
　
釜

23-255 土装 3 口径 27.2

器高 (5.2)

〇わずかに内傾する有段の口縁部。

鍔部はほぼ水平にのびる。

○口縁部外面、鍔部、ナデ。

ナデの上から一部刷毛目。

面、ヘラケズリ。

は

外

面

部

内

体

色調 灰自色。

胎± 0.1～ 0,2cm

の砂粒。

体部外面に煤付着。

甕

23-256 土竣 3 回径 36.7

器高 (7.1)

○内傾 したのち、外反する口縁部。

○口縁部内外面、ナデ。体部外面、

平行タタキ (1本/cm)。  内面、

横方向のヘラミガキ。

色調 黒茶色。

胎± 0.1～ 0,3cm

の砂粒。
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器種
挿図番号
図版番号

名
位構

郊
追
出 法量 (cm)

特        徴
○形態  〇技法  ○文様

備   考

小
　
皿

23-257 土羨 4 回径  9.1

器高 (2.4)

○大 きく外傾 して開 く口縁部。

O内外面 ともナデ。

調
　
　
土
　
ｏ

色
　
　
胎

粒

明黄茶色。

0,lcmの砂

杯

23--258 土羨 4 口径 15.4

器高(2.9)

○丸みをもってたちあがる口縁部。

口縁端部は丸 くおさまる。口縁部

内面には沈線が 1本 めぐる。

O内外面ともナデ。

色調 明赤掘色。

胎± 0.1～ 0。 2cm

の砂粒。

杯

23--259 土装 4 口径  8.1

器高 ('3.4)

○杯蓋 をさかさまにした身。口縁部

はやや外方へ開 く。回縁端部は尖

り気味。

○底部外面%、 回転ヘラケズリ①%
ヘラ切 り未調整。他は回転ナデ。内

底面中央には一定方向のナデを加

える。

色調 灰色。

胎土 やや粗。

最大0,4cmの小石。

焼成 良好、堅緻。

杯

23-260 土竣 4 口径  7.7

器高(2.8)

○杯蓋 をさかさまにした身。日縁部

はやや外反 して開 く。口縁端部は

丸 くおさまる。

O内外面とも回転ナデ。

色調 暗灰色。

胎土 粗。

焼成 良好、堅緻。

悟
　
鉢

23-261 土娯 4 口径 27.9

器高 (5.1)

○口縁都、体部上半残存。外傾する

口縁部。口縁端部 からl Cm前後、

下方をなでることによって、口縁

部にやや直立する面をつ くる。

○口縁部内外面、ナデ。体部外面、

横方向のヘラケズ リ。内面、刷毛

目ののち、縦位の搭目(14本以上 )。

色調 黒色。

胎± 0.1～ 0,3cm

の砂粒。

甕

23-262 土残 5 口径 18.0

器高 (2,9)

○口頸部のみ残存。外反する日縁部。

O頸部外面、平行タタキののち回転

ナデ。他は回転ナデ。

色調 灰色。

胎土 密。

焼成 良好。堅緻。

橋
　
鉢

23-263 井戸 1 口径 23.1

器高 (5.0)

〇口縁部、体部上半残存。外傾する

口縁部。口縁端部は丸く】巴厚する。

○内外面ともナデ。体部内面ナデの

のち糟日 (5本以上 )。

色調 黒灰色。

(光沢あり)

胎± 0。 1～ 0.2cm

の砂粒。
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器種
挿図番号
図版番号

名
位構

襲
違
出 法量 (cm)

特       徹
〇形態  ○技法  ○文様

甕

23-264 井戸 ユ 口径 26.9

器高 (5.0)

○内彎 したのち、外反する日縁部。

口縁端部は九く】巴厚する。

○口縁部内外面ともナデ。体部外面、

平行タタキ (2本/cm)。 内面、刷毛

目。

色調 灰自色。

胎± 0.1～0.2cm

の砂粒。

小
　
皿

23-265

11--265

建物 4

(H.11)

口径  8.1

器高 (1.3)

○平底。口縁部は外上方へたちあが

る。 口縁端部は九 くおさまる。

O回縁部内外面、内底面、ナデc外
面、未調整。

色調 淡赤褐色。

胎± 0.lcmの 砂

粒。

小
　
皿

23-266 建物 4

(H.11)

口径  7.6

器高 (1.3)

○底部は欠失。日縁部は外上方へた

ちあがる。日縁端部は丸 くおさま

る。

○内外面ともナデ。

色調 淡褐色。

晴± o.1～ o.2cm

の砂粒。

小
　
皿

23-267 建物 4

(H.11)

口径  7.5

器高  1,3

○底面にゆるやかな凹凸がみられる。

日縁音[は外反する。回縁端部は丸

みをもつ。

O口縁吉[内外面、内底面、 ナデ 。外

面、未調 整。

色調 淡黄色。

月台± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。

皿

23-268

11-268

建物 4

(H.11)

口径 113

器高 (2.8)

O丸底。大 きく開く口縁部。口縁端

部は丸 くおさまる。

○口縁都外面、ヨコナデ。底吉[外面

未調整、指頭圧痕が残 る。内面は

磨滅のため調整不明。

色調 灰白色。

胎土 やや粗。

O.2cm程 度の黒色

砂粒 。

外面の炭素の吸着

が少ない。

橋
　
鉢

23--269 建物 4

(H.10

口径 22.7

器高(2.9)

O外傾する体部。口縁端部は丸く肥

厚する。

O内外面、ナデ。体部内面、ナデの

のち橋目 (6本以上)。

色調 灰色。

胎± 0,1～ 0.2cm

の砂粒。

小
　
皿

23-270 建物 5

(H.14)

口径  9。 4

器高 (1.0)

○丸底気味の平底。回縁菩Iは外上方

にたちあがる。日縁端部は丸 くお

さまる。

○内外面とも磨減のため調整不明。

色調 明赤褐色。

胎± 0。 1～0.2cm

の砂粒。
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器種
『巧
口巧

番
番

図
版

挿
図

名
位構

鍵
遺
出 法量 (cm)

特       徴
○形態  ○技法  ○文様

備   考

小
　
皿

23--271

11-271

建物 5

(H.14)

回径  9.8

器高 (1.5)

○底面にゆるやかな凹凸がみられる。

口縁音[は 外上方にたちあがる。日

縁 端部は丸くおさまる。

○口縁吉b内外面、内底面、すデ。他

は未調整。

色調 淡黄茶色。

月台± 01～ 0 2cm

の砂粒。

杯

23-272 建物 5

(H.14)

回径 12.2

受部径14.2

たちあがり高

1.3

器高(28)

○たちあがりは内傾気味に直立する。

日縁端吉5は 丸くおさまる。受部は

やや上方にのび、端部は丸くおさ

まる。

○底面外面%は回転ヘラケズリ。他

は回転ナデ。

色調 暗灰色。

胎土 密。

焼成 良好、堅緻。

甕

24 -273 ピット1 ○口縁部のみ残存。小破片のため法

量は不明。

O回縁部内外面ともヨコナデ。

色調 淡赤褐色。

胎土 精良。

口縁部外面に煤付

着。

甕

24-274 ピット 1 ○口縁部のみ残存。月ヽ破片のため法

量 は不明。

O口縁部内面、横方向の刷毛目。外

面ヨコナデ。

色調 明赤褐色。

胎土 精良。

杯

24-275 ピット2 口径 14.2

受部径16.6

たちあがり高

1.3

器高(4.2)

○たちあがりは内傾 した後、直立す

る。口縁端部は丸 くなさまる。受

部は水平にのび、端吉Iは 九 くおさ

まる。底部は丸みをもつ。

○底部外面%は回転ヘラケズリ。他

は回転ナデ。

O底著[外面にヘラ記号。

色調 灰色。

胎土 密。

焼成 良好、堅緻。

杯
　
蓋

24-276 ピット3 日径 13.0

器高 (1.9)

○天丼部中央は欠失。九みをもつ天

井都。口縁部は上外方へ上ったの

ち、端部に至って下外方へ拡張す

る。

○内外面とも回転ナデ。天丼部外面

に不定方向のナデを加 える。

色調 灰色。

胎土 密。

口縁部内面に他の

須恵器の熔着がみ

られる。重ね焼 き
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器種
挿図番号
図版番号

遺 構 名
出土層位

法量 (cm) ○技法
徴
O文様

特
○形態

備   考

時のものと思わ

れる。

羽

　

釜

24--277 ピッ ト4 口径 20.4

鍔部径26.6

鍔幅  2.7

器高 (4.7)

○内傾する有段の口縁部。鍔部は水

平にのびる。口縁端部は九 くおさ

まる。

〇口縁部外面、ナデ。他は磨減のた

め調整不明。

色調 暗灰色。

胎± 0。 1～ 0,2cm

の砂粒。

椀

24-278 ピッ ト5 口径 14.9

高台径 4.6

高台高 0.3

器高  5.5

〇ほぼ完形品。口縁部はわずかに外

反 して開く。高台の断面はほぼ三

角形。全体にゆがんでいる。

O口縁部内外面、体部、底部外面、

ナデ。内面、横方向の暗文。見込み

の暗文は平行線。高台は貝占り付け。

外面、ナデ下には指頭圧痕が著 し

しゝ。

色調 暗灰色。

胎土 精良。

口縁部内面の一部

炭素が斑点状 に剣

離 している。

甕

24-279 ピッ ト6 口径 38,0

器高 (4.7)

○口縁部は短 く、内傾 し、上端で幅

広い平坦な面をもつ。鍔は器体の

上部に水平に付 く。鍔は小 さい。

○口縁部内外面、鍔部、体郡外面、

ヨコナデ。内面、横方向の刷毛目。

色調 淡黄褐色。

月台三L  O.1--0,3cm

の砂粒。

小
　
皿

24-280 ピット7 口径  9.5

器高 (1.5)

O九底。底部からなだらかなカーブ

をえがいて口縁部 に至る。日縁端

部は丸くおさまる。

○口縁部内外面、ナデ。底部内面、

磨減のため調整不明。他は未調整。

色調 淡茶色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。

小
　
皿

24-281 ピッ ト8 口径  5.8

器高 (1.2)

○丸みをおびた平底。口縁部は外反

気味にたちあがる。口縁端部は九

くおさまる。

○口縁部内外面、内底面、ナデ。他

は磨減のため調整不明。

色調 明赤褐色。

胎± 0.lcmの 砂

粒。

小
　
皿

24-282 ピ ン`ト9 口径  5.7

器高 (1.0)

○おそらく、ゆるやかな凹凸のみら

れる底都。口縁部はタト反する。口

縁端部は九くおさまる。

○内外面とも磨滅のため調整不明。

色調 茶褐色

胎± 0.lcmの 砂

球」i。

)は残存値
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器種
園巧
口万

番
番

図
版

挿
図

名
位構

鍵
遺
出 法量 (cm)

特        徴
○形態  O技 法  ○文様

備   考

甕
形
土
器

25-288 堆積層

第 4層

口径 31.3

器高 (5,4)

○大 きく外反する口縁部。口縁端吉Ь

は上、下に拡張する。

O口縁部内外面、ヨコナデ。体部外

面、縦方向のヘラミガキ①体害焉内

面、横方向のヘラミガキ。

色調 暗茶褐色。

月台± 01～ 0 2cm

の砂粒。最大 0.5

cmの 小石。角閃石

金雲母。

生駒西麓産。

甕

25-284 堆積層

第 3層

口径 16.7

器高(52)

○くの字に外反する口縁音[。 口縁端

部は九 く肥厚する。終部は張 り出

さない。

O口縁部内外面、 ヨコナデ。体吉卜外

面、縦、斜方向の刷毛目。体部内

面上位、横方向の用」毛目。下半は

指頭圧痕が残 る。

色調 明黄茶色。

ほ台± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。

甕

25-285 堆積層

第3層

口径 13.8

器高(34)

○くの字に外反する国縁部。回縁端

部 は丸 くおさまる。

O内外面 ともヨコナデ。

色調 淡灰褐色。

月台三L  O.1--0.2cm

の砂粒。くさり礫。

甕

25-286 堆積層

第 3層

口径 33.8

器高 (5.8)

Oく の字に外反する口縁部。口縁端

部は丸 くおさまる。

O内外面とも磨減のため調整不明。

色調 明茶黄色。

胎± 0.lcmの 砂

粒。 くさり礫。

杯

25-287 堆積層

第 3層

口径  7.1

器高  4.2

Oほば平底。口縁部はわずかに外上

方にたちあがる。回縁端部は丸く

おさまる。

○回縁部内外面、内底面、すデ。外

面、未調整。

色調 明茶黄色。

月台± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。

甕

25-288 堆積層

第3層

口径 18.2

器高 (4.7)

○なだらかに外反する口縁部。口縁

端吉[は下方にわずかに拡張 して、

全体に丸くおさまる。

O内外面 とも回転ナデ。

色調 灰色

胎土 密。

焼成 良好、堅緻。

杯

25-289 堆積層

第 3層

高台径 9.4

高台高 (0.5)

器高 (1.3)

○高台部残存。底部端 に、断面四角

形の高台が付 く。高台は外側で接

地。

○外底面中央、回転ヘラケズリ。他

は回転ナデ。底部内面中央には一

定方向のナデが加 えられている。

色調 灰色。

胎土 密。

焼成 良好、堅緻。

( )イま
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器種
田市
口巧

番
番

図
版

挿
図

名
位構

堺
違
出 法量 (cm)

特
〇形態  〇技法

徴
○文様

備   考

広
口
壺
形
土
器
Ａ

25--290 表 採 口径 19.6

器高 (2.7)

O大 きく外反する口縁都。口縁端吉b

は下外方に拡張する。

○内外面とも磨減のため調整不明。

○口縁部内面、円形浮文。

色調 灰褐色。

】台± 0,1～ 0.2cm

の砂粒。 くさり礁

甕
形
土
器

25--291 表 採 口径 29。 1

器高 (3.2)

○くの字に外反する国縁菩b。 口縁端

部は下外方にわずかに拡張する。

○内外面とも磨減のため調整不明。

色調 明茶褐色。

月台■1 0,1～ 0.2cm

の砂粒。

安

形

土

器

25--292 表 採 口径 41.2

】笈イ垂  45.4

器高 (13.0)

くの字に外反する口縁部。口縁端

部は面をもつ。体部はやや張 る。

最大径を腹径にもつ。

○口縁部内外面、ヨコナデ。体吉缶外

面上半、扁」毛目。下半、縦方向の

ヘラミガキ。内面、ナデ。

色調 淡黄茶色。

胎± 0.1～ 0.3cm

の砂粒。

底

一」
ロ

25-293 表 採 底径  7.0

器高 (2.4)

O平底。

○内外面とも磨減のため調整不明。

色調 H音茶褐色。

月台±  0.1^ヤ 0.4cm

の砂粒。角閃石、

釜雲母、くさり礫 (

生駒西麓産。

底

立
ロ

25-294 表 採 底径  7.8

器高 (2.8)

〇突出する平底。底面は厚ばったい。

体部に向って大 きく張 り出す。

○底菩b外面、縦方向のヘラミガキ。

外底面ナデ。他は磨滅のため調整

不明。

色調 淡灰褐色。

胎± 0.1～ 0.2cm

の砂粒。 くさり礫 (

底

　

　

部

25-295 表 採 底径  5.5

器高 (3.6)

○わずかに上げ底。底面は厚ぼった

い .

o底都外面、ヘラミガキ。他は磨減

のため調整不明。

色調 淡黄茶色。

胎± 0。 1～ 0,2cm

の砂粒。 くさり礫

―- 54 -―
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図版 1

中野遺跡航空写真



図版 2

調査区近景 西より

遺構全景 東より



図版 3

溝2 遺物出土状況 南より

柱
■
持
■
■

井戸 西より



釣

―
子|

一一一柱輯一一一一一一一一∴
=繰

土壊 1 北より

遺物出土状況 北より



絡 鞍

14-|1挙
「 東より溝 1 掘り込み部分全景

溝 1 西側断面 東より



図版 6

試掘時溝 1出土土器・溝 1第 6層 出土土器



図版 7

溝 1第 4・ 第 5層 出土土器



溝 1第 4層出土土器



図版 9

溝 1第 3。 第 4層 出土土器



麟
・E‐

図版10

溝 1第 1層・第 2層 。第 3層出土土器



225

237

242

溝 2、

図版 11

265

278

卜5出土土器

246

F'‐

∵や響学肇
1歳学挙ゞ

壽攣繋
警ゞ耳1等

聟
轡欝鸞

甲驚
攣驚響

土境 1 建物 4、 建物 5、 ビッ



基
Ｙ

図版12

溝 1出土石器



図版13

窃葵 ∞

⇒

20

‐‐
‐
‐
匠

その他の遺構、推積層出土石器、表採石器



図版14

4

溝 1出土石器・紡錘車 、溝 2、 土境 3、 土境 1出土瓦
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